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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　目次







序章

一章

二章

三章

四章

五章

六章

終章

あとがき



















[image: ]

『──お前が好きだ』

　告白は静かで迷いなく、真しん摯しだった。

　白はく桜おうは、親友の鵬ほう玄げんに告白された時の事を思い出して、息が止まりそうになる。

　彼は白桜が本当は〝女〟だという秘密を知っていたというのだ。

「好きって、好きって、そんな事をいきなり言われたって！　だって今までそんなそぶりはちっとも……あれ？　でもよく考えたら里り桜お姫ひめ争そう奪だつ戦の時も、大だい内だい裏りに里桜姫として上がった時も、鵬玄はずっとそばにいてくれたよな」

　よくよく思い出してみれば、鵬玄はいつも見守ってくれていた。

　彼がそばにいてくれると、どんな状じよう況きようでもほっとできた。

　だがそれが彼と同じ〝好き〟という感情かと聞かれるとよくわからない。

「告白された時は驚おどろきすぎて逃にげ出したけど、今度会った時はどんな顔をすればいいんだ」

「──連！　白はく連れん。いないのか！」

　悩なやんでいた白桜は、慌あわてて顔を上げた。今いるのは、大きな鉄製の門の前だ。

　その門の下にいる学生らしき男に向かって、片手を上げる。

「はい！　わたしが〝白連〟です」

「お前がそうか。私は寄宿長の泰やす博ひろだ。お前を寄宿舎まで案内する。今日から栄はえある龍りゆう陽ひ寮りようの学生になるのだ。ぼうっとするな」

「はい、申し訳ありません。……つかぬ事を聞きますが、ここは男ばかりの学舎ですよね？」

　泰博が呆あきれた顔をしたあと、眉み間けんにしわを寄せた。

「当たり前だろう！　龍陽寮は、大学寮と同じく官かん吏りを育成する為ために設立された学舎だぞ。女によ人にん禁制の龍陽寮に女がいるはずがなかろうが！」

　一いつ喝かつされて首を竦すくめた。門の奥に見える大きな建物を見つめて、ため息をつきそうになる。

（すみません！　当然の事を聞いて。でもわたしは男の恰かつ好こうをしているけど、本当は女なんです。それなのに、また男ばかりの学舎に入学する事になるなんて。しかも今度は女だとばれてはいけないばかりか、白びやつ虎こ家の跡あと取とり、白桜だとばれてもいけないし……）

　実は今、白虎家の特とく徴ちようである白銀の髪かみと紅くれないの瞳ひとみを秘薬を使って黒くし、偽ぎ名めいを名乗っている。

　なぜそんな事をするかというと、ある捜そう査さをする為に、この男ばかりの龍陽寮に潜せん入にゆうしなければならないからだ。

　白桜はこんな事になってしまった原因の人物を思い出す。

　陽や真ま乙と国こくの象しよう徴ちようであり、国を治める龍りゆう宝ほう帝てい、それは彼の一言から始まった。
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「白桜、お前にどうしてもやってほしい秘密の任務がある」

「はぁ」

　大内裏の広間に座った白桜は、御み帳ちよう台だいに座る龍宝帝の言葉に返事をするのがやっとだった。

　数日前に突とつ然ぜん鵬玄から告白されたせいで、頭も気持ちも一いつ杯ぱい一杯だ。

　俯うつむき加減になって気もそぞろでいると、龍宝帝が眉まゆ根ねを寄せた。

「何だ、その気の抜ぬけた返事は。いつもの元気の良さはどうした？……そうか、わかったぞ。もしや恋こいの悩みか？」

　言い当てられて、思わず目を丸くした。

「その顔は……。まさか本当にそうなのか？　今まで浮ういた話一つなかった白桜に、ようやく春がきたのか。なるほどなるほど。相手は誰だれだ？　私が責任を持って仲を取り持ってやろう」

　膝ひざを叩たたいて前のめりになる龍宝帝は、陽真乙国の貴族らしく恋話には目がないようだ。

「いえっ。とんでもない。彼と仲を取り持たれても……！」

「彼？……まさか相手は男なのか？　白桜、お前にそんな趣しゆ味みがあったとは」

　とんでもない誤解に、慌てて両手と首を同時に振ふった。

「いえいえいえ、違ちがいます！　か、か、かれい……そう、龍宝帝に華か麗れいに仲を取り持たれては、いえ、その……」

　しどろもどろに答えると、龍宝帝が首を傾かしげた。

　青せい龍りゆう家の当主でもある彼は、結ゆい上げた紺こん碧ぺきの髪に、海のように深い紺碧の瞳をしている。

　じっと見つめられると、大人の色いろ香かにあてられてめまいがしそうな気さえした。

「何を言っているのだ。どうも様子がおかしいな。何があったのだ？」

（言えない……！　わたしは本当は女で、親友だと思っていた鵬玄に好きだと告白されて、どうしていいかわからないなんて絶対に！　もし主上や世間にわたしが女だなんて知られたら、白虎家の一族全員が処しよ刑けいされてもおかしくないんだから）

　陽真乙国を守護するという白虎、青龍、朱雀すざく、玄げん武ぶの四神。都にはその四神をそれぞれ祀まつる一族がいる。白桜はその一族の一つ、白虎家の跡取りだった。

　なぜ女なのに男のふりをしているかというと、白虎家に跡取りとなるにふさわしい男子がいないからだ。もし跡取りがいなければ、一族は身分を剝はく奪だつされて都を追われる。

　それを防ぐ為に、遠とお縁えんの男子が跡取りにふさわしい年ねん齢れいになるまで、男のふりをしていた。

　時期がきたら女に戻もどる予定だが、まだしばらくは男の恰好で周りを欺あざむかなければならない。

　白桜は一つ深呼吸して、どうにか気持ちを落ち着かせた。

「いえ、本当に何でもないです。……ところで秘密の任務とはいったい何でございますか？」

　顔も心も引き締しめると、龍宝帝が満足げに口元に笑えみを浮かべた。

「ほう、ようやくまともな話ができるようになったようだな。では、話を再開しよう。──白桜『龍陽寮』を知っているか？」

「龍陽寮……ですか。勉強不足で申し訳ありません。初めて聞く名前です」

「そうか。ではまず龍陽寮の話からしよう。龍陽寮とは、数年前に私が式部省に命じて設立させた学舎だ。大学寮と同じく、官吏を育成する為の機関で、設立者の私の名前と国の名前から一字ずつとって名付けられた」

「官吏を育てる学舎が大学寮の他ほかにもあるのですか？　それは初耳です」

「そうだろうな。できて間もない上に、学生も大学寮に比べれば少ない。しかしまだ知名度は低いが、卒業して官吏になる学生は年々増えてきている。それに龍陽寮は大学寮と違い、身分が低い貴族でも実力があれば入れるようになっているのだ」

　最後の言葉に目を見開いた。まさかと、思わず前のめりになる。

「もしかして、それは……」

「そうだ。かねてより、大学寮に貴族や平民などの身分を問わず入学できるよう改革しようと、話し合いを重ねてきた。龍陽寮はまださすがに貴族の入学しか許されないが、ある程度の地位がなければ入れない大学寮とは違い、身分などの入学基準はかなり緩かん和わされている」

　龍宝帝が言葉を句切って、白桜をじっと見つめた。

「龍陽寮は身分の差に関係なく、実力で勝負ができる学舎だ。学問だけでなく雅が楽がくなどの芸術分野に秀ひいでている者達の為に特別に講師も用意し、幅はば広ひろい才能を伸のばす場として設立した。実は私は龍陽寮を手本にして、大学寮の改革を進めて行こうと思っている」

　思わず目を輝かがやかせた。今まで紆う余よ曲きよく折せつあってなかなか進まなかった改革が、ようやく具体的な話が聞けるまでになったようだ。それは白桜の夢にも繫つながる計画だった。

「素す晴ばらしいと思います！　そんな学舎があるなら、わたしも入ってみたいです」

「そうか。では、さっそく入学してくれ」

「はい？」

　聞き間ま違ちがいかと思ったが、どうやらそうではないらしい。龍宝帝は真しん剣けんな表情をしている。

「す、すみません。入学とはどういう事でしょうか。わたしは大学寮を卒業して、もう官吏になっているので、今いま更さら官吏を育てる学舎に通う必要はないかと」

　以前、男ばかりの学舎である大学寮に三ヶ月間通い、男ばかりの寄宿舎で寝ね泊とまりした。

　その間、女だとばれないようにするのに必死で、毎日生きた心地ここちがしなかった。

　苦労して何とか卒業したのに、今更なぜ違う学舎に入学しろと言われるのだろうか。

　意味がわからなくて首を傾げていると、龍宝帝の視線が鋭するどくなった。

「わかっている。しかし、お前にはぜひ龍陽寮に入学してほしいのだ。そして〝ある事〟を調べてほしい。それがさきほど言った秘密の任務だ」

　どうやら何か事情があるようだ。きっと改革に関かかわる重要な事だと思う。

　それでも白桜は、心の中で叫さけんでいた。

（断りたい！　全力で拒きよ否ひして回れ右して帰りたい！　また男ばかりの学舎に入学なんて死んでも嫌いやだ！　でも……）

　龍宝帝が真剣な顔をするのは滅めつ多たにない。それだけ秘密の任務が重要だと察しはつく。

「……まず、お話を伺うかがってもよろしいですか？」

　返事をする前に、事情を知るべきだろう。それからどうするか考えればいい。

　おそるおそる問いかけると、龍宝帝がゆっくりと頷うなずいた。







「白桜、お前も知っての通り、大学寮の改革には反対する者も多い。息子むすこを持つ貴族達は、優ゆう秀しゆうな平民が大学寮に入学して官吏を目指すようになったら、自分達の息子が官吏になれる可能性が低くなると思っているようだ。もともと狭せまい官吏への道が、更さらに厳しくなるとな」

　白桜は、龍宝帝の低音の美声が発する言葉に頷いた。

　息子により努力させようと思わないのが、陽真乙国の貴族のようだ。

　そうやって貴族ばかりが優ゆう遇ぐうされる世の中では、国はすたれてしまうと思う。

（貴族だとか平民だとか、そういう身分の差もそうだけど、男とか女とかの差もなくしてほしい。女が官吏になるなんてとんでもないと思われているけど、わたしはいつか女に戻った時でも、この国の為ために働ける官かん吏りになりたい！）

　それはずっと抱かかえている夢だった。陽真乙国では、貴族の女性は御み簾すからほとんど出ずに暮らす。女に戻ったら、白桜として得た経験も生活も捨てて、家族としか顔を合わせないような人生を送る事になるだろう。そんな事は考えただけでも耐たえられなかった。

　仕事をする喜びや、いろんな人達との出会いで得た経験を女に戻っても生かしたい。

　その為には、大学寮りようの改革が必要だった。もし大学寮に女性も入学できるようになれば、女に戻ったあともやりがいのある仕事につけるだろう。

　途と方ほうもない夢ではあったが、それを叶かなえる為ならどんな努力でもしようと心に誓ちかっていた。

「さきほども話したが、大学寮と龍陽寮は官吏を育てる為の学舎だ。今はまだ龍陽寮は大学寮の規模には及およばないが、追いつけ追い越こせの勢いでめざましい発展を遂とげている。今まで国内唯ゆい一いつの官吏を育成する場だった大学寮にとっては、無視できないくらいに成長している」

　龍宝帝は無表情だが、白桜はわずかに上がった口角を見み逃のがさなかった。

「それも主上の目的の一つではないですか？　二つの学舎を競きそわせて、更に優秀な官吏を育成しようとしているのでは？」

　返事はなかったが、笑みが深くなった事が答えだと思った。

「そんな事情もあって、大学寮と龍陽寮は互たがいに敵対心を持っているようだ。ある程度はそれもよいとは思うが、あまり過熱しすぎるのもよくない。だから互いの交流を深める為に、合同で『雅が楽がくの会』を催もよおす事になった」

「雅楽の会……ですか？」

　雅楽とは、笙しようや笛、琴ことや琵び琶わなどを奏かなで、それにあわせて舞ぶ踊ようや声楽などを披ひ露ろうするものだ。

　田舎いなかで育ったのであまりなじみはないが、陽真乙国の貴族は雅楽をたしなむのが当たり前だといわれるほど身近なものらしい。

　大だい内だい裏りにも、数百人の楽人が集められた雅楽寮があるほどだった。

「そうだ。────実はな、白桜。これは内密の話だが、大学寮の改革に反対する組織の者達が、龍陽寮にいると情報が入った。その者達はどうやら、雅楽の会で何か事件を起こそうとしているらしいのだ」

　さすがに驚おどろいて目を見開いた。思わず腰こしを浮うかせて、片手を床ゆかにつく。

「そんな！　いったい誰だれが、どんな事件を起こそうとしているのですか？」

「それがわからぬのだ。よいか、白桜。半月後に行われる雅楽の会は、大学寮と龍陽寮の交流を深める為にも絶対に成功させなければならない。もし何か事件が起こって、それが原因で大学寮と龍陽寮の敵対関係が決定的になったなら、改革は十年は遅おくれると思っていいだろう」

「まさか……。学舎の一行事がそんなに改革に影えい響きようを及ぼすのですか？」

　龍宝帝は難しい顔をしつつ頷いた。

「そうだ。これもまだ公おおやけにはしていないが、将来大学寮と龍陽寮を合がつ併ぺいして新たな学舎を設立しようと考えている。その学舎を身分の差など関係なく、誰でも実力があれば入学できるようにするつもりだ。そしてそれは遠い未来の話ではない。順調にいけば数年後には実現できる」

　強い意志のこもった瞳ひとみを見て、喉のどがごくりとなった。

「素晴らしいと思います。ぜひ、その計画のお手伝いをさせてください！」

「もちろんだ。お前には計画の中心人物の一人になってもらいたいと思っている。……だが問題はその計画をよしと思わないやからがいる事だ。彼らは大学寮と龍陽寮の合併を阻そ止ししようと、二つの学舎を互いに憎にくみ合わせて衝しよう突とつさせようとしているようだ」

　龍宝帝が持っていた扇せん子すを音を立てて閉じた。

「改革に反対のやからが、二つの学舎が合同で行う雅楽の会を狙ねらっているのは確からしい。そこでもめ事や騒さわぎが起きれば、互いにあまりいい感情を持っていない学生達が、何をしでかすかわからない。みんな若いだけあって血の気が多いからな」

「そんな……！　そんな事になったら、合併話どころの騒ぎではなくなってしまいます。その反対組織の者が誰でどんな事件を起こそうとしているのか、調べる術はないのですか？」

「それは、ある。──お前だ、白桜」

「わたし……ですか？」

　思わずきょとんとした。目を瞬またたかせると、龍宝帝が大きく頷く。

「そうだ。お前は頭の回転も速いし、行動力もある。そしてここぞという時の度胸もある。そのお前を見込んで頼たのみたい。龍陽寮に学生として潜せん入にゆうし、反対組織の者が誰なのか、何をしようとしているのか調べてもらいたい」

　そうしたいのはやまやまだ。しかしさすがに頷く事はできなかった。

「いえ、無理です！　龍陽寮は官吏を育てる学舎だから、学生は男ばかりですよね？　前に大学寮に入学した時も男ばかりの学舎と寄宿舎に三ヶ月もいて、それはそれは大変な目に……」

「大変な目？　大学寮にいた時のお前は私もこの目で見ていたが、学問に騎射大会にと大変そうではあったが、生き生きとしていたように見えたぞ」

　はっとして慌あわてて口を閉じた。

（そういえば、主上と初めて会ったのは大学寮だった。博士だと噓うそをついて変装してて、すっかり騙だまされたんだ。でもあの時は本当に大変だったんだ。青せい丞じよう達と同室になったせいで女だってばれないかといつもひやひやして……。あんな思いはもう絶対に嫌だ！）

　誰にも知られてはならない秘密がある以上、男ばかりの環かん境きように身を置くのは避さけたかった。

　いくら頑がん張ばって男のふりをしても、周りが男だけだとどうしても浮いてしまうのだ。

「主上、龍陽寮に潜入しなければ調べられないのでしょうか。それ以外に何か方法が……」

「雅楽の会まで半月ほどしかないのだぞ。調査が間に合わず、雅楽の会で何か起これば、改革の大おお幅はばな遅れにも繫がる。──お前は改革に対していつも前向きで、そんなお前を信しん頼らいして調査を頼んでいるのだ。これは誰にでも任せられる事ではないからな」

　その言葉が胸を打った。改めて龍宝帝を見つめると、真剣な眼まな差ざしとぶつかる。

「お前を選んだ最大の理由は、信頼できるからだ。私が心から信頼できる者は、そう多くはない。この捜そう査さは、どうしてもお前にやってもらいたい」

　心を大きく揺ゆさぶる言葉だった。この国を治める帝みかどに〝信頼できる〟と言われるのはこの上ない名めい誉よだ。その期待に応こたえたいと、心が叫んだ。

（改革が順調に、そしてできれば早く進んでほしいのはわたしの願いでもある。だって、わたしは女に戻もどっても官吏になりたいんだ。それなのに、改革が行われたとしても何十年も先の話では、年ねん齢れい的にも体力的にもわたしが官吏として働くのは無理だろう）

　男ばかりの学舎に潜入して、更に調査をするなんて無む謀ぼうだと思った。

　しかしここで嫌いやだとつっぱねて逃にげてしまったら、思い描えがいている夢は叶わないまま一生を終える事になってしまうかもしれない。

「──やります」

　口をついて出た言葉に自分でも驚いた。

　だが心にあった迷いはもうすでに吹ふき飛んでいた。女だと知られる危険はもちろん高いだろう。だけど今までもそんな危険な目には何度もあったが、そのたびに乗り越こえて来た。

（十分注意して行動にも気をつければ大だい丈じよう夫ぶなはずだ。大学寮の時も何とかうまくいったんだ。雅楽の会までは半月ほど。その間だけなら乗り切れるかもしれない。……いや、かもしれないじゃなくて、絶対に乗り切ってみせる。そして反対組織の目的を調べてやる！）

「ご期待に添そえるよう努力します！　大学寮の改革の為ならどんな事でもするつもりです！」

　背筋を伸のばしてまっすぐに見つめると、龍宝帝が満足げに頷いた。

「それでこそ、白桜だ。お前のその威い勢せいのいい所も気に入っているぞ。……ただ、一つ問題がある。お前が白虎家の者だとわかると、反対組織が警けい戒かいするかもしれぬ。お前は目立つから、素す性じようを隠かくすのは難しいだろう」

　龍宝帝の目が、自分の白銀の髪かみと紅くれないの瞳に向けられているのに気付いた。

　陽真乙国では、髪や目の色は黒か淡あわい茶の者ばかりだ。

　この国を守護するという四神を祀まつる一族、すなわち白虎家、青龍家、朱雀家、玄武家の当主と跡あと取とりだけが、それぞれ違ちがう色の髪と目を持っていた。

（確かにこの髪と目だと、すぐに白虎家の者だとわかってしまう。四神の一族は、主上と密接な関かかわりがあると誰もが知っているから調査もやりにくいだろうな。……そうだ！）

「主上、素性を隠すいい手があります」

「本当か？　だが髪と目はどうする？　かつらを被かぶって髪は隠せても目の色は変えられぬぞ」

「いいえ、一つだけ方法があるのです。ですが、少々必要な物があります。かなり高額な異国の薬草です。もしそれを急ぎ手に入れて頂けるなら、何とかなります！」

　龍宝帝の顔は半信半疑だが、白桜は薬草を使って作った秘薬の効果が絶大だと知っていた。

　その秘薬を使って髪と目の色を変え、〝女〟として大内裏に上がった事があるぐらいだ。

「……わかった。お前がそういうなら、その薬草とやらを手に入れてやろう」

「ありがとうございます！　では薬草が手に入り次し第だい、龍陽寮へと潜せん入にゆういたします！」

　凜りんとした声を上げ、白桜は深々と頭を下げた。
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「あの話をしてから、薬草が手元に届くまで、たった二日しかかからなかった。しかも大量に届いたし。おじいさまが薬草を取り寄せた時はもっと時間もかかったし、ほんのわずかしか手に入らなかったのに。さすがこの国の最高権力者だな」

　龍陽寮の門を潜くぐりながら、白桜は呟つぶやいた。

　ここにきたのは、改革に反対する組織を調べる為ためだ。目立つ白銀の髪と紅の瞳は、代々白虎家に伝わる古文書に作り方が書いてあった秘薬で黒く変えていた。

　効果は十日ほどしかもたず、突とつ然ぜんもとの色に戻ったりするので注意が必要だが、今回は龍宝帝が大量に薬草を入手してくれたので、予備の秘薬も作れた。

〝白連〟と名前を変え、実際に存在する貴族の子息という事になっている。

　入学の手はずを整えてくれたのは、龍宝帝の一番の側近である如月きさらぎだ。

　彼の事だから、素性を調べられても簡単にぼろが出ないよう手配してくれているはずだ。

「準備は万ばん全ぜんだ。頑張ろう！」

「握にぎり拳こぶしを作って、さっきから何をぶつぶつ呟いているんだ？」

　前方から聞こえた声に慌てて顔を上げると、案内をしてくれていた寄宿長の泰博が不思議そうな顔をしていた。

「いやっ、その、せっかく龍陽寮に入れたので、学問を頑張って立派な官かん吏りになろうと決意を新たにしていた所です！　ははっ、あははははは」

　頭をかきつつ、笑ってごまかした。泰博は首を傾かしげたものの、すぐに歩くよう手で促うながす。

「少々落ち着きがたりないようだが、よい心がけだ。こんな中ちゆう途と半はん端ぱな時期でも入学できたという事は、かなり優ゆう秀しゆうだと認められたからだろう。見かけによらないようだな」

「どういう意味でしょうか？」

　じとっとした目で見上げると、泰博が白桜を上から下までじろじろと見つめた。

「女のような顔をしてなよなよしているではないか。……まああいつよりはましだけどな」

　最後の一言が引っかかった。女のようだと言われるのには慣れている。

　実際に女なのだから仕方ない。しかし、あいつよりはましだと言われるのは初めてだ。

　誰だれか自分よりも女のような姿を持つ者がいるのだろうか。

「それって、どういう……」

「ああ、ついたぞ。これが龍陽寮の学舎だ」

　質問する前に、泰博が前方を指さした。そちらに顔を向けて、思わず歓かん声せいを上げる。

「うわぁ、立派な建物ですね」

　正面に見えるのは、数年前に設立されたという学舎だ。

　温かみのある木造の建物は二階建てで、木の香かおりが漂ただよってきそうなほど新しかった。端はしから端まで走ったらいい運動になるほど大きく、窓越ごしに学生が講義を受ける姿が見受けられる。

　学問に集中する為に作られた学舎は静かで、官吏が慌ただしく働く大だい内だい裏りや、民達がせわしなく行き来する町中とはまるで別世界のようにゆったりした空気が流れていた。

　荘そう厳ごんな雰ふん囲い気きさえあって、緊きん張ちようが身を包むようだ。

「ああ、そうだろう。大学寮よりよっぽど大きいんだ。あいつらは龍陽寮を新しすぎて品がないなんて言うが、古い事を伝統だなんて勘かん違ちがいしている奴やつらの方が馬ば鹿かだよな」

　鼻で笑った泰博に、思わず歩みを止めた。

（わざわざ大学寮と比ひ較かくするような事を言うんだな。敵対心を持っているって本当なんだ。主上は切せつ磋さ琢たく磨ましてほしいと思ってわざと競きそわせてるんだろうけど、ちょっと裏目に出てるかも……）

「さあ、行くぞ。さっさと来い。学生は全員寄宿舎に入る事になるが……」

　泰博の言葉に、どきりとした。一番の問題は男ばかりの寄宿舎だ。

　大学寮の時は、着き替がえや風ふ呂ろは祖父が用意してくれた近くの屋や敷しきですませていたが、今回は急いでいたので準備が間に合わなかった。

（風呂なしの生活に耐たえられるだろうか……。休日は外出が認められるらしいから、その時は屋敷に戻って風呂に入れるけど、数日に一度だけだし。いやいや、大事な改革の為だ。しばらく風呂に入れないくらい我が慢まんしようって決めたじゃないか！　ううっ、でも……）

　使命に燃える気持ちと心の奥底にある乙女おとめ心ごころとの狭はざ間まで悩なやんでいると、泰博が話を続けた。

「寄宿舎は二人一部屋だが、お前は中途半端な時期の入学だから空いている部屋を一人で使える事になった。古い大学寮と違って、我が龍陽寮の寄宿舎は部屋に風呂もついている。かなり快適だと思うぞ」

　耳を疑うような言葉だった。何度もその意味を反はん芻すうして、思わず飛び上がる。

「やった─────！　風呂に毎日入れるっ。しかも誰の目も気にせず、ゆっくりと！」

　こんな幸運があっていいのかと、まさか夢ではないかとすら思う。

（思えば今まで、男ばかりの寄宿舎に男ばかりの争そう奪だつ戦に男ばかりの部隊と、いつも風呂に入ったり着替えをしたりするのにこそこそしてばっかりで、すっごくしんどかった。だけど、ここでは違うんだ！）

「あ、あの、もしかして、寄宿舎の部屋には内側から鍵かぎがかかったりしますか？」

　勢いこんで聞くと、泰博が迫はく力りよくに押されるように一歩下がって、慌あわてて頷うなずいた。

「ああ、鍵もあるぞ。いったいどうした？　風呂とか鍵とかなぜそんな事ばかり気にする？」

「いいえ、何でもありません。ただ、今までいろいろと、ほんとーにいろいろと大変な目にあってきたので、こんな幸運が自分に訪おとずれるなんて幸せで！」

　これで潜せん入にゆう捜そう査さに集中できると、両手を挙げて万歳した。

「……変な奴だな。まあ、いい。ああ、それと寄宿舎では火の始末に気をつけろ。先日ぼや騒さわぎがあって、危あやうく学生が数人死にかけた。誰かのいたずららしくて、火の気のない所で火事が起きたんだ」

　慌てて頷いた。もう暖かくなってきたから火を使って暖を取るような事はないと思うが、集団生活をする上ではやはり火の始末に気をつけるに越した事はない。

「よし、じゃあ、寄宿舎の部屋に案内しよう。……おっと、その前に身体検査があったんだった。先に医い療りよう室に案内するぞ」

　学舎を観察していた白桜は、その一言で身体からだの動きを止めた。

「身体検査って、具体的にはどういった……？」

「病気をしていないか医師が診しん察さつするんだ。健康状態が悪いと、学問に集中できないからな」

「ええっ、それは困ります！　わたしは健康そのもので、病気一つした事がないので、診察は遠えん慮りよします！」

「そんなわけにはいかない。診察は新入生に定められた義務だ。さあ、こい」

　腕うでを摑つかまれて、ぐいっと引っぱられた。白桜は心の中で悲鳴を上げる。

（まずい！　診察なんてされたら女だってばれてしまう！　もしばれたら追い出されるだけじゃすまないぞ。ここは何とか逃にげなくては！）

「一度部屋に行かせてくださいっ。診察にはあとから行きますから！」

「駄だ目めだ。去年伝でん染せんする病が町中で流行はやっただろう。診察は、寄宿舎にそういった病気を持ち込まない為に最近定められたんだ。寄宿舎に入る前に、みんな受けなければならないんだ」

「いやいやいや、病気なんてしてませんってば。勘かん弁べんして……」

　逃げようとしても、大おお柄がらな泰博に力でかなうはずもなく、ずるずると引っぱられた。

　入学そうそう訪れた危機に焦あせっていると、ふいに背後から声がした。

「おや、その子が入学してきた子かい？」

　慌てて振ふり向くと、ここにいるはずのない人物が立っていた。

「朱しゆ咒じゆ博士」

　思わず我が目を疑ったが、泰博が一礼したのを見て、目の錯さつ覚かくや見み間ま違ちがいではないとわかった。何より、朱雀家の特とく徴ちようである燃えるような赤い瞳ひとみと髪かみをした彼が二人といるはずがない。

「どうして……あっ」

　慌てて口を閉じた。素す性じようを隠かくして龍陽寮に潜せん入にゆうしているのだ。

　四神の一族は陽真乙国でも名門貴族で、学生からしたら雲の上のような存在でもある。

　そんな朱咒と知り合いだと知られるのは、少しばかりまずい。

　朱咒はちらりとこちらに目をやって、すぐに泰博に視線を戻もどした。

「医療室の医師が、今日は大内裏に呼ばれて留守にしているんだ。入学者の診察は私が頼たのまれている。私がその子を医療室まで連れて行こう」

　にこやかな朱咒を見て、泰博もほっとしたように白桜の手を放した。

「それは助かります。ですがこの学生は、少々挙動不ふ審しんな所があるのでお気をつけて」

　失礼な物言いにむっとしていると、朱咒の笑えみが深くなった。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。私に任せて。さあ、君は講義に戻りなさい」

　再び一礼して学舎へと歩き出した泰博を見て、ほっと胸をなで下ろす。

　そして辺りに誰もいないのを確かく認にんして、朱咒に向き直った。

「どうしてここにいるんですか？」

「さあ、どうしてかな？　それより、その髪と目の色はどうやって変えたんだい？　確か、大内裏に君の『本当の姿』で来た時も、目の色が違ちがっていたよね」

　朱咒は白桜が女だという秘密に気付いている。

　だが白桜も朱咒の秘密を知っているので、互たがいに他言しないという約束を交かわしていた。

「これは、白虎家に伝わる古文書に書かれた秘薬の効果です。十日ほどしかこの姿はもちませんけど。それより、あなたがここにいるという事は、目的はやはり……」

　朱咒の秘密、それは彼が龍宝帝直属の内ない偵てい官かん吏りだという事だ。面をつけて闇やみの中を人知れず行動し、公おおやけにはできない事件を非合法な手段を使ってでも解決する。

　化か蛇だと呼ばれる裏の顔を持つ朱咒がここにいる理由は想像がついた。

「君と同じ、とだけ言っておこうかな。だけど、そんな便利な秘薬があるなら、私にも分けてほしかった。この姿だと目立って仕方ない」

　朱咒がため息をつく。確かにその姿では、捜そう査さはやりづらいだろう。

「白桜、診察は私がした事にしておいてあげよう。ちなみに、一人部屋になれたのも私がいろいろと裏で手を回したおかげだよ」

「ありがとうございます。でも、ただでやってくれたわけではないんでしょう。何かわたしにもさせるつもりでは？」

「おや、相変わらず頭の回転が速いね。では、お礼に頰ほおに口付けでもしてもらおうかな」

　朱咒が人差し指で頰を指し示した。そんなふざけた様子に、呆あきれてため息が出る。

「何を言っているんですか。大事な任務の最中でしょう」

「相変わらずまじめだね。もっと肩かたの力を抜ぬいた方がいいよ。あ、そうだ。頰に口付けが嫌いやなら、口でもいいけど」

　軽い調子の朱咒が、口元に指を当てたのを見て、さっさと背を向けた。

「前はそんな冗じよう談だんを本気で受け止めてあたふたしていましたが、わたしも少しは成長しました。もういちいちうろたえたりしませんよ。では失礼します」

　立ち去ろうとすると、朱咒が慌てたようにさっと肩を摑んで引き留めた。

「そんな冷たい事を言わないでくれ。……仕方ないな、ではもう一つのお願いにしようかな」

　渋しぶ々しぶといった様子の朱咒に目を向けると、彼がゆっくりと微笑ほほえんだ。

「白桜、私達の目的は同じはずだ。主上からの命令は二つ。反対組織の者が誰だれで何をしようとしているのか突つき止める事、そして雅が楽がくの会を成功させる事」

　ようやくまともな話ができるようだ。黙だまって頷くと、朱咒が話を続けた。

「その為ために、私は客員教授としてこの学舎に来た。しばらくは滞たい在ざいできるように、主上に取り計らって頂いている。だがこの姿では一目で四神の一族だとわかってしまうだろう」

　四神の跡あと取とりは帝みかど候補でもあり、今までも龍宝帝のもとでさまざまな事件に関かかわってきた。

　改革に反対する組織の者達が、龍宝帝のそば近くで仕える四神の跡取りを警けい戒かいするのは当然だ。だからこそ、白桜は秘薬を使って姿を変え、素性を隠したのだ。

「私はもう客員教授として学生や博士達に紹しよう介かいされている。顔を知られているから、その秘薬とやらを使っても、私だとばれてしまう可能性が高い。そこで──協力しないか？」

　言いたい事がわかって、すぐに頷く。

「わたしも協力しあう方がいいと思います。この通り、わたしは髪も目も黒いので、周りに溶とけ込んで調査はしやすいでしょう。わたしは学生達を探さぐるので、朱咒には博士達に探りを入れてもらえると助かります」

　一人より二人の方が捜査もしやすいだろう。それに彼はこの国で一番賢かしこく、一番腕のいい医師でもある。調子はいいが頼たよりになるし、男ばかりの寄宿舎において、秘密を知っている彼が味方になってくれれば助かる事も多い。

「いいだろう。調査で知り得た内容は、互いに必ず報告する事。私は君の素性と秘密がばれないようにうまく立ち回ってあげるよ。一いつ緒しよに頑がん張ばろう」

　朱咒が片目を瞑つぶった。微笑みには、男なのに背筋がぞくりとするような色気がある。

「はい、よろしくお願いします」

　色気に当てられてめまいがしそうになったが、何とか堪こらえて差し出された手を握にぎった。

　すると、ふいに朱咒がその手に覆おおい被かぶさるようにして口付ける。
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　柔やわらかい唇くちびるの感かん触しよくに驚おどろいて、慌てて彼の手を放した。

「何をするんですか！」

「助けたんだから、ご褒ほう美びをくれてもいいだろう。頰や口にするのは我が慢まんしてあげたんだし」

「もうっ、どうしてそういつもふざけるんですか！」

　腰こしに手を当てると、朱咒が声を立てて笑った。

「まあまあ、そう怒おこらないで。それにしても、今回の調査を君に命じるなんて、主上も思い切った事をされたものだな。鵬玄の方がよほど適任だろうに」

　親友の名が出て、どきりとした。思わず表情を固まらせると、朱咒が顔をのぞき込む。

「おや、どうかしたのかい？　ああ、そういえば、最近彼と一緒にいる所を見ないね。何やら君が鵬玄を避さけているような雰ふん囲い気きがあるんだけど、何かあったのかな？」

　優やさしい声こわ色いろだがごまかせない妙みような迫はく力りよくがあった。二、三度瞬まばたきをして思い切って口を開く。

「鵬玄に、秘密を知られてしまったようです……」

　秘密を知る祖父の上総かずさだがわけあってしばらく旅に出ているので、誰にも相談できなかった。

　朱咒は秘密を知っているし、冷静な判断力を持っている。

　抱かかえ込んで一人で悩なやむより、話した方がいいと思った。

「ほう、それはそれは」

　朱咒は顎あごに手を当てて、何か考え込んでいるようだった。

「それで、鵬玄は君の秘密を知って、何かしようとしているのかい？」

「いえ、特に何かするつもりではないようです」

「じゃあ、とりあえずは様子を見ればいいんじゃないかな。鵬玄は君を親友だと言って憚はばからないし、そう簡単に秘密を漏もらさないだろう。だったらまずは今回の調査を優先させたらいい。ここにいる間は彼と距きよ離りも置けるし、その間どうするか対策を練ろう」

　頷うなずくと、朱咒がそっと耳元に顔を近づけた。

「わかっていると思うけど、もし君の秘密が世間にばれたら、君だけじゃなく白虎家の一族全員が罪に問われて、処しよ刑けいされてしまうかもしれない。くれぐれも、これ以上秘密が漏れるのだけは気をつけて」

　改めて言われると、背筋がぞっとした。

　秘密を守る事がどれだけ大変か、よくわかっているつもりだ。それでも最近は慣れてきた事もあって、このままばれずにいられるのではないかと思う時さえあった。

（わたしの肩に、白虎家の一族全員の命がかかっているんだ。もっと気持ちを引き締しめないと！　絶対に秘密は守り抜いてみせる！）

　決意を胸に、白桜は部屋に案内してくれるという朱咒に続いて歩き出した。
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　青丞は白虎家の門の前まで来て、珍めずらしく躊ちゆう躇ちよしていた。

　愛する里桜姫ひめに会う為、この屋や敷しきには何度も来た事があった。

　彼女とは御み簾す越ごしにしか会えないが、姫らしからぬ自由な物言いが心地ここちよくて、ここに通うたびに愛いとしさが募つのっていった。

　しかし先日、青丞はとんでもない彼女の秘密を知ってしまったのだ。

「白桜と里桜姫が同一人物だと……？」

　未いまだに信じられなくて、思わず呟つぶやいた。

　頭に鵬玄と白桜の衝しよう撃げき的な会話が蘇よみがえる。鵬玄が白桜に好きだと告白し、里桜姫としてのお前も白桜としてのお前も受け入れると言った。

　白桜はそれを否定せず、秘密を黙っていてくれと懇こん願がんしていた。

　それはすなわち、鵬玄の言っている事は本当だという事だ。

　あまりに驚きすぎて、その後の事は覚えていない。気付いたら自室に戻もどっていた。

　あれからずっと、鵬玄が白桜を抱だきしめていた光景が頭から離はなれない。

「鵬玄が白桜を好き……。それはつまり、彼が里桜姫を好きだという事だ」

　再び呟くと、今度ははらわたが煮にえくりかえるほどの怒いかりが全身を貫つらぬいた。

　勘かんがいい方だと自覚していたのに、彼女にそんな秘密があったとは気付かなかった。

　もちろん、白桜が女だという事実にも。

　おそらく男のふりをしているのは、白虎家の跡取り不足のせいだろう。

　四神から跡取りを擁よう立りつしろというお告げは突とつ然ぜんやってくる。その時に跡取りになりえる年ねん齢れいの者がいなければ、その一族は身分を剝はく奪だつされて都から追放となる。

　去年まで、白虎家には跡取り候補になれる者がいなかったというのは青丞も知っていた。

　そんな中、突然下ったお告げにどう対応するのかと思っていたら、どこからか連れて来た当主の孫だという白桜が跡取りになったのだ。白虎家の特とく徴ちようである白銀の髪かみに紅くれないの瞳ひとみをしていたから、一族の血を引いているのは間ま違ちがいがなかった。

　だから四神の跡取りとして受け入れられたのだが、まさか女だったとは……。

「あいつは俺達を騙だましていた……！」

　それは許しがたい事ではあった。

　しかし今青丞の心をかき乱しているのは、鵬玄が白桜にした告白の方だ。

　許せない、と思った。里桜姫を誰にも渡わたしたくなかった。

　里桜姫と白桜が同一人物だという秘密を、まだ信じられないという気持ちはもちろんある。

　だから青丞は白虎家を訪おとずれた。白桜に直接会って、それが本当なのか確かめる為だ。

　どんな顔をすればいいのかと思うが、幸い白桜は自分が秘密を知った事には気付いていないだろう。まだ心のどこかでは半信半疑なので、探さぐりを入れて白桜と里桜姫が同一人物だと確信を持ったら、秘密を知っている事を打ち明けるつもりだった。

　そうなったらすぐにでも、白桜を都から連れ出そうと決意していた。

　もし男のふりをして跡取りを名乗っていたのが世間に知られたら、処刑は免まぬかれない。

　愛する里桜姫をそんな目にあわせるわけにはいかなかった。

　そしてもう一つ、里桜姫を都にとどまらせたくない理由がある。

「鵬玄に、里桜姫を渡すものか！」

　嫉しつ妬との炎ほのおが全身を貫いている。事情を知らず鵬玄に後おくれを取ったが、真実を知った以上はもう躊躇はしない。燃え上がる炎に突き動かされるように、青丞は白虎家の門を潜くぐった。

　出てきたのは、いつも里桜姫のもとへ案内してくれる女によう房ぼうだ。確か、橘たちばなという名前だった。

「白桜に会いたいのだが」

　いつも通りの声色を心がけると、橘が正座して頭を下げた。

「申し訳ありません。白桜様は、ただいまお留守で」

「いつ帰る？　それまで待たせてもらおう」

「それが今朝、しばらく戻らないけれど心配するなと仰おつしやって、行き先も告げずにお出かけになったのです。今は左大臣様も遠方にお出かけになっていて、詳くわしい事は私達には……」

「何だと？　ではどこに行ったのかわからないというのか？　白桜が理由もなしに姿を消すはずがない。何か変わった様子はなかったか？」

「そういえば、数日前に龍宝帝からお呼び出しがあって大だい内だい裏りに赴おもむかれました。そして屋敷に戻ってこられたあと、部屋に閉じこもって考え込むようなご様子だったような……」

　龍宝帝からの呼び出しと聞いて、嫌いやな予感がした。

　父である龍宝帝は白桜を気に入っていて、いろいろな試練を与あたえて鍛きたえようとしているようだ。また何かに巻き込まれたのではと思うと、心配で胸が張り裂さけそうだった。

「わかった。主上が何か知っておられるかもしれないな。直接伺うかがうとしよう」

　背を向けようとして、ふとある事を思いついた。

「そうだ。せっかく来たから、里桜姫にもお会いしたい」

　橘の表情は変わらなかった。だが一いつ瞬しゆん、目が動どう揺ようしたように動いたのを見み逃のがさない。

「申し訳ありません。里桜姫はただいま体調が優すぐれず、誰だれにもお会いしたくないそうで」

「それはいけないな。では医師を連れてこよう。とびきり腕うでのいい医師を知っている」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶでございます。医師にはもう診みて頂いているので」

「そうか。ならば、見み舞まいがしたい。里桜姫の部屋に入るぞ」

　強ごう引いんに上がり込もうとすると、橘が慌あわてたように裾すそにすがった。

「本当にご勘かん弁べんくださいませ。女性は弱っている姿を殿との方がたには見られたくないものでございます。白桜様にも、くれぐれも誰も部屋に入れるなと言われておりますので」

　口早な橘は、うっすら額に汗あせまでかいている。彼女の焦あせった様子を見て確信した。

　やはり白桜と里桜姫は同一人物だ。だから白桜が屋敷にいない時は、里桜姫もいない。

　それを隠かくそうと橘は必死なのだ。

「仕方ないな、里桜姫に俺が来たと伝えておいてくれ。あとで見舞いの品を届けさせよう」

　橘が目に見えてほっとした。少しばかり意地が悪かっただろうかと思いつつ、屋敷を出る。

「またろくでもない事に巻き込まれているのではないだろうな」

　心配で息をするのも苦しい気がした。早く白桜に会って無事を確かめたい。

　だが焦りは判断力を鈍にぶらせる。青丞は一つ深呼吸してから、大内裏へと足を向けた。







　紫し宸しん殿でんにある広間の御み帳ちよう台だいには、父である龍宝帝が座っていた。

　青丞はうやうやしく頭を下げる。たとえ親子でも、帝みかどに対する礼れい儀ぎは常にかかさない。

「急ぎの用というのは何だ、青丞」

　長年確かく執しつのあった父だが、最近はその仲も雪解けの気配があった。

　そのきっかけを作ってくれたのは里桜姫だ。

　父が母をないがしろにしていると思っていたが、彼女がそれは誤解だと教えてくれた。

「白桜に会いに屋敷に行きましたが、留守だと言われました。──何か特別なご命令でも？」

　単刀直入に話を切り出した。橘の話では、白桜は帝に会いに行ったあと何か考え込むような様子を見せて、しばらく戻らないと言って今朝出かけたという。

　その状じよう況きようからすると、帝から人には言えないような命令を受けた可能性が高いと思った。

「さあ、何の事だ？」

「とぼけないでください。何か命令したのでしょう？　しかも俺に話がなかったという事は、表おもて沙ざ汰たにはできないような命令のはず。そんな危険な事に白桜を巻き込まないでください」

「なんだ、ずいぶん刺とげ々とげしい言い方だな。お前と白桜はそんなに仲がよかったのか？　どちらかというと、お前は醒さめた感じで白桜に接していたのではないか？」

　確かに今まではそうだった。白桜には同じ四神の一族として、もっとしっかりしてほしいと思っていた。最初に会ったばかりの頃ころは、おどおどしてとても頼たよりなかったからだ。

　だが今ならなぜ、おどおどしていたのかわかる。あの時は、女だとばれないように必死だったに違ちがいない。それに気付かず、更さらに鍛えようと冷たく当たった事が何度もあった。

　今更それを後こう悔かいした所で時間は戻らない。

　だったらこれからは、危険な状況から守ってやりたいと思った。

「主上、話をそらそうとしても無む駄だです。白桜に下した命令は何ですか？……白桜は、大学寮りようの改革に意い欲よく的だったようですね。その辺りに関係のある命令なのでは？」

　ただの勘ではあったが、龍宝帝がそっと口元に扇せん子すをあてたのを見て、正解だと悟さとった。

　父は都合が悪くなると、扇子を触さわる。自分だけが知っている父の癖くせだ。

「そういえば、大学寮と龍陽寮合同の雅が楽がくの会がもうすぐですね。どうあっても成功させろと命令があったと、如月が言っていました」

　龍宝帝の一番の側近で、一番の被ひ害がい者しやでもあるのが如月だ。彼が雅楽の会の準備はものすごく面めん倒どうだとこぼしていた。大学寮と龍陽寮は最近敵対心が強くなっていて、合同で行われる雅楽の会の準備では互たがいに強い主張を繰くり返し、譲ゆずり合うという事を知らないらしいのだ。

　青丞は、その雅楽の会が実はどんな役割を持っているのかを知っている。

　大学寮の改革をするにあたって、その手本となるべく設立されたのが龍陽寮だ。

　将来的には二つの学舎を合がつ併ぺいさせて、身分を問わずに入学できる新たな学舎を作ろうという計画があるらしい。その二つの学舎の絆きずなを深めようと催もよおされる雅楽の会は、一見貴族の趣しゆ味みの延長と思われるかもしれないが、かなり重要な意味がある。

　じっと見つめると、龍宝帝が目をそらそうとした。青丞はすぐさま厳しい声を発す。

「主上、ごまかすつもりなら無駄です。このまま黙だまっていたら、どんな事をしてでも白桜に命じた内容を探り当てますがよろしいですか？　そうなると内容が公おおやけになる恐おそれもありますが」

　脅おどしととられてもよかった。実際、もしこのままとぼけるなら、そうするつもりだ。

　龍宝帝が慌てたように片手を上げた。

「待て待て。それは困る。まったく、お前のその強引な所は誰に似たのやら」

「鏡をご覧ください。そこに映る顔を持つ人物です」

　口元だけで笑って見せた。龍宝帝も苦く笑しようしている。

「仕方ない。白状しよう。だがこれは内密にしろ。……実は白桜にはある捜そう査さを頼たのんだのだ」

　青丞がその内容を聞いて青ざめたのは、すぐの事だった。







「あの馬ば鹿か！　いくら命令とはいえ、龍陽寮で潜せん入にゆう捜そう査さなんていったい何を考えてるんだ！」

　青丞は思わず吐はき捨てるように呟つぶやいて、大内裏にある車宿りに急いで向かっていた。

　龍宝帝から聞いた内容は、とんでもなかった。白桜に龍陽寮に入学して、大学寮の改革案に反対する組織の事を調べるよう命じたらしい。

　以前なら、大事な仕事を一人で任されるまでになったと喜ぶ所だが、白桜の秘密を知った今は違う。男ばかりの環かん境きように、愛する里桜姫ひめがいるような状況を放っておくわけにはいかない。

「青丞。ちょうどよかった」

　車宿りが見えてきた辺りで、ふいに声をかけられた。

　声のした方に顔を向けると、今一番会いたくない男が立っている。

「鵬玄。……どうかしたのか？」

　すぐさま平静な顔を装ったが、頭には白桜に告白した鵬玄の姿が焼き付いていた。彼は告白の場面を見られたと気付いていないようで、いつもと変わらない様子で近づいてくる。

「白桜を知らないか？」

　やや焦りが含まれた声だった。その名前が彼の口から出るのも、なぜだか腹が立つ。

　自分がこれほど心が狭せまいとは知らなかった。

「白桜がどうかしたのか？」

「用事があって屋や敷しきに行ったが、しばらく留守にすると言って出ていったらしい。どこに行ったのかわからないと言われて、何か事件に巻き込まれたのではないかと心配で探している」

　この国一番の武官と言われる鵬玄だが、さすがに好きな女性の事となると慌てふためくようだ。顔色も悪く、心配している様子が伝わってきた。

「……さあ、知らないが」

　情報は得たが、教えるつもりはなかった。

　まずは白桜と会って、じっくり話をしなければならない。それには鵬玄は邪じや魔まだ。

　鵬玄は、その言葉を疑っていないようだった。一つ息をつくと、一礼した。

「すまない。変な事を聞いて。如月様にお会いしてくる。大だい内だい裏りで主上にお会いしてから、様子がおかしかったようだ。如月様なら何か知っているかもしれない」

　自分は息子むすこだから龍宝帝に会うのには手間はかからないが、普ふ通つうはそう簡単には会えない。

　側近の如月に話を聞くのが精いっぱいだろう。

　そして如月は真実を知っていても、龍宝帝に口止めされていれば死んでも喋しやべらない男だ。

「そうか。白桜に会えるといいな」

　心にもない事を口にして、背を向けた。こんな事を言ってしまうほど、恋こいは自分を盲もう目もくにさせている。こんな自分は許せなかった。早く平常心を取り戻したい。

　それにはまず、白桜に会う必要があった。
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「快適だ。快適すぎる……！　一人部屋ってなんて居い心地ごこちがいいんだ！」

　朝の目覚めとともに、白桜は思わず万歳して声を上げた。

　寄宿舎の部屋はそう広くないが、一人なら十分だ。おまけに小さいが風ふ呂ろまでついている。

「鍵かぎもかかるから、着き替がえの時に誰だれかが勝手に入ってくる心配もないし。白はく珠じゆ隊たいの合宿所の時も一人部屋だったけど、鍵がなかったからみんなのたまり場にされてたもんな」

　呟いて、ふと白珠隊の面々を思い出した。

　以前、龍宝帝の命令で部隊を任された事がある。それが白珠隊だ。最初は兵士達から無視されていたが、少しずつ打ち解けて、別れの時には困った時はいつでも来いと言ってくれた。

「みんな元気かな。捜査が終わったら、合宿所に遊びに行ってみようかな」

　気は荒あらいが、優やさしくていい人達だった。

　彼らと一いつ緒しよに訓練したおかげで、少しは太刀たちも使えるようになった。みんなで枕まくら投げしたり、休きゆう憩けい中に話をしたりして、都に来て初めて大勢でわいわいと楽しい日々を送った。

　思い出し笑いをしつつ、山やま吹ぶき色の狩かり衣ぎぬに袖そでを通した。学生達が着る学衣で、急ごしらえなので少々大きいが、帯をぎゅっと締しめると心も引き締まる気がした。

　鏡で自分の姿を確かく認にんする。素す性じようを隠かくす為ために髪かみも目も黒くしてある。

「さあ、今日から学生生活の始まりだ。ここに来たのは、改革に反対する者達が誰で、雅楽の会で何をしようとしているのかを探さぐる為だ。絶対にそいつらの目的を調べ上げてやる！」

　気合いを入れて部屋を出ると、同じ学衣を着た学生達がぞろぞろと廊ろう下かを歩いていた。

「あの、白連というのは君？」

　ふいに背後から声をかけられた。振ふり向いて、思わず我が目を疑う。

　男ばかりの環境に入るのは初めてではない。だが自分より小こ柄がらで、正面から見ても横から見ても斜ななめから見ても、女の子みたいに可愛かわいいと断言できる少年に会ったのは初めてだ。

　年は自分とそう変わらないだろう。大きな瞳ひとみに白い肌はだで、肩かたまでの髪はくるくるとうねり、学衣の上からでも手足が細いのがよくわかる。

　まじまじと見つめると、少年が恥はずかしそうに俯うつむいた。

　その様子を見て、ぶしつけだったと気付いて慌あわてて頷うなずく。

「はい、わたしが白連ですけど……あなたは？」

「寄宿長から、寄宿舎と学舎の案内をするよう申しつかりました。皐さ月つきといいます。今部屋まで呼びに行こうとしたら、ちょうど君が出てきたから」

　もじもじと話す様子も高めの声も可愛らしい。

　きっと裳も唐から衣ぎぬを着たら、本当の女の自分よりも可か憐れんで美しい姫になるだろう。

「あの、僕の顔に何かついてますか？」

　またしてもまじまじと見つめてしまった自分に気付いて、慌てて頭をかいた。

「いえっ、すみません。じろじろ見て。あまりに可愛くて……いや、何というか……」

　男なら、可愛いと言われて嬉うれしくはないだろう。案の定皐月も目を伏ふせた。

「男らしくないって言いたいのでしょう？　よく言われます。好きでこんな姿に生まれたわけではないのですが」

「本当にすみません。わたしも男らしくないとよく言われる方なので、お気持ちはわかります。改めまして、白連です。入学したばかりなのでいろいろ教えてください」

　微笑ほほえむと、皐月が嬉しそうに口角を上げた。その表情も野に咲さくたんぽぽのように可憐だ。

「じゃあ、さっそく食堂に行きましょう。朝食のあとに、学舎にご案内しますね」

　先に立って歩く皐月の背中を見つめながら、改めて気持ちを引き締める。

　もし敵に調査している事が知られたら、最悪命に関かかわるかもしれない。

（女だって事はもちろん、白虎家の白桜だって知られてもいけないんだ。いくつも秘密を抱かかえて押しつぶされそうだけど、負けるもんか！）

　自分を奮い立たせて、大きく一歩を踏ふみ出した。







「龍陽寮の学部は大きく分けて二つあります。紀き伝でん道どう、算さん道どう、明みよう法ぼう道どう、明みよう経ぎよう道どうなどの学問を主体にしたものと、笙しようや笛などを演奏する管かん絃げん、そして舞ぶ踊ようを中心にした舞ぶ楽がくと声楽を中心にした歌か謡ようなどの雅が楽がくを主体にしたものです」

　朝食を終え、広い学舎を歩いていた白桜は、皐月の説明に驚おどろきを隠せないでいた。

「聞いてはいましたけど、やはり雅楽がずいぶん盛んなんですね。大学寮では学問が中心の四つの学部しかなかったのに」

「龍陽寮は、個人の才能を伸のばす目的で設立されたと聞いています。恐れ多くも龍宝帝が、陽真乙国をもり立てて行くには、学問だけではなくいろんな才能を見いだした方がいいと仰おつしやったそうで。かくいう僕も、雅楽の学生です」

　皐月が腰こしに手を当てた。目をやると、そこには横笛がぶら下がっている。

「僕は将来、大内裏の雅楽寮に入りたいんです。龍宝帝の御ご前ぜんで、笛を披ひ露ろうするのが夢です」

　恥ずかしそうな声で頰ほおを染め、夢を語る皐月の様子は微笑ましかった。

「素す晴ばらしい夢ですね。わたしも皐月殿どのの笛を聞いてみたいな」

「皐月と呼んでください。今度、雅楽の会で笛を吹ふくのでよかったら聞いてください。今、必死で練習しているんですよ」

「では皐月と呼ばせてもらいます。わたしも呼び捨てでかまいません。──雅楽の会か。絶対に聞きに行きます。楽しみですね」

　目の前の皐月のように、雅楽の会に向けて一いつ生しよう懸けん命めい練習している学生が多いだろう。

　それを邪魔しようとする者がいる事が、改めて許せないと思った。

　歩きつつ、学生達が行き交かう廊下を見回す。学生達は思い思いに談だん笑しようしたり書物を読んだりしていた。どこからか耳に心地ここちよい笛の音が聞こえてくる。

　大学寮では、学生達は官かん吏りを目指して学問に明け暮れているという感じがあったが、龍陽寮の学生達は少しばかり雰ふん囲い気きが違ちがうような気がした。

「何だか穏おだやかな感じがするな。大学寮では学生同士が競きそい合ってて、殺さつ伐ばつとした空気が流れてたりした事もあったのに」

「大学寮って、それなりの身分の貴族で優ゆう秀しゆうな人しか入れないのでしょう？　龍陽寮はちょっと違います。貴族とは名ばかりの身分の低い者でも実力があれば入れるんです。僕も家いえ柄がらとしてはあまりいい方ではありませんが、何とか入学できました」

　皐月がそっと微笑んで話を続けた。

「身分の高い方達は、それぞれの一族の期待を背負って大学寮に入り、できるだけ優秀な成績で卒業して官吏になる。そう幼い頃ころから言い聞かせられているらしいです。それで大学寮は競い合いが激しくなるのでしょうね。……それにしても、ずいぶん大学寮に詳くわしいんですね」

　不思議そうに問いかけられて心の中でびくっとしたが、かろうじて顔には出さずに微笑む。

「ええ、知り合いが大学寮の卒業生でいろいろと話を聞いていて。龍陽寮もそんな感じなのかなと思ってたけど、かなり雰囲気が違うみたいなので驚いて」

「ああ、そうなんですね。それは確かに違うかもしれません。知ってますか？　少し前に、龍宝帝が大学寮の改革をすると発表なされたのを」

「は、はい」

「実は龍陽寮は大学寮の改革の手本として作られたという噂うわさがあるのです。それで龍宝帝は大学寮よりも龍陽寮に目をかけておられると学生達が言い出して。二つしかない官吏育成の学舎だから対たい抗こう心が強くなるみたいで、最近はあからさまに大学寮を批判するようになって」

　それは白桜がもっとも気になる話だった。何気ない風を装って首を傾かしげる。

「へぇ。それって、具体的にはどんな批判を？」

「大学寮のやり方は古いだとか、学問ばかりで雅みやびな心を育てられないのは、貴族としていかがなものかとか。平民達が官吏になるというのも、龍陽寮では受け入れている学生が多いんです。もともと身分の低い貴族の子息が多いので、自分達も身分の差で苦労しているから」

「そうなんですか。じゃあ目に見えて、二つの学舎が対立しているって事もあるのですか？」

「いいえ、それは今の所は。騒さわいでいるのは一部の学生と博士ですし。大半の龍陽寮の学生は、静観しています」

（なるほど。大学寮に敵意を表している学生と博士がいるのか。彼らが合がつ併ぺいの話を知っていたとしたら、きっと反対しているだろう。その為に雅楽の会を中止させようと考える可能性はある。彼らの事を調べてみる必要があるな）

　考え込みつつ、もう一度辺りを見回した。

　問題はあるようだが、学生の個性を大事にする龍陽寮は、大学寮より性に合う気がした。

（大学寮はいつでも息が詰つまりそうだったけど、龍陽寮では大きく呼吸できる。それって、きっとここに自由という名の風が入ってきているからだ。この風を大学寮にも入れられたらな）

「おい、皐月！」

　そこへ低い男の声が聞こえた。皐月が目に見えてびくりとする。

　見ると、大おお柄がらな男達が数人、にやにやしながら近づいてきた。

「何だ、そいつは」

　上から下までぶしつけにじろじろと見られるのは、あまりいい気分ではなかった。

「こちらは白連です。入学したばかりで、案内を……」

　皐月が俯き加減でぼそぼそと返事した。

「変な時期に入学してくるものだな。そんな特別扱あつかいが許されるのは、大学寮に入学したという四神の跡あと取とり達ぐらいのものだろうに」

（うっ！　まさかわたしがそうだとわかっているわけじゃないだろうけど、面と向かって言われると心臓に悪い！）

　顔には出さないようにして様子を見ていると、男達の一人が皐月の腕うでを乱暴に引っぱった。

「おい、新入り。その先が教室だ。一人でいけるだろ。皐月は俺達の用事をいろいろとやってもらわないといけないんだ。借りていくぞ」

「用事って何ですか？」

　皐月は明らかに嫌いやそうな顔をしていた。それが気になって、思わず問いかける。

「掃そう除じとか買い出しとかだよ。こんな女みたいな面で龍陽寮の学生だと言われると迷めい惑わくなんだ。龍陽寮は、こんななよなよした奴やつばかりだと思われたら恥はずかしいからな。それを我が慢まんしてやる代わりに、使いっ走りをしてもらうのさ」

　明らかにおかしな言い分に、思わずむっとする。

「ちょっと待ってください。掃除はあなた達に割り当てられたものでしょう。だったら自分達でやるべきです。それに買い出しってまさか外に行かせるつもりですか？　休日以外は外出禁止でしょう」

「うるさいな。新入りのくせに生意気な！　お前も女みたいな面をしてるから、龍陽寮の評判を下げるかもしれない。お前が皐月の代わりに俺達の雑用をやるか？」

　彼らの話は滅め茶ちや苦く茶ちやだ。聞いていると腹が立って仕方なかった。

　言い返そうと口を開きかけたが、それより早く皐月が男達との間に割って入った。

「いいんだ、白連。すまないけど、ちょっと行ってくる。……巻き込んでごめんね」

　最後の呟つぶやきが、痛々しく思えた。どうやら龍陽寮にもいじめはあるようだ。

　大学寮にいた時、小こ柄がらで白虎家の跡取りで特別待たい遇ぐうだった白桜もいじめの標的になった。

　だからこそ、皐月の気持ちが痛いほどわかる。

「さっさと来い。お前がぐずぐずしているから、よけいな事を言う奴が出てくるんだ」

　男達に引きずられるようにして、皐月が歩き出した。

　顔は引きつっているし、指先が震ふるえている。それを見て、黙だまってはいられなかった。

「ちょっと待て！　あっ……」

　男達を止めようと一歩踏み出した所で、ふいに誰だれかに襟えりを摑つかまれた。

　慌あわてて振ふり向くと、朱咒が立っている。

「もうすぐ講義が始まるよ、早く行った方がいい。初日から遅ち刻こくする気かい」

「でも、皐月が……」

　朱咒が廊ろう下かの先を歩く男達と皐月を見つめて、そっと声を潜ひそめた。

「正義感もいいが、ここに来た目的を忘れてないか。潜せん入にゆう捜そう査さは目立ってはいけない。目立てば目立つほど、調査はやりにくくなる」

　朱咒の声には抑よく揚ようがなかった。内ない偵てい官かん吏りの化蛇としての忠告は、もっともだと思った。

　廊下の先に顔を向けると、ちょうど振り向いた皐月と目が合う。

　その目に涙なみだが浮うかんでいるのを見て、思わず朱咒の手を振り払はらった。

「確かにその通りだと思います。だけど目の前で困っている人を見捨てたりできません！」

　言い切って、男達の方へと駆かけ出した。講義を受けるつもりはないのか、廊下の先を曲がって学舎から出ようとしている彼らに追いつく。

「ちょっと待ってください。もう講義が始まります。あなた達が講義を受けないのは自由ですが、皐月は違います」

　男達の前に回り込んで、両手を拡ひろげた。彼らの表情が一気に険しくなる。

「何だと！　本当に生意気な奴だな。痛い目にあいたいのか！」

「痛い目とはどんな目ですか？　多勢に無勢でわたしを傷付けたりしたら、罰ばつを受けるのはあなた達です。それこそ、龍陽寮りようの学生にふさわしくない行動だと非難されるでしょう」

　本当は男達と向き合うのが怖こわくて仕方ない。

　だが弱みを見せたらそれにつけ込んでくると、今までの経験からよくわかっていた。

　だから胸を張った。堂々とした態度と強い眼まな差ざしで、男達と向き合う。

「あなた達のような学生がいるとわかったら、ここを設立された龍宝帝はきっと落らく胆たんなさるでしょう。あなた達のその行動こそ、龍陽寮を貶おとしめているのだと自覚してください」

　わざと笑ってみせると、男達が怒いかりで顔を真っ赤にする。

「何だと！　貴様、女のような顔をして、いい度胸だ。覚かく悟ごはできてるんだろうな！」

　殴なぐりかかろうとした男の拳こぶしをさっと避さけて、その腕を摑んだ。

「はぁっ！」

　男の力を利用し、流れに逆らわず投げ飛ばす。力はないし、身体からだも男に比べたら小さい。

　だがそれでも攻こう撃げきできると教えてくれたのは、隊長を務めた白珠隊の兵士達だ。

　短い間だったが、身体を鍛きたえて護身術と剣けん術じゆつを教えてもらった。

　屋や敷しきに戻もどってからも、一人で稽けい古こをしていたのが役に立ったようだ。

「うわっ！」

　身体は大きいが、学問ばかりしてきた学生には、百ひやく戦せん錬れん磨まの白珠隊の兵士直伝の投げ技わざは効果覿てき面めんだったようだ。地面に音を立てて倒たおれた男を見て、不敵に笑う。

「小さいから弱いと勘かん違ちがいされているようですが、窮きゆう鼠そ猫ねこを嚙かむという言葉もあるでしょう？　甘くみないでください。さ、皐月、こっちに」

　皐月が頰ほおを染めて、駆け寄ってきた。嬉うれしそうな顔を見てほっとする。

　よけいな事をしただろうかと思ったが、やはり皐月は彼らと行くのは嫌だったようだ。

「待て！　もう許さないぞ。みんな、囲め！」

　男達が一いつ斉せいに周りに散らばった。さすがにこの人数で来られるのはまずい。

　特に守らなければならない皐月がいるからなおさらだ。

「走ろう！」

　正面の男めがけて思いっきりぶつかった。男達の中でも一番小柄なせいか、よろよろと倒れ込む。その隙すきに、皐月を引っぱって走り出した。

「待て！」

「そう言われて、待つわけないだろう！」

　全速力で学舎の外に出る。できるだけ目立ちたくなくてそうしたが、すぐに後こう悔かいした。

「どっちに行ったらいいんだ……！」

　学舎を出てしばらく走った所で足を止めた。

　前方は広場で見晴らしがいいので逃にげてもすぐに見つかるだろう。

　右の方角が寄宿舎で、左の方角には何があるのかよくわからなかった。

「皐月、どこかに身を隠かくせる所は？」

「あっちに……あっ！」

　皐月が前方を指さそうとして、何かにつまずいたのか盛大に転んだ。

「大だい丈じよう夫ぶか」

　慌てて皐月に手を差し出して立たせていると、男の声がすぐ近くで聞こえた。

「やっと追いついたぞ。さっきはよくもやってくれたな」

　見ると、さきほど投げ飛ばした学生だった。他ほかの男達も駆けつけて、再び周りを囲まれる。

「女みたいな面をしているからと油断した。もうさっきみたいな事はさせないぞ。……そうだ。俺を投げ飛ばした礼に、裸はだかで縛しばり上げて学舎の二階からつるしてやろうぜ。女みたいな面をしているから、みんなにそうじゃないってわからせないとな」

「そ、そそそ、そんな事駄だ目めに決まってるだろーっ」

　思わず叫さけぶと、男達があまりの迫はく力りよくに驚おどろいたのか目を見開いた。

「なんだ、その慌てようは。まさか、本当に女なんじゃあるまいな。面おも白しろい、服をはいで確かめてやろうぜ」

　本気で女だと思っているわけではないのだろう。男達はふざけたような、にやにやした笑えみを浮かべている。だが秘密を抱かかえる白桜にとっては、とんでもない事態だった。

「無理無理無理！　無理です！　ちょっと落ち着きましょう。話し合えばわかります」

「なんだ、急に態度が変わったな。さっきまでの威い勢せいの良さはどうした」

　じりじりと近寄られて、背中に冷や汗あせが流れた。

（まずいーっ。このままだと本当に服をはぎとられて、女だとばれる！）

　さっき投げ飛ばされてこりたのか男達に隙はなく、ゆっくりと間合いを詰つめてくる。

「さあ、服を脱ぬげ。裸でつるして、みんなの前で辱はずかしめてやる」

　男達の手がこちらに伸のびてきた時だった。

「────何をしている」

　響ひびいた声は、背筋が震えるほど冷たいものだ。男達が声がした方を向いて、一いつ瞬しゆんで青ざめる。

「あ、あなたは……！」

　白桜も男達と同じ方向に目をやって、思わず息を吞のんだ。

　ここにいるはずのない青丞が、こちらを睨にらみつけるようにして立っていた。

「その紺こん碧ぺきの髪かみと瞳ひとみは、青龍家の……」

　男達がたじろいだように後ずさる。青丞は四神の一族の跡あと取とりであり、帝みかどの嫡ちやく男なんでもある。

　学生からすれば、帝の次に恐おそれ多いといっても過言ではない存在だ。

「龍陽寮は自由な学舎だと聞いていたが、自由の意味をはき違ちがえている学生もいるようだな。大勢でよってたかって何をしている。もう講義も始まっている時間だろう。さっさと行け」

　冷たい物言いと視線は、相手を震え上がらせる迫力を持っていた。

「も、申し訳ありません」

　男達が蜘蛛くもの子を散らしたように去って行く。

　どうやら青丞のおかげで助かったようだ。ほっとしたものの、まだ隣となりには皐月がいる。

　彼に四神の跡取りである青丞と知り合いだとばれるのはまずかった。

「助けて頂いてありがとうございます。わたし達も講義があるので、これで」

　どうしてここにいるのか聞きたかったが、皐月の前で話しかけるわけにもいかない。

　仕方なく皐月を促うながして学舎に戻ろうとすると、青丞にいきなり腕うでを摑まれた。

「龍陽寮の頭かみにお目にかかりたい。案内してくれ」

「いえ、わたしはここに入学したばかりで……」

　頭がどこにいるのか知らないと続けようとしたが、青丞の笑みに言葉が止まった。

（笑っているけど、目が思いっきり怒おこってる！　怖い！）

　端たん整せいな顔立ちは整いすぎていて迫力があり、怒りの眼差しは背筋が凍こおるほど恐ろしかった。

　これがおそらく、青丞が氷の貴公子などと言われる所以ゆえんだろう。

「嫌いやなのか。だったらこちらにも考えがあるぞ」

　脅おどすような低い声が発せられて、青ざめた。髪と目の色が違うから自分に気付かないのだろうかと一瞬思ったが、どうやらこの様子からするとそうではないようだ。

　青丞は、こちらに向けるのとは打って変わって、優やさしい表情で皐月に目をやった。

「君は講義に戻るといい。彼に案内してもらうから」

　皐月が戸と惑まどうように目をきょろきょろさせている。このままだとよけいな事まで彼に知られてしまうかもしれない。白桜は皐月に向かってにっこり笑った。

「では案内してくるよ。先に行っててくれ」

「でも、大丈夫？」

　頷うなずいて見せると、皐月はちらちらとこちらを気にしつつも学舎の方へと戻っていった。

「────どういうつもりだ？」

　皐月の姿が見えなくなると、背後から地の底を這はうような声がした。

　見ると、怒ったように眉み間けんにしわを寄せている青丞の顔がある。

「どういうつもりって、これには少々わけがあって」

「知っている。主上に改革の反対組織の調査を命じられたのだろう？」

「なんだ、知ってたんですね。だったら話は早いです。わたしは素す性じようを隠して潜せん入にゆう捜そう査さをしているので、できるだけ近づかないでほしいんですが」

「馬ば鹿かな事を言うな。そんな危険な任務をお前がする必要はない！」

　言われている事が一瞬理解できなかった。目を瞬またたかせて、思わず青丞を見上げる。

「危険な任務って……。そんなの今までだって、危険な目には何度もあってきましたよ。それでも大学寮の改革を実現させる為ためなら、どんな危険も顧かえりみないと誓ちかったのです」

　胸に手を当てて決意の眼まな差ざしを向けると、青丞が大きく首を振ふった。

「今までとこれからは事情が違う。こんな危険な任務からは、すぐに降りろ。俺が主上に掛かけ合って、調査は他の誰だれかに引き継ついでもらう」

「事情が違うって何ですか！　意味がわかりません。これはわたしが任された仕事です。邪じや魔ましないでください」

「お前は、仕事なんてしなくていいんだ」

　その一言は、大きな矢で心臓を射い貫ぬかれたかと思うほど衝しよう撃げき的だった。

「……しなくていいってどういう意味ですか。確かにわたしは頼たよりないし体力だってないし、あなたみたいな優ゆう秀しゆうな人と比べたら、役には立てないかもしれません。それでも、わたしなりに今まで精いっぱいやってきたんです。それなのに、しなくていいなんて……」

　悔くやしくて唇くちびるを嚙んだ。腹の底から押し寄せた大きな波が、目元で熱くうねっている。

　その波は涙なみだとなって目にたまったが、決して泣くものかと拳こぶしを握にぎり締しめた。

「いや、そういうつもりではない。泣くな」

　珍めずらしくうろたえた様子を見せた青丞が、困こん惑わくした顔になる。

「泣いてません！　わたしはこれでも陽真乙国の男子です。こんな事ぐらいで泣きません」

　虚きよ勢せいを張っているのは自分でもわかった。こうして自分を奮い立たせるのはいつもの事だ。

　だが、青丞の反応はいつもとは違った。いつもなら、〝それでこそ四神の跡取りだ〟とか、〝せいぜい頑がん張ばれ〟とか言われるのに、目の前の彼はなぜか痛々しいものを見るような表情をしている。その顔はとても辛つらそうで、視線は優しさとせつなさに満ちていた。

「……そんなに無理しなくていい」

（はぁ!?　無理しなくていい？　変だぞ！　今まで発破をかけられた事はあっても、労いたわるような事を言われた覚えはないのに。どうしたんだ、青丞！）

　どうもいつもの彼と違う気がした。まじまじと見つめると、青丞がわずかに視線をそらす。

　そんな仕草も彼らしくない。青丞は、いつでも相手を射貫くようにまっすぐ見つめるのに。

「どうかしたんですか？　何かおかしいですよ」

　あまりに態度が不自然で、つい口をついて出た。青丞は、しばし逡しゆん巡じゆんするように目を動かして、何か言おうとしたのか口を開きかける。だがその口から言葉が紡つむがれる事はなかった。

　彼が何か躊ちゆう躇ちよしている様子を見て、首を傾かしげる。

「本当にどうしたんですか？　青丞らしくありませんよ。口ごもるなんて」

　見つめると、やはりまた青丞は目をそらした。そして小さく息をつく。

「何でもない。それより、さっさとここを出よう」

「だから、それはできないと言っているでしょう！　帰りたければ、一人でどうぞ」

　これ以上話しても堂どう々どう巡めぐりだ。白桜は背を向けて、学舎に向かおうとした。

「待て！……よし、お前の気持ちはわかった。仕方ない。では、一いつ緒しよに捜そう査さしよう。協力するから、さっさと捜査を終わらせるんだ。そうすればお前も帰れるだろう」

　協力するという言葉はありがたかった。彼が賢かしこく武道にも長たけていて、頼れる男だというのはよく知っている。振り向いて、青丞を見つめた。

「手伝ってくれるんですか？　でも、どうやって学舎に入り込むんですか？」

「実は龍陽寮の頭とは知り合いだ。少し前に、雅が楽がくの会に出て笙しようを披ひ露ろうしてくれないかと言われた。面めん倒どうだから断ったが、気が変わったと伝えよう。雅楽の会までの間、練習の為にここに滞たい在ざいさせてくれと頼たのめばいい」

「笙？　雅楽の会に出られるほど、笙が上手なんですか？」

　笙とは雅楽に使う楽器の一つだが、青丞がそれを演奏している所など見た事がなかった。

「貴族のたしなみだと、物心ついた時から習わされていた。雅楽寮主催で大だい内だい裏りで行われる雅楽の会にも出た事がある。武芸の方が好きだから遠ざかっていたが、まだ腕は衰おとろえていない」

「すごいな！　わたしなんて琴ことを習った事がありますが、才能がなかったみたいで、ちっとも上達しなくて。青丞は本当に何でもできるんですね」

　尊敬の眼差しを向けると、青丞がやや気き恥はずかしそうに視線をそらした。

「大した事ではない。──それより、約束しろ。捜査を手伝ってやるから、終わったらすぐにここを出るんだ。捜査中は危ない事はするな。どんな小さな事でも俺に報告しろ。いいな」

　言葉には有う無むを言わせない迫はく力りよくがあった。どうやら心配してくれているようだが、どうして急にこんな事を言い出したのかさっぱりわからなかった。

「は、はい。捜査が終わればもちろんすぐ出ますけど……。青丞、本当に変ですよ。さっきから様子がおかしいですけど」

「──何でもないと言っただろう。それより、さっきから気になっていたが、お前のその目と髪の色はどうした。どうやって黒くしているんだ」

「これは、白虎家に代々伝わる秘薬で黒くしているんです。材料がかなり希少で高価なのですが、主上にお願いして取り寄せてもらったので、何とか作れました」

　朱咒にも秘薬の事は知られているし、ごまかしても青丞はすぐに真実を突き止めるだろう。

　そう思って本当の事を話すと、青丞がやや目を見開いて、そして納なつ得とくしたように頷いた。

「なるほど、そういう事か。だからあの時は……」

「え？　何か言いましたか？」

　呟つぶやきが聞き取れなくて話しかけると、青丞はすぐに首を振った。

「いいや、何でもない。それより、学舎に行くぞ」

　青丞が促すように学舎を指した。歩き始めると、横に並んで歩調を合わせてくれる。

（やっぱり変だぞ！　いつもならさっさと歩くから、置いて行かれないようにするのに精いっぱいなのに。わたしが青丞にあわせるんじゃなくて、彼がわたしにあわせてくれるなんて）

　突とつ然ぜんの変へん貌ぼうの理由がわからなかった。

　気になる事はたくさんあるが、それでも心強い味方が増えたのは確かだ。

　反対組織の目的を調べる為にも、彼が来てくれてよかったと、心の中でほっとした。
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　青丞が笙が得意だという話は本当だったようだ。

　彼が龍陽寮の頭に会いたいと伝えただけで、すぐさま学舎の奥にある座ざ敷しきへと通された。

　なぜか一緒に行くはめになった白桜は、龍陽寮の責任者である頭と初めて会う事になって緊きん張ちようした。

　龍陽寮の頭は七十歳に手が届こうかという年ねん齢れいで、立派な白ひげを生やしていた。

　青丞を見るなり目を輝かがやかせて出で迎むかえ、大内裏での雅楽の会においてどれだけ彼の笙が素す晴ばらしかったかを語った。

　そして今度行われる雅楽の会に出たいと青丞が言うと、二つ返事で了りよう承しようしたのだ。

「……どうしてお前と同じ部屋なんだ」

　練習の為、龍陽寮に滞在する事になった青丞が、用意された部屋を見て困ったような怒おこったような複雑な顔をした。白桜は部屋に入りながら、入り口に立つ青丞へ顔だけを向ける。

「仕方ないでしょう。寄宿舎で空いているのはわたしの部屋だけみたいですし。それに博士達が住む宿舎は嫌いやだと青丞が言ったんですよ」

「それは、お前を寄宿舎で一人にするわけにはいかないから……」

「え？」

「いや、何でもない」

　青丞が咳せき払ばらいをする。仕方なさそうに入ってくる彼を見て、ふと大学寮の事を思い出した。

「そういえば、大学寮の時も同じ部屋でしたね。そんなに前の事じゃないのに、何だか懐なつかしい気がするな」

　あの時は三人部屋だった。頭にもう一人の同室者だった鵬玄の顔が浮うかぶ。

（確か、鵬玄は大学寮を卒業した頃ころにわたしの秘密を知ったと言っていた。じゃあ、あれからずっとわたしを女だと知っていて、見守っていてくれたのだろうか）

　顔が赤くなるのを止められなかった。

　ずっと親友だと思っていたし、男同士の友情ってなんて素晴らしいんだと思っていた。

　だが、彼は自分を女として見ていたのだ。

（告白されて逃にげ出してから、鵬玄には会ってないんだよな。正確に言うと、どんな顔をして会えばいいかわからなくて、避さけてるんだけど……。でも鵬玄の事が気になるな。いやいや、好きだからとかそういう事じゃなくて、親友だからだけど）

「……そういえば、鵬玄はどうしているか知ってますか？」

　友の近きん況きようを聞くのはおかしな事ではないはずだが、なぜか青丞の眉まゆがひそめられた。

「さあ、知らないな」

　声が低くて、ぶっきらぼうな答えだ。これは機き嫌げんが悪い時の青丞だった。

　なぜ突とつ然ぜん機嫌が悪くなったのかはわからなかった。不思議に思いつつも話を続ける。

「そうですか。急に潜せん入にゆう捜そう査さすると決まったので、鵬玄にも何も言ってないんです。連れん絡らくしようとは思っているんですけど」

　そうしたいのはやまやまだが、鵬玄と何を話していいのかわからず、行動に移せなかった。

「別にいいんじゃないか。連絡なんてしなくても」

　冷たい物言いはいつもの事だが、おかしいのは機嫌の悪い顔を隠かくそうともしていない事だ。

　氷の貴公子と呼ばれる彼は、いつでも冷静沈ちん着ちやくであまり感情を表に出す事はないのに、今は思いっきり不ふ愉ゆ快かいそうに顔をしかめている。

「でも、鵬玄が心配しているかもしれないし」

「だったらなんだ。お前はここに捜査に来ているんだろう。だったらよけいな事に気を取られるな。捜査に集中しろ」

「はぁ」

（なんだろう。うまく言えないけど、青丞が変だ。しかもすごく変！）

　刺とげ々とげしい口調に目を瞬またたかせていると、青丞がさっと背を向けた。

「とにかく、捜査は手伝うから、とっとと解決してとっととここを出るぞ。何かする時は、必ず俺に報告しろ、忘れるな。……俺は少し用があって外出するが、一人で出歩くなよ」

　白桜は部屋を出る青丞の背を見つめ、彼の言動に違い和わ感かんを覚えつつも頷うなずいた。
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「申し訳ありません。急なお願いをしてしまって」

　寄宿舎を出た青丞は、再び龍陽寮の頭の部屋へとやってきていた。

　礼をすると、頭は好こう々こう爺やのごとく微笑ほほえむ。

「いえいえ、青丞殿どのの笙は本当に素晴らしい。雅楽の会に出て頂けるのは、願ってもない事です。……しかし、笙はもうお辞やめになったと聞いておりましたが、よろしいのですかな」

　苦く笑しようして、小さく頷いた。笙は、後宮で側室達にいじめられていた母を慰なぐさめる為ために始めた。

　幼い頃は笙を吹ふくと母が喜ぶのが嬉うれしくて、必死で練習したのだ。

　しかし側室達に嫉しつ妬とされて追い出される形で後宮を出た母は、青龍家の屋や敷しきにこもりっきりになり、笙を吹いても笑え顔がおを見せてくれなくなった。

　もともとそんなに雅が楽がくに興味があるわけではなかったので、いつしか笙も吹かなくなった。

　その母は、今も青龍家の屋敷にいる。

　だが以前とは違ちがって笑顔を見せてくれる事が多くなった。

　それは父である龍宝帝が、時間を見付けては屋敷に戻もどって母と仲むつまじく過ごす事が増えたおかげだ。父や母が再び笑い合う所を見られるのは、青丞にとって何より幸せだった。

　そのきっかけを作ってくれたのは里桜姫ひめだ。

　彼女を心から愛している。姫らしからぬ言動も、心優やさしい所も、すべてを。

　白桜と里桜姫が同一人物だと知っても、その愛いとしさが薄うすれる事はなかった。

「雅楽の会に、妙みような動きがあると聞きましたが」

　頭が顔を曇くもらせた。彼は大学寮の改革に賛成で、早くから龍宝帝と一いつ緒しよに準備をしてきた人物だ。今回の捜そう査さも、龍陽寮に不ふ穏おんな動きがあると気付いた彼が、相談してきたのがきっかけだと龍宝帝が話していた。

　しかしそんな頭すらも、白桜の素す性じようは知らないようだった。

　だからさきほど来た時は、挨あい拶さつだけをした。

　そして一人で来た方が頭も詳くわしい話をしやすいだろうと、再び足を運んだのだ。

「やはり、その捜査にいらっしゃったのですね。実は、こんなものが届きまして」

　頭が取り出したのは、折りたたんだ文だ。受け取って中身に目を通し、思わず息を吞のむ。




『雅楽の会を中止せよ。さもなくば、舞ぶ台たいに血の雨が降る』




　明らかに脅きよう迫はく文だった。頭が厳しい顔つきで腕うで組ぐみをする。

「これは私の机に直接置かれていました」

「なるほど。では、これを書いた犯人は龍陽寮にいる可能性が高いでしょう。頭の部屋に忍しのび込んで文を置くなんて、そうそう外部の者ができる事ではない」

「主上も同じお考えのようでした。おそらく改革に反対の者達が、大学寮と龍陽寮の親しん睦ぼくを深めるのを防ごうとして、雅楽の会を中止させようとしているのだと。それで反対組織の者が誰だれなのか捜査する為に人を寄よ越こすと言われておりましたが、まさかあなたが来られるとは」

　来るつもりなどなかったが、白桜が男ばかりの龍陽寮で捜査するなんて聞いただけで、いても立ってもいられなかった。

　白桜が頑がん固こなのはよく知っている。一度決めたらやり通すだけの根性がある事も。

　秘密を知っていると打ち明けて連れ帰ろうと思っていたが、それではおそらく納なつ得とくせずにここに残ると言い張るだろう。だが、それは危険だと思った。

　白桜は変な所で度胸があって、普ふ段だんはびくびくしている様子もみせるくせに、ここぞという時は危険だとわかっている状じよう況きように飛びこんでしまう時がある。

　以前はそれが男として成長したのだと見守ったりもしたが、今は違う。

　白桜は里桜姫だ。危険に飛びこませるなんてあってはならない。

　だから無理に連れ帰るのではなく、仲間だと信しん頼らいさせて、行動を逐ちく一いち把は握あくする方がいいと判断した。その方がいざという時に守れるからだ。

　きっと秘密を知っていると話したら、混乱するあまり自分を避けるだろう。

　それもまた今の状況ではまずいので、とりあえずは何も話さない事にした。

　まずは、こんな馬ば鹿かげた脅迫文を送った相手を見付ける事が先決だ。

　そうすれば白桜も納得して、ここを出て行くだろう。

　白桜と同室で暮らすというのもある意味苦行だが、何とか乗り切らねば。

「犯人は、俺が必ず見付けます。雅楽の会も必ず成功させます」

　愛しい人の為に、とまでは口にできなかった。

　嬉しそうに頷いた頭に背を向けて、青丞は静かに部屋を辞した。
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「あ、いたいた。白連」

　休きゆう憩けい時間に次の講義の準備をしていた白桜は、慣れない偽ぎ名めいで呼ばれて一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよした。

　声をかけたのは皐月だ。管かん弦げん楽がくを学ぶ彼とは教室は別なのに、どうしてここにいるのかと思った。だがすぐに、昨日の事を心配してやってきたのだろうと気付く。

「昨日は大だい丈じよう夫ぶだった？」

　やはり予想通りだ。昨日は他た人にん行ぎよう儀ぎだった口調が、少しくだけている。それが気を許しているといっている気がして嬉しかった。白桜はすぐに笑みを浮かべて頷いた。

「ああ、心配かけたね」

「ううん。何ともなかったならいいんだ。それより、昨日の紺こん碧ぺきの髪かみの方は、青龍家の青丞様だろう？　氷の貴公子様が雅楽の会に出られるってすごい噂うわさになっているよ。しかも君は青丞様と同室なんだろう？　すごいな！」

　きらきらと目を輝かがやかせた皐月に苦笑する。

「すごいって言われるほどでも。たまたま空いている部屋がわたしの所だっただけだし」

「でも、あの青丞様だよ！　今は朱咒博士も客員教授として招かれてるし。四神の跡あと取とりが二人も学舎にいらっしゃるなんて光栄だよ！　朱咒様も青丞様も、都の姫達の憧あこがれの的だって話じゃないか。実際、青丞様ってかっこいいよね。憧れるな」

　皐月の頰ほおが淡あわく色づいている。やはり四神の跡取りはこの国では特別な存在のようだ。

「青丞様もだけど朱咒博士もすごいよね。この国で一番賢かしこいなんて噂だけだろうって、博士達がものすごい難問を作って、それを解くよう仕向けたんだって。そしたら朱咒博士は、一目見ただけですらすら答えちゃったらしいんだ。他ほかの四神の跡取りも優ゆう秀しゆうなんだろうな」

（うっ、確かに玄武家の跡取り鵬玄も武芸に秀ひいでてとても優秀だけど、わたしは特に何も取り柄えがないんだ。こんな風に噂されているのかと思うと、何だか恥はずかしいな）

　心の中でどぎまぎしていると、皐月がわくわくした様子で声を上げた。

「ねぇ、青丞様とお話とかした？　どんな方だった？」

「いや、特に何も話してないよ。だって、わたしのような貧びん乏ぼう貴族からしたら四神の跡取りなんて雲の上の人だし、特に親しくはしてもらっていないんだ」

　ここに来たのは潜せん入にゆう捜そう査さの為だ。身分も低いと偽いつわっているのに、四神の跡取りと知り合いなんて知られるわけにはいかなかった。

「ええーっ、せっかくの機会だよ。青丞様と仲良くしてもらいなよ」

「うーん。相手になんてしてもらえるかな……」

　話をしていると、ふいに辺りがざわっとした。

　何事かと教室の入り口の方に顔を向けると、見慣れた紺碧の髪が目に入った。

「白連！　ちょっと来い」

「うわっ、新入りが青丞様に呼び出されたぞ。何でだ？」

「同室だって話だぜ。親しいのかな」

　辺りから聞こえてくる声に、思いっきり顔が引きつる。

（青丞！　どうしてわざわざ呼びに来るんですか!?　あなたはこの国の有名人で目立つんです！　そんなあなたが呼び出したりしたら、わたしまで目立ってしまうでしょーっ）

　叫さけびたかったが、さすがに堪こらえた。

　青丞の紺碧の目と部屋にいる学生全員の目が、自分に向いている。

「白連ってば、やっぱり青丞様と親しくしてもらっているんじゃないか。すごいね、きっと君も龍陽寮で一目置かれる存在になるよ。あの四神の跡取りで、龍宝帝の子息である青丞様と友達だなんて！」

　興奮した皐月に話しかけられたが、心の中は複雑だった。

（潜入捜査中なんだから、一目置かれては駄だ目めなんだってば！　どうしよう。無視したら、よけい目立つ気がする。仕方ない。ここは大人しく青丞に従おう）

「きっと、部屋の事で何か聞きたい事でもあるんじゃないかな。じゃなきゃ、青丞……様がわたしに話しかけたりしないだろうし」

「白連、急げ」

　皐月と話しているにもかかわらず、青丞の不ふ機き嫌げんそうな声に急せかされた。

「ちょっと行ってくる。次の講義までには戻もどるから」

　皐月に軽く頭を下げ、背を向ける。慌あわてて青丞のもとに行き、袖そでを引っぱって廊ろう下かに出た。

　しかし廊下でも青丞は注目の的だった。すれ違ちがう学生みんなが、彼を見つめている。

　尊敬と憧れが混じり合った視線だったが、青丞は一向に気にした様子はなく、白桜の背に手を当てて歩くよう促うながした。

「青丞、どうして教室に来たりするんです。わたしは目立ちたくないんです！」

　人ひと気けが少なくなってきたのを見計らって、歩きながら小声で話しかける。

「奇き遇ぐうだな。俺も目立つのは嫌きらいだ」

「嫌いでも、どうやったってあなたは目立つでしょう！　お願いですから、わたしとはただの同室者のふりをしてください。捜査に差し支つかえます」

　青丞はまったく納得していない顔をしていた。

　どうして彼がこんな態度をとるのかわからない。今までは、いい意味で放置されていた。

　事件が起ころうと何かを調べていようと、それが国の大事に関わるなら協力してくれるが、そうでなければ勝手にしろという感じだったのだ。

　不思議に思いながらついていくと、学舎の端はしにある教室の前まできて、青丞が足を止めた。

　辺りに人の気配はない。どうやら誰もいない教室で内密の話をするようだった。戸を開けようとすると、青丞がさっと回り込んで前に立った。そして戸に手をかけて、静かに開ける。

　青丞はそのまま動きを止めて、こちらに目をやった。

（あれ？　もしかして開けてくれたのか？　しかもわたしが入るのを待ってくれてるっぽい！　そういえば昨日も歩調を合わせてくれたし、どうしてそんなにわたしに気を遣つかうんだ!?）

　頭の中は疑問だらけだ。それなりに面めん倒どう見みはいい青丞ではあったが、これは異常だった。

　顔を引きつらせつつ教室に入ると、青丞が戸を閉めてこちらに向き直った。

「──さっそくだが、お前は龍陽寮の頭に脅きよう迫はく文が送られてきたのを知っているか？」

　青丞の変へん貌ぼうぶりに首を傾かしげていたが、慌てて気を取り直した。

「脅迫文ですか？　いいえ、そんな話は聞いていません」

　青丞が取り出した文を見て、愕がく然ぜんとする。

　そこには〝雅が楽がくの会を中止せよ。さもなくば舞ぶ台たいに血の雨が降る〟と書かれていた。

「なるほど。主上はお前にこの事は話していないようだな。……おそらく、この脅迫文の事を調べろと命じられていたのは……」

　青丞が言葉を句切って、戸に手をかけた。そしてがらりと開く。

「おや、見つかってしまった」

　にこやかに立っていたのは、朱咒だった。彼はゆっくりと教室に入ってくる。

「やぁ、こんな所で会うなんて偶ぐう然ぜんだね。私達は運命の糸で結ばれているとしか思えないな」

「偶然？　笑わせるな。お前も主上に命じられてここにいるのだろう？　捜そう査さならお前一人でやればいいのに、どうして白桜を巻き込む」

「何の事だかわからないよ。私はただ、客員教授として招かれただけだ」

「とぼけるな。以前からお前が主上と二人でこそこそと話しているのは知っている。今までは特に俺に害はなかったから放っておいたが、これからは違うぞ」

　言葉には含ふくみがあるような気がした。鋭するどい眼まな差ざしを向けられても、朱咒は涼すずしい顔だ。

「さあ、何の事だかわからないと言っているだろう」

「脅迫文の事を言わなかったのは、白桜に表立って捜査させて敵の注意を引きつけさせ、その裏でお前が捜査をする為ためじゃないのか。敵に捕つかまった時に情報を漏もらさない為にも、白桜には細かい事を教えなかったんだ。違うか？」

　怒いかりを隠かくしもしない青丞に、朱咒は薄うすく笑うだけで返事はしなかった。

「そうなんですか？　朱咒！」

　つい語気が荒あらくなる。もし本当なら、いいように利用されたのだ。さすがに腹が立った。

「二人とも落ち着いて。脅迫文の事は、いたずらかどうか確かめてから白桜に話すつもりだった。他意はないよ。それより青丞。捜査を手伝いに来たんだろう。だったら協力しようよ」

　朱咒の笑え顔がおは、とてつもなくうさんくさかった。

　しかしこれ以上問い詰つめても、何も話してくれないだろう。朱咒とはそういう男だ。

　それがわかっているのか、青丞はじろりと朱咒をねめつけたが、やがてため息をついた。

「……協力はしてやる。さっさと捜査を終わらせたいからな。その代わり、俺に隠し事はしないと誓ちかえ。もし噓うそをついたり隠し事をしているのがわかったら、その時点で脅迫文の事を明らかにして、大がかりな捜査を行うように仕向ける」

　大々的に捜査を行えば、確かに脅迫文を書いた犯人を見付けやすくなるだろう。

　しかしそれでは、改革に反対している者達がいるという事まで明らかになり、その捜査に時間を取られて改革には遅おくれが出てくる。

　それは龍宝帝の本意ではなかった。だからこそ、こうして内密に調べているのだ。

「……嫌いやな所をついてくるね。それは確かにまずいな」

　朱咒は笑顔だが、目は笑っていなかった。龍宝帝の命令はどんな事であろうとも遂すい行こうする内ない偵てい官かん吏りとしては、秘ひ密みつ裏りに捜査しろと言われた事が公おおやけになるのは命令違い反はんとなる。

「仕方ない。青丞、だったら君も隠し事はなしだ。それからこの件は秘密裏に捜査を行う。それが守れないなら、君はここにいられなくなるかもしれないな。それは困るんじゃないか？」

　何やら含みを持たせた言い方だった。白桜にはその含みがなんなのかさっぱりわからなかったが、青丞には通じたようだ。鋭い視線のまま口角だけを上げた。

「いいだろう。その条件を吞のもう」

（うーん。よくわからないけど、二人の間に何だか妙みような空気が流れているな）

　それが何なのか気にはなるが、聞ける雰ふん囲い気きではなかった。

　それによけいな事を考えている暇ひまはない。雅楽の会を成功させたいという思いは、三人に共通しているはずだ。まずは捜査を優先させるべきだと気持ちを切り替かえて、まだ鋭い視線を交わらせている二人をどうにか取りなして、教室へと戻った。
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「ねぇ、さっき青丞様はいったいどんな用事でいらしたんだい？」

　教室に戻ると、待っていたのか皐月が駆かけ寄ってきた。

　白桜は笑顔を作って、声の抑よく揚ようにも気をつける。

「大した事じゃないよ。部屋の事でちょっと聞きたい事があっただけだって」

「なーんだ。青丞様に呼び出されるなんてすごいなって、みんなの話題になってたのに」

　それは本当だろう。周りの学生達がこちらの様子を窺うかがっている気配がたっぷりする。

　話を変えようと焦あせっていると、皐月がぽんと手を打った。

「あ、そうだ。明日あしたのお休みだけど、何か用事はある？」

「ああ、明日はちょっと外出するんだ」

「へぇ、どこに行くの？」

　一いつ瞬しゆん言葉に詰まった。明日は外出許可をとって、龍宝帝に今の段階での報告をしに大だい内だい裏りに行くつもりだった。だけど、それをこの場で言うわけにはいかない。

　もともと噓が上手なわけでもないので、面と向かって聞かれるとごまかすのが一苦労だ。

「家に戻って、荷物をとってくるんだ。入学の時に持って来た衣類だけじゃたりないから」

「そうなんだ。残念だな。僕も明日外出するから、昨日助けてくれたお礼に何かごちそうしたかったんだけど」

「ああ、その事なら気にしないでくれ。わたしが勝手にした事なんだし。でも、食事の誘さそいは嬉うれしいな。また今度の休みに誘ってくれ」

　本心だった。都に来て、一いつ緒しよに遊ぶような友達はそうそうできなかった。

　皐月とは知り合って間もないが、親しくなりたいと思わせるような魅み力りよくがあった。

　笑って頷うなずいた皐月としばらく話を続けて、学生達が注意を向けなくなるまでじっと待つ。

　ようやく視線を感じなくなったので、そっと声を潜ひそめた。実は聞きたい事があったのだ。

「そういえば、皐月は横笛が得意なんだろう？　雅楽の会に出るって言ってたよな？」

「うん。光栄な事に選んでもらったからね。雅楽の会には、大内裏の雅楽寮の方々も見にこられるんだ。彼らの目にとまれば、卒業後に雅楽寮の楽人になれるかもしれない」

　龍宝帝の前で演奏したいと願う皐月にとって、雅楽寮に入るのは夢に近づく第一歩だろう。

「すごいな。じゃあ、皐月にとっては一生のかかった大事な舞台だ。頑がん張ばって！」

「ありがとう。……でも、ちょっと心配事があるんだ」

　ふいに皐月が顔を曇くもらせて、俯うつむき加減になった。

「どうかしたのか？」

「……詳くわしい事はよくわからないんだけど、雅楽の会の練習でおかしな雰囲気が流れてて……。蘇す芳おう博士が雅楽の会を大学寮と合同でやる事に不満があるみたいなんだ」

　あまり聞かれたくないらしく、皐月は小声だった。

　どうやら雅楽の会についての話のようだ。目に光を宿して声を落とした。

「蘇芳博士って？」

「雅楽の博士で笙しようの名手なんだよ。龍陽寮の初めての卒業生で、雅楽寮にぜひ入ってくれって言われたのにそれを蹴けって、龍陽寮の博士になったんだって。学生の指導をしたいからって」

「珍めずらしいな。普ふ通つう、大内裏に入って出世してっていうのが、陽真乙国の貴族の夢なのに」

「蘇芳博士は龍陽寮をもっともっともり立てていきたいらしいんだ。卒業生でもあるし、すごく龍陽寮を大切に思ってるんだと思う。ただ、それが裏目に出る事もあって……」

　悩なやんでいるような声だった。言葉一つ一つに気を遣いつつ、皐月の肩かたに手を置いた。

「裏目って、たとえばどんな？」

「蘇芳博士は、大学寮にいい感情を持っていないみたいなんだ。雅楽の会でも、どうして大学寮と合同でやるのかって怒りを顕あらわにされてて。どうしても合同でやるなら、中止した方がいいとまで言われているんだ。でももしそんな事になったら、僕の夢は遠ざかってしまう」

　雅が楽がくの会には、雅楽寮の楽人達も来る。彼らの前で演奏して認めてもらいたい皐月からしたら、雅楽の会はどうあっても開かい催さいして欲しいのだろう。

　それなのに、異を唱える蘇芳とやらのせいで中止にでもなったら、夢の実現は難しくなるかもしれない。そのせいで悩んでいる様子が手に取るようにわかった。

（その蘇芳博士はあやしいな。大学寮に敵対心を持っていて、雅楽の会を中止させたいと思っているなんて。だったら、脅きよう迫はく文を書く動機は十分ある）

　考え込んでいると、皐月がため息をついた。

「今、雅楽の会に向けて練習しているんだけど、蘇芳博士が何人かの学生を集めて別室で何かしているみたいなんだ。聞いても練習をしているだけだって言うけど、だったらみんなと一緒にやればいいのにって思うんだ。本当に練習なのかな……？」

　声には不安の色が混じっていた。それを聞いて、心に生まれた疑念が深まる。

「……その蘇芳博士って、いつもどこにいらっしゃるのかな。雅楽の博士って事は、かなり演奏もうまいんだろう。聞いてみたいな」

　さりげなく切り出すと、皐月がやや眉まゆ根ねを寄せた。

「それは難しいかも。蘇芳博士は雅楽の会の練習に集中したいからって、講堂に寝ね泊とまりしていて、滅めつ多たな事では外に出ないんだ。講堂には雅楽の会に出る学生か博士達しか入れないようになっていて。演奏が聞きたかったら、雅楽の会まで待つしかないかな」

（そんなに待っていられないぞ。一刻も早く、反対組織の目的を突つき止めないといけないんだから！　何とか蘇芳という男に近づく方法はないかな）

　話に相づちをうちながら、ようやく手に入れた情報を頭の中で整理した。
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　龍陽寮では休日のみ外出が認められていた。白桜はそれを利用して、大内裏へと赴おもむいていた。

　白桜が一礼して顔を上げると、龍宝帝が目を見張った。

「ほう、薬で髪かみと目の色が変わるとは。まさかとは思っていたが、本当なのだな」

「はい。白虎家に伝わる秘薬の効果です」

「そんな便利な秘薬があるとはな。しかし、髪と目の色が黒いと里桜姫ひめとそっくりになるな」

　突とつ然ぜんの言葉に背中に冷や汗あせが流れたが、何とか顔には出さずに、笑えみを浮うかべた。

「姉弟きようだいなので、似ているのは当たり前かと」

「それはそうだが、姉弟にしてもよく似ているぞ。かつらを被かぶって、裳も唐から衣ぎぬを着ればうりふたつだ。白桜……実はお前と里桜姫は同一人物ではないのか？」

　意味深な声で問いかけられて、心の中で悲鳴を上げた。引きつる顔を隠かくすようにやや俯く。

　少しでも表情を変えたら、勘かんのいい龍宝帝はどんどん言葉で攻せめてくるだろう。

「主上、そんなはずはないでしょう。命がけで潜せん入にゆう捜そう査さして報告に上がったのに、そんなにからかわれては悲しくなります」

　わざとしゅんとしてみせた。龍宝帝が慌あわてたように身を乗り出す。

「いや、冗じよう談だんだ。すまなかったな」

　あっさりと謝罪されて、心の中でほっとした。気を取り直して、まっすぐ視線を向ける。

「では、さっそく報告を。龍陽寮の件ですが、今の所は雅楽の会を中止させようとしているような目立った動きはないようです」

「そうか。だが反対組織の者がいるのは間ま違ちがいない。あやしい動きをしている者はいないか？」

　頭の中に蘇芳という男の名が浮かんだ。皐月から情報を手に入れてはいたが、まだ直接話した事もないので、報告するのはためらわれた。

「どうした？」

「いえ、噂うわさの域を出ない情報ですが、どうもあやしい動きをしている男がいるようで……」

　気にはなっているのでつい口をついて出た。龍宝帝が視線を鋭するどくする。

「ほう、噂でも良いぞ。火のない所に煙けむりは立たぬからな。話してみよ」

「はい……。実は蘇芳という博士が学生を集めて何かしているようなのです。まだそれが何かはわかっていないのですが」

「蘇芳？　あの男か……」

「ご存じなのですか？」

　慌てて見つめると、龍宝帝がゆっくりと頷いた。

「ああ、以前、龍陽寮と大学寮の合がつ併ぺいの話をどこからか聞きつけて、大内裏までそれに反対だと直じか談だん判ぱんしにきた事がある。普通なら私と会う事もかなわないが、直接やってきた度胸の良さに感心して、話を聞いたのだ」

　龍宝帝はなかなか懐ふところが深い。帝みかどに直談判するなんて、普通ならその場で処しよ刑けいされてもおかしくない。だがそんな無む謀ぼうな事をした人物に興味を持って、会うぐらいの事はしそうだった。

「蘇芳からは龍陽寮を大切にしている気持ちがとても伝わってきた。だから、時間の許す限り話し合った。この国の為ためにも龍陽寮と大学寮の合併は必要なのだと。ゆくゆくは平民の入学も許したいと話すと、合併には反対だが、それには賛成したいと言い出してな」

　目元が笑っている気がした、その表情からすると、蘇芳との話はかなり楽しかったようだ。

「しばらく考えたいと大内裏をあとにして以来、時折文が来る。なかなか率そつ直ちよくな男で、合併の話や平民の入学についての独自の理論を書いてきていて、達筆でもあるから読むのが楽しいのだが……。あの男が本当に学生を集めて何かしようとしているのか？」

　半信半疑の声こわ色いろに、返事に戸と惑まどった。

「詳しい調査は今からです。調べて何もなければよいのですが」

　この様子からすると、蘇芳は龍宝帝の〝お気に入り〟のようだ。

　そのお気に入りが反対組織の者だったなんて報告は、できたらしたくなかった。

「蘇芳とは何度も文を交かわして、私の気持ちをわかってくれたと思っていたが……。白桜、蘇芳を急ぎ調べよ。蘇芳が合併に反対していたのは事実だ。冷静に考えれば、蘇芳は確かにあやしいかもしれぬ。もし何か出てくれば、すぐに私に報告を」

　声には抑よく揚ようがないが、表情は辛つらそうだった。

　いつもひょうひょうとしている龍宝帝がこんな顔をしたのに驚おどろく。

「……わかりました。真実を見み極きわめて参ります」

　白桜は一礼して、広間をあとにした。
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「遅おそくなってしまったな。日が暮れるまでには龍陽寮に戻もどらなくては」

　大だい内だい裏りにある車宿りが見えてきて、白桜はよりいっそう足を速めた。

　外出の許可は夕暮れまでで、それをすぎたら罰ばつ則そくがあると聞いていたので慌てていた。

「白桜……？　白桜なのか！」

　ふいに声をかけられて驚いた。

　それもよく知っている声だ。心臓がびくんっと跳はね上がって、思わず足を止める。

（聞き間違いじゃない。この声は絶対に鵬玄だ！……どうしよう。告白されて逃にげ出してからずっと会ってないし、どんな顔をして会えばいいかもわからないのに……！）

　走って逃げ出したい衝しよう動どうに駆かられたが、そうもいかない。このままではずっと鵬玄から逃げ回る事になるだろう。それでは何の解決にもならないとわかっていた。

（落ち着け！……でもいったいどんな顔をして会えばいいんだ。だって、す、すすす好きだって言われたし。前から秘密を知っていたとか言われたし。女だって知ってて、鵬玄はいつもそばにいて守ってくれていたわけだし）

　考えたと同時に顔が真っ赤になった。恥はずかしいやら、息をするのも難しいぐらい胸が苦しいやら、自分でもよくわからない感情が心の中で渦うずを巻いている。

　鵬玄は大切な親友だ。大好きだが、それが恋こいかと聞かれれば、すぐには頷うなずけなかった。

「白桜、こちらを向いてくれないか？……俺と話をするのは嫌いやか？」

[image: ]

　鵬玄にしては珍めずらしく、声に力がなかった。白桜は慌てて首を振ふる。

「そんな事はないよ！」

　意を決して振り向くと、鵬玄の優やさしい笑みが出で迎むかえてくれた。玄武家の跡あと取とりである鵬玄は、漆しつ黒こくの髪と瞳ひとみの美び丈じよう夫ふだ。民たみと同じような姿ではあるものの、夜の闇やみのように深く濃こい鵬玄の髪と瞳は、彼らのものとは似て否なるものだった。目つきが悪いので一見怖こわそうに見えるが、笑うと優しい表情になる。久しぶりにその表情を見ると、ほっとできた。

　特にここ数日、潜入捜査で緊きん張ちようしていたからなおさらだ。

「白虎家に行ったら、しばらく留守にすると言って出ていったまま行き先もわからないと言われて、探していたんだ。……その髪と目はどうした？　主上から何か命令を受けたようだと聞いたが、関係しているのか？」

　顔には心配したという表情がありありと出ていた。

　そういえば自分が危険な状じよう況きようになると、鵬玄はいつもこんな顔をしていたように思う。

「間違っていたらすまない。龍陽寮に入学して何か調べているらしいと聞いたが本当か？」

　思わず目を見張った。内密の捜そう査さのはずなのにどうして鵬玄は知っているのだろうか。

「その顔は……。本当のようだな。お前が主上に呼び出されたあと、いなくなったと聞いて。如月様に話を聞きに行ったが、うまくかわされてしまった。それで何とかいろんなつてを頼たよって、主上にお目にかかる機会を得た」

　四神の跡取りといえど、そう簡単に帝に会えるはずはない。

　きっと鵬玄は、龍宝帝に会う為にさまざまな手段を使ったのだろうと察しはついた。

「それで主上にお前の事を聞いた。最初ははぐらかされたが、どうやらお前の行き先が龍陽寮らしいというのは聞き出せた。だがそれ以上の事は教えてもらえなかった……。いったい、龍陽寮で何をしているんだ？」

「それは……」

　思わず口ごもる。いくら親友とはいえ、内密の捜査をそう軽々しく口にはできない。

「その様子からすると危ない事をしているようだな。あそこは女によ人にん禁制だぞ。もしその……」

　鵬玄が辺りをそっと見回した。

　彼は秘密を知っている。そういう意味でも心配してくれているのはよくわかった。

「大だい丈じよう夫ぶだ。何とかやっているから。捜査の内容は言えないけど、心配しないでくれ」

「心配するなという方が無理に決まっているだろう。龍陽寮の事は、俺もいろいろと調べた。主上は以前から大学寮と龍陽寮を合併させてはと話しておられたそうだな。その辺りの事で何か調べているのではないか？」

　さすがに勘がいい。それにこの国一番の武官と言われているだけあって、情報もかなり入ってくるらしい。思わず目が泳いだのを、鵬玄は見み逃のがさなかったようだ。

「髪かみと目の色を変えたという事は、素す性じようを隠して龍陽寮に入ったんだろう。という事は潜入捜査をしているのか？」

　何も言えなくて下を向いた。鵬玄にはそれが答えだったようだ。

「……なるほど。それはもうしばらくかかりそうなのか？」

　これ以上は隠せない気がした。だから小さく頷くと、鵬玄が微笑ほほえむ。

「そうか。わかった。では、俺も龍陽寮に行く」

「えっ!?　ど、どうして？」

「お前一人では大変だろう。何を調べているかはわからないが、命じたのは主上だろう。何とかもう一度お目にかかって、お前の手伝いをしたいと願い出よう。ちゃんと許可を頂いて龍陽寮に行くから、手伝わせてくれ」

「でもそんな……」

　思わず目を丸くすると、鵬玄が一度目を伏ふせたあとに、やや寂さびしそうに微笑んだ。

「すまない。勝手に話を進めて。お前の捜査の邪じや魔まはしない。……俺が手伝ったら迷めい惑わくか？」

　慌あわてて首を振った。そして一歩彼に近づく。

「とんでもない。鵬玄がいてくれたら心強いよ。なかなか捜査が進まなくて困っていたんだ」

　武官としての腕うでは超ちよう一いち流りゆうの彼が手伝ってくれるなら、きっと今までとは違ちがう手がかりが見つかる気がした。鵬玄が嬉うれしそうな顔になって、胸に手を当てる。

「そうか。ではさっそく主上にお目にかかれるよう如月様にお願いしてくる。なるべく早く龍陽寮に行くから、俺にできる事があったら、何でも言ってくれ」

「ありがとう」

　そこで会話が途と切ぎれた。辺りには誰だれもいなくて、爽さわやかな風が白桜の髪を揺ゆらしている。

（うわっ、静けさが重い！　こんな時、どうしたらいいんだ。前だったらこんな空気になった事なんてなかったのに。今は何を話せばいいのかすらわからない！）

　肩かたにのしかかってくる重みに潰つぶされそうになっていると、鵬玄がわずかに口角を上げた。

「……俺と話をするのは嫌か？」

「えっ？　い、嫌ではないけど、でも、その……」

「いつもの白桜らしくないぞ。何でも思った事をはっきり言うのがお前だ。──白桜、この間言った事は、今は気にしなくていい」

　慌てて顔を上げると、鵬玄がいつもの優しい表情で安心させるように頷いた。

「俺の気持ちはもう伝えた。だが、すぐにお前に返事をもらおうとは思っていない。お前は今は大事な任務の最中のようだしな。任務を終えて、ゆっくり考える暇ひまができたら、そうしたら返事をくれ。それまではそばにいさせてほしい。お前を全力で守るから」

　言葉には力強さがあった。彼はいつもこの言葉通り、そばにいて守ってくれていた。

　それを思い出して、胸が熱くなる。

「────わたしは卑ひ怯きよう者かもしれない。鵬玄にそれだけ言ってもらっても、どう答えていいかわからなくて、この場から逃げ出したい気持ちになるんだ」

　まっすぐな言葉には、正直な気持ちで答えたかった。

　だから今の気持ちをそのまま口にすると、鵬玄が苦く笑しようした。

「お前は卑怯者なんかじゃない。まじめに考えて俺と向き合おうとしてくれているだけだ。だからそう簡単に答えが出せなくて、俺に申し訳ないあまり逃げ出したくなるんだ。それだけ俺の事をちゃんと考えてくれているのだと思うと、俺も嬉しい」

　男らしい声と堂々とした態度だった。見慣れている姿だというのに、頰ほおが真っ赤に染まる。

　それを見られたくなくて、慌てて後ろを向いた。

「じゃ、じゃあ、まずは任務優先という事で。龍陽寮には朱咒や青丞もいるから、鵬玄が来たらみんなで一度集まって作戦会議をしよう」

「朱咒や青丞？　どうして二人がいるんだ？」

「朱咒は……わたしと同じで主上に捜査を命じられたからだよ。わたしより先に龍陽寮にきていた。青丞は、あまり詳くわしい事は聞いてないけど、わたしが主上に任務を命じられた事を聞いて、手伝いにきてくれたんだと思う」

「────青丞が龍陽寮に行ったのはいつだ？」

　なぜか声が低くなっていた。首を傾かしげつつ、白桜は記き憶おくを辿たどる。

「えーと、三日ほど前かな。そういえば、青丞の様子が変なんだ。危険だからとか何とか言って、わたしが捜査しようとすると怒おこってばかりで」

　鵬玄の返事はなかった。背後で彼が何か考え込んでいる様子が伝わってくる。

　それが気にはなったが、鵬玄の顔を正面から見るのはまだ恥ずかしくて、寄宿舎の門限があるからと言って足早にその場をあとにした。
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「おや、あなたは……」

　背後から声をかけられて、白桜はびくりとした。

　振ふり向くと、龍陽寮の博士が着る若草色の狩かり衣ぎぬに身を包んだ老人が立っている。

「はは、失礼。最近龍陽寮に参ったばかりで、少々迷いましてな」

　なるべく喉のどを舌で塞ふさぐようにして、低くてしわがれた声を出す。

　白桜が着ているのは、目の前の博士と同じ若草色の狩衣だ。

　しかも口には白ひげ、頭にはぼさぼさのかつらまでかぶっている。

（うまく年寄りの博士に見えているだろうか。蘇芳博士に会う為ためとはいえ、ちょっと無茶な変装だったかも……！　ううっ、ばれないかどきどきする！）

　蘇芳がどんな人物か直接会って探さぐりを入れたかったが、彼がいる講堂には雅が楽がくの会に出る学生か博士しか入れないらしいので、仕方なくこんな恰かつ好こうをした。

　講堂へ行くには寄宿舎の正面にある広場を通らねばならず、すれ違う博士や学生になるべく注目されないように俯うつむき加減で歩いていたが、とうとう呼び止められた。

　声をかけた博士が、こちらを上から下までじっくりと見つめてくる。

　背中に冷や汗あせをかきつつ、白桜はなるべく胸を張って堂々とした態度をとった。

（落ち着け！　大丈夫。龍陽寮の博士は何十人もいるって話だし、入れ替かわりも多いって聞いたから、知らない顔がいても不自然じゃないはずだ。びくびくしてたらよけいあやしまれる）

　顔の筋肉を総動員してにこやかにしていると、博士が微笑んだ。

「おや、それはいけませんな。どちらにいらっしゃるのですかな」

「蘇芳博士に用事があるのです」

「それなら講堂で学生と雅楽の会の練習をされているはずです。ご案内しましょうか？」

「いえ、一人で大丈夫です」

　心臓が飛び出そうだったが、何とか平静を装ってその場を離はなれた。すれ違う博士や学生達に顔を見られないよう視線を下げて歩きつつ、皐月から聞いた講堂の方へ足を向ける。

　しばらく歩くと、ふいに耳に心地ここちよい音楽が聞こえてきた。

　顔を上げると、正面に木造の大きな建物が見えてくる。近づくと入り口の戸はしっかりと閉じられていて、中から人の気配がした。辺りに誰もいない事を確かく認にんして、講堂の壁かべに近づく。

「……雅楽の会では……」

　音楽に混じって声が聞こえてきたが、ぼそぼそと話しているのでよく聞こえない。

「特別……する。みんな驚おどろく……」

　木の壁に耳を当てると、途切れ途切れではあったが何とか聞き取れるようになった。

（雅楽の会って聞こえた。多分、その時に何か特別な事をする、とか言ってる気がする。しかもみんなが驚くって、いったい何をする気なんだ？）

　聞き耳を立てたが、音楽が邪魔して話し声はほとんど聞こえてこなくなった。

　それでも必死で耳をすましていると、いきなり肩を摑つかまれた。

「うわっ！」

「どなたですか？　見かけない方ですね」

　慌てて振り向くと、見覚えのある学生だった。じろじろと見られて、一気に冷や汗をかく。

（あっ、この間皐月をいじめていた学生だ。まずい！　こいつには顔を知られている！）

　変装はしているが、さすがに顔見知りを騙だませるほどではないかもしれない。

　何と言い訳するべきかと必死で頭を回転させていると、講堂の戸が開いた。

「どうした？」

　声は涼すずやかだった。戸の方を見ると、細身の男が姿勢良く立っていた。

「蘇芳博士、この方が講堂の様子を……」

（この人が蘇芳博士か……！　思ったより若いな。それにずいぶん綺き麗れいな顔をしている）

　白桜は改めて、蘇芳と呼ばれた若草色の狩衣を着た男を見つめた。

　おそらく年は二十代中なか頃ごろだろう。長く艶つややかな黒くろ髪かみで、白い陶とう器きのような肌はだと切れ長の瞳ひとみ。背は高く細身で、顔立ちは整いすぎていて神経質そうな印象もあった。

　蘇芳は表情一つ変えずに白桜を見つめた。

「どなたですか？」

「わ、わたしは、ここに着任したばかりの博士で……」

　くぐもった声を出すと、蘇芳が片眉まゆを上げた。

「ああ、聞いています。今日新しい博士がいらっしゃると。あなたでしたか」

（ええっ？　本当に新任の博士がいたんだ！　よし、何とかごまかせるかも！）

　思ってもいなかった幸運に恵めぐまれたようだ。愛あい想そ笑いをすると、蘇芳が腕うで組ぐみをした。

「それで、何のご用でしょうか？」

　顔が引きつっているのはひげで見えないでほしいと願いつつ、大げさに辺りを見回した。

「蘇芳博士を探しております。何でも、笙しようの名手だとか。ぜひ演奏をお聴ききしたくて」

「それはそれは。わざわざお越こし頂きまして恐きよう縮しゆくです。私が蘇芳です」

　胸に手を当てて一礼する姿がさまになっている。

　整っていて人形のような冷たさを感じはするが、話した印象はそう悪くなかった。

「あなたが！　これは偶ぐう然ぜんですな。ははははは」

　背中は汗でびっしょりだし、笑い声が乾かわいていると自分でもわかっていたが、それでも笑い続けた。とにかくこの場をごまかして、蘇芳と親しくなって探りを入れたい。

「ぜひ演奏をお聴かせ願えませんかな？」

「よろしいですが、その前にあなたの演奏をお聴きしたい。今日着任される博士は雅楽寮でも指折りの琵び琶わの名手だとお聞きしています。雅楽の会の為に特別に講師としていらっしゃったそうですね。ぜひその腕うで前まえを私と学生達の前で披ひ露ろうしてください」

「はい!?」

（まずいぞ！　琵琶なんて触さわった事もないのにっ。もし演奏なんてさせられたら、着任した博士じゃないってばれてしまう！）

「いえ、それはその……」

　両手を振って断ろうとしたが、蘇芳は辺りにいる学生達を見回した。

「みんな、この方は雅楽寮からわざわざお越しになったのだ。かなりの腕前のはず。演奏して頂こう。良い音楽は心の糧かてとなる」

「すごい！　蘇芳博士がここまで言われるくらいだから、きっとそうとうお上手なんですね」

「ああ、楽しみだな！　さあ、博士、こちらにどうぞ！」

「えっ！　ちょ、ちょっと待って……！」

　あれよあれよという間に、講堂の中に連れて行かれた。

　講堂は二、三百人は入れるほど広い。綺麗に磨みがかれた床ゆかの奥は一段高くなっていて、どうやらそこで練習しているようだ。雅楽の楽器がいくつも置かれている。

　蘇芳の指示で学生がそこから琵琶を持って来て、白桜に差し出した。

「さあ、博士。演奏をどうぞ」

（しまったーっ。弾ひき方すらわからないのに、どうしよう！）

　楽器は貴族のたしなみの一つだが、田舎いなかの貧びん乏ぼう貴族で毎日食べていくのもやっとの生活をしていた白桜には、ほとんど縁えんがないものだった。

　父に言われて琴ことを触った事ぐらいはあるが、正直に言うとがさつだという自覚もあるので、雅みやびで細やかな演奏をするのは性にあわなかった。

　しかしここで弾けないなんて言えないだろう。そんな事をしたら、着任したばかりの博士ではないとばれる。もし変装を見破られたら、言い逃のがれはできなかった。

「どうされました。さあ、どうぞ」

　琵琶を受け取るよう促うながされる。しかし手はそちらには伸のびなかった。

「じ、実は、今日は体調が悪くて演奏は……」

「体調が悪い？　それはいけません。医師を呼んで参りましょう。診しん察さつしてもらわなければ」

「いえ！　いえいえ。そこまで悪くはありませんっ」

　診察なんてされたら、女だとばれる。それは素す性じようがばれるよりもはるかにまずい。

「そうですか。そこまで悪くないと仰おつしやるなら、演奏は大だい丈じよう夫ぶでしょう？　ほんの少しで構いません。学生達に博士の素す晴ばらしい演奏をお聴かせください」

　蘇芳の微笑ほほえみは有う無むを言わせない迫はく力りよくがあった。

（いっそ走って逃にげるか？　でも学生達は二十人はいるぞ。絶対にすぐ捕つかまる。ここは演奏してみるしかないのか？　でも絶対に弾けないぞ。いやいや、うまく弾けなくても、それこそ体調のせいだって言ってごまかせる……かなぁ？）

　この危機を乗り越える為に、何か役に立つものはないかとさっと辺りを見回す。

　そこでふと、あるものが置いてあるのに気付いた。

「きょろきょろして、どうなさったのですか？」

　訝いぶかしそうな声は蘇芳だった。白桜は慌あわてて首を振る。

「何でもありません」

「では、演奏をお願いします」

　さすがにこれだけ言われたら、断るのは難しかった。

（仕方ない。ここは覚かく悟ごを決めよう。琵琶を弾くまねごとだけして、あとは具合が悪いと言い張って、何とか逃げるしかない……！）

　大きく息を吸い込んで、琵琶を受け取ろうとした時だった。

　ふいに右の方から手が伸びてきて、琵琶を摑んだ人物がいた。

（あれ？　朱咒!?）

　いつのまに講堂に入ってきたのか、朱咒がいつもの柔やわらかい笑えみを湛たたえて立っていた。

「これは朱咒博士。どうなさいました？」

　琵琶を持つ朱咒を見て、蘇芳の目がほんのわずかだが鋭するどくなった気がした。

「頭が新任の博士はまだかと仰っていたので探しに参ったのです。……ああ、こちらがそうですね。ようこそ、龍陽寮へ」

　最後の言葉は白桜に向けられていた。変装に気付いていないはずはないだろう。

　口元には白桜にしかわからないような、面おも白しろがるような笑みが浮うかんでいる。

　きっとつたない変装を見て、心の中で失しつ笑しようしているに違ちがいない。

「さ、参りましょう。頭がお待ちですので」

（笑ってるのが気になるけど、でも助かった……！　ありがとう、朱咒）

　ほっとして、朱咒のあとに続こうとした。しかし蘇芳がさっと前に立ちふさがる。

「お待ちください。高名な博士に琵琶を弾いて頂こうとお願いしています。博士も快く引き受けてくださって」

　思わず首を振ふったが、蘇芳はこちらを見てはいなかった。

　睨にらむような視線は、朱咒に向けられている。端たん整せいな顔立ちの二人が、触ふれると切れそうなほど鋭い視線を交かわす姿は、絵のようにさまになっていた。眼福ではあるものの、互たがいを牽けん制せいする雰ふん囲い気きがびんびん伝わってきて、震ふるえがくるほど怖こわい。

「朱咒博士、お帰りください。頭の所には、演奏して頂いたあとに私がご案内します。ここは四神の跡あと取とりが来られるような高貴な場所ではありませんので」

　言こと葉ば遣づかいは丁てい寧ねいだが、声には毒が含ふくまれていた。

「おや、前々から思っていましたが、蘇芳博士は私に当たりが強いですね。私が四神の跡取りだというのが気に入りませんか？　それとも私が大学寮の卒業生だからかな？　あなたは龍陽寮の第一期の卒業生として、かなりこの学舎を大事に思っているそうですし」

　火花を散らす二人に、白桜も周りにいた学生達もおろおろしていた。

　だが二人は気にした様子もなく、刺とげ々とげしい会話を続ける。

「大学寮の卒業生の博士はあなた以外にもたくさんいますよ。ただ、あなたからは独特の匂においがするのです。甘くて優やさしい〝毒〟のような匂いがね。そんな匂いを漂ただよわせている人物には、注意しないと」

「おやおや、そんな不確かな理由で嫌きらわれてはたまりません。そうそう、あなたが大学寮との合同の雅が楽がくの会に反対しているとも噂うわさで聞きましたが、本当ですか？　それもあなたの大学寮嫌いと関係があるのですかな？」

　探さぐりを入れているのだろうが、あまりに直球すぎた。

　どういう事かと朱咒を見上げると、彼は不敵に微笑んでいる。

　蘇芳は、一いつ瞬しゆんだけ表情を硬かたくしたように見えたが、すぐに口角を上げた。

「馬ば鹿かな事を。雅楽の会は成功させたいと思っています。その為ためにこうして練習しているのですから。……それより、琵琶を返してください。こちらの博士に演奏して頂いて、学生達の心の糧としたいので」

　蘇芳が手を出したが、朱咒は渡わたさなかった。

「蘇芳博士。あなたとは親しくしたいと思っています。そうきつい目で睨まないで」

「私は雅さを心から愛する者です。特に雅楽は陽真乙国の雅を象しよう徴ちようするものだと思っています。音楽をたしなむ心がない方とは、親しくなろうと思いません」

「ほう、では私とあなたは親しくなれるはずだ」

　朱咒が琵琶を構えた。白くて長い指が、弦げんをつま弾く。

　そこから流れ出た音は、白桜が今まで聞いた中で、もっとも耳に心地ここちよいものだった。

　あまり雅楽になじみがないので、なんという曲なのかはわからない。

　しかし辺りを包む清らかな音がどれだけ素晴らしいのかは、素人しろうとの白桜にもわかった。

　雅楽を学ぶ学生達ならなおさら、朱咒がどれだけの腕前なのかがわかるだろう。

　彼らは目を閉じ、うっとりとした表情を浮かべている。

　どのぐらい心地よい音の波に漂っていただろう。弾き終えた朱咒の手が琵琶から離はなれると、どうして終わってしまったのかと怒いかりさえこみ上げるほど、素晴らしい演奏だった。

「いかがでしたかな？」

　にこやかな朱咒に、蘇芳が夢から覚めたような表情になった。

「……素晴らしいのは認めましょう。ただ、やはりあなたが油断ならない男だというのは、よくわかりました」

　言葉はさきほどよりもとげが大きくなっていた。朱咒は肩かたを竦すくめて、こちらに目をやる。

「ああ、蘇芳博士とお話しするのが楽しくて、ずいぶん時間がたってしまった。頭がお待ちかねでしょう。さ、博士。参りましょう。演奏はまた今度という事で」

　朱咒の演奏は本当に素晴らしくて、しばらくは他ほかの音を耳に入れたくないような気持ちにすらなった。おそらく、蘇芳も学生達も同じ気持ちだろう。蘇芳は今度は引き留めなかった。

　朱咒に続いて講堂を出る。しばらく歩いて講堂が見えなくなってから、辺りに誰だれもいないのを確認して、大きく息をついた。

「はぁぁぁぁぁ。危なかった。ほんっとーに危なかった」

「まったくだ。何だい、その下手へたな変装は。不自然で面白すぎる……ああ、いや、私がいなかったら、今いま頃ごろ化けの皮がはがれていたよ。何かする時は相談してくれないと」

「すみません。蘇芳博士が学生を集めて何かしているようだと噂に聞いたので、何をしているのか確かめてから朱咒には報告しようと思っていて。……それとありがとうございました。助けてもらって。とげのあるいい方をしたのはわたしから注意をそらす為でしょう？」

　朱咒が苦笑しつつ頷うなずいた。そして講堂に目をやる。

「蘇芳は、かなり龍陽寮に特別な思いをもっているようだ。大学寮への敵対心も強くて、雅楽の会の開かい催さいに最後まで反対していたらしい。龍陽寮と大学寮を合がつ併ぺいしようという話を聞きつけて、主上に直じき訴そしたぐらいだ」

「その話は聞きました。そんな恐おそれ多い事をしてしまうくらい、龍陽寮が大事なんでしょうね」

「ああ、だが強い思いは時に冷静さを失わせる。今の所、脅きよう迫はく文を送りつける動機が一番強いのは蘇芳だろう」

　どうやら朱咒も蘇芳に目をつけていたらしい。白桜は懐ふところに手を入れた。

「これ、さっき講堂で見付けたんですけど」

　拡ひろげたのは一枚の紙だった。そこには、雅楽の会をどう進行するかが書かれている。

「ここに蘇芳と署名が入っていたから、彼が書いたものじゃないかと思って、あなたが蘇芳博士と話をしている隙すきにこっそり懐に入れたんです」

「ほう、さすがに転んでもただでは起きないね」

「褒ほめられたと思っておきます。それで、ちらっと見ただけでよくわからなかったんですが、この字はどうも脅迫文にあった字と似ているような気がして」

　朱咒に紙を渡す。じっくりと見つめた彼は、やや眉まゆ根ねを寄せた。

「脅迫文と見比べてみないと詳くわしい事はわからないが、確かに似ているな。……実はこんな情報を手に入れた。脅迫文が頭の部屋に置かれた時、蘇芳が部屋の近くにいたのを見かけた人物がいるんだ。部屋に入ったのを見たわけではないから、偶ぐう然ぜんと言われればそれまでだけど」

　はっきりした証しよう拠こは何一つないが、それでも蘇芳は注意すべき存在だと思った。

「彼を探ってみたいけど、なかなか手て強ごわそうですね。雅楽の会の練習だと言って、さっきの講堂に閉じこもっているらしいし。探りを入れるにしても、話しかける機会がぜんぜんないし」

　蘇芳と接点を持つにはどうしたらいいか悩なやんでいると、朱咒がなぜかにっこり笑った。

「実は彼の事を調べていて、少しばかり面白い事がわかったんだ」

「その満面の笑えみは何ですか。そういう顔でわたしを見る時は何か企たくらんでいる時ですよね？」

　とても嫌いやな予感がした。何とか笑おうとしたが失敗して、顔が引きつる。

「企むなんてとんでもない。ただ、蘇芳は少し変わっていてね。人嫌いらしくて、自分が認めた人物以外と接点を持ちたがらないんだ。そんな彼が唯ゆい一いつ会いたいと願っている人物がいるとわかってね」

　朱咒が白桜の肩に手をかけた。まるで逃にがさないとでも言いたげにがっちりと。

「これは、君にしか頼たのめない事なんだ。そんな下手な変装より、よっぽど効果のある衣装を身につけて、ぜひ蘇芳と二人で会って彼の事を探ってきてほしい」

「効果のある衣装ってなんですか？　どうして遠回しに言うんですか？　わたしだって蘇芳博士に探りは入れたいけど、そんないい方されたら怖いですっ」

「怖くない、怖くない。君にしかできない事だから」

　自分にできる事なら、何でもやる覚かく悟ごはあった。

　だけど何をさせられるのか不安で、白桜は思わず身み震ぶるいしていた。
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「里桜姫ひめが絶世の美女だという真っ赤な噓うその噂、そろそろ撤てつ回かいして頂けませんか！」

　浅黄色の裳も唐から衣ぎぬに身を包み、長い黒くろ髪かみのかつらを被かぶった白桜は朱咒に向かって声を上げた。

　ここは博士達の宿舎にある、朱咒の部屋だ。博士である彼は広い部屋を一人で使っているという。久しぶりに女の姿になった白桜は、じとっとした視線を朱咒に向けた。

「いいじゃないか。絶世の美女の里桜姫は、涙なみだが溢あふれるほど美しい歌を詠よみ、琴ことは聞いている者達の魂たましいまで奪うばうような腕うで前まえだと評判だよ」

「増えてる！　真っ赤な噓の噂が増えすぎです！　どうしてそう尾おひれがつくんですか。わたしは人前で披ひ露ろうできるほど、琴はうまくないです」

　いろいろあって、白桜の本当の姿である里桜姫は、この国一番の美女だと噂が立っていた。

　そんな噂を流したのは、誰あろう朱咒だ。

　事情があったから仕方ないが、噂のおかげでとんでもない目にあうのもしばしばだった。

「でもその噂のおかげで、蘇芳と二人で話ができるんだよ。噂を聞いた蘇芳が、絶世の美び姫きが奏かなでる琴を聞いてみたいと常々言っているらしいからね。大変だったんだよ。蘇芳に近しい学生に小こ遣づかいをやって、里桜姫が蘇芳の笙しようを聞きたいと言っていると話をさせて」

「……待ってください。もしかして、里桜姫が琴がうまいとかいういい加減な噂うわさは、蘇芳博士を探さぐる為にわざとあなたが流したんじゃないでしょうね？」

　鋭するどく聞くと、朱咒が白桜の肩にぽんと手を置いた。

「着物がぴったりでよかったね。慌あわてて用意したから、寸法が合わないと大変だと思って試着してもらったけど大だい丈じよう夫ぶみたいだ。龍陽寮の近くにある屋や敷しきも借り切ったよ。蘇芳にはそこで里桜姫が会いたいと言っていると話を通してあるから頑がん張ばってくれ」

「話を思いっきりそらさないでくださいーっ」

　叫さけんだが、彼の笑みは寸分も変わらない。これ以上は何を言っても無む駄だだとわかっている。

　蘇芳と直接話ができる機会はそうない。

　里桜姫に興味をもっているというなら、女装して話を聞くのも一つの手だと理解はできた。

　だが朱咒の手の平の上で踊おどらされているような気がして、どうもすっきりしなかった。

「龍陽寮は女によ人にん禁制だ。そんな姿を見られたらまずいから、一度学衣に着き替がえて君がそのまま裳唐衣をもっていてくれ。それから……」

　朱咒がふいに入り口の戸に目を向けた。同時に戸を叩たたく音がする。

「おい、朱咒！　白桜といるんだろう！　声が聞こえたぞ。二人で何をこそこそしている」

　青丞の声だった。鍵かぎはかかっているが、がんがん叩く音が響ひびいて、白桜は真っ青になった。

（まずい！　青丞にこの恰かつ好こうを見られたら……！）

　逃げ道はないかと部屋を見回すと、一ひと際きわ大きな声が戸の向こうからした。

「俺に隠かくし事はするなと言っただろう！」

　いつもの青丞からは考えられないような怒りの声が上がり、戸が大きく振しん動どうした。

　そのまま部屋の方へ戸が倒たおれてくる。

　蹴けり破った戸を踏ふみつけるようにして部屋に入ってきた青丞と、思いっきり目が合った。

（うわぁぁぁぁぁぁ！　里桜姫の恰好をしている所を見られた！　どうしようっ）

　青丞の目が見開かれる。はっと息を吞のむ様子も伝わってきた。

「里桜姫……？」

「いえっ、あの、その……！　違ちがうんです、これにはわけがあって！」

　両手を挙げて彼に向かってぶんぶんと振ふった。青丞が二、三度瞬まばたきをする。

　そして改めてこちらをじっくりと見つめて、大きく息を吐ついた。

「あ、ああ。わかっている。お前は白桜……だな」

「へ!?」

　すっとんきょうな声を上げると、青丞がいつもの冷静な顔つきになった。

「一いつ瞬しゆん驚おどろいたが、里桜姫が女人禁制の龍陽寮にいるはずがない。……それにしても、初めてまともに姿を見る機会がこれか」

「え？　何か言いました？」

　最後の呟つぶやきがよく聞き取れなくて首を傾かしげると、青丞が気を取り直したように顔を上げた。

「いや、何でもない。それより、女の恰好などして何をしている」

「それがその……。蘇芳博士が里桜姫に興味があるというので〝姉〟のふりをして彼に近づいて話を聞こうと思って」

　頭をかきながら、心の中で助かったとほっとした。

（そうだよな。青丞が知っている里桜姫は姉様だし。わたしが女装していると思うのは当たり前だ）

　姉の都み桜おに、里桜姫のふりをしてもらった事がある。青丞が知っている里桜姫の顔は、実は都桜だった。うまく話を合わせようとしたが、青丞の顔色が一瞬で変わった。

「駄だ目めだ。そんな捜そう査さは許さない」

「ゆ、許さないって言われても、蘇芳博士はとてもあやしいんです。でもなかなか近づけなくて困っていて。こんな恰好をして探りを入れるのはわたしも不本意ですが、この際なりふりかまっていられません。雅が楽がくの会までもうそんなに日がないんですよ！」

　詰つめ寄ったが、青丞は表情一つ変えずに首を振る。

「捜査は俺がする。お前はじっとしてろ。危険な事はするな」

「じっとしてろとはどういう意味ですか？　わたしは主上に命じられてここに捜査に来たんです！　危険を恐れていては前には進めません！……青丞、龍陽寮に来てからおかしいですよ。以前なら、わたしが何かしようとしていても、見守ってくれていたじゃないですか」

　今までも危険な目には何度もあった。命をかけて、勝負に出た事だってある。

　そのたびに青丞はぶっきらぼうではあるが、叱しつ咤た激げき励れいしてくれていた。

「今までとこれからは違う」

　それなのに、今は口を開けば危険だと言うばかりだ。

　だが、はいそうですかと引くわけにはいかない。

「どう違うんですか。今までだってこれからだって、わたしはわたしです。危険だからと誰だれかの後ろに隠れているなんて、そんなの絶対に嫌です！」

　強い視線を投げかけると、青丞の眉根が苦しそうに寄せられた。

　それでも声はいつもの冷静なものだった。

「お前に危険な事はさせられない。里桜姫の代わりが必要なら、お前じゃなくても誰か他ほかの女を連れて来ればいい」

「そんなわけにはいかないな」

　口を挟はさんだのは朱咒だった。

「蘇芳はかなり頭の切れる男だ。彼から話を聞き出すのは、それなりに頭の回転が良くて、機転がきかないと。誰でもいいわけじゃなくて、白桜でなければこの役は務まらないんだ。蘇芳からうまく話を聞き出すのは、白桜が適任だと思う」

　その言葉が背中を後押しした。いつもなら青丞に口答えなんてしない。彼は常に正しくて冷静で、こんな風になりたいと憧あこがれる存在だからだ。だが今の彼の言い分は納なつ得とくいかなかった。

「わたしは蘇芳博士に会いにいきます。たとえあなたが何と言おうとも。これは、わたしの夢の為ために必要な事なのです」

　気持ちを込めて発した言葉に、青丞が一瞬押し黙だまった。

「それでも駄目だ。危険すぎる」

　話が堂どう々どう巡めぐりだ。このまま彼を説得していたら、夜になってしまうだろう。

　雅楽の会までもうそんなに日がない。こんな事に時間をとられたくなかった。

　白桜は仕方なく、目線を下げる。

「……わかりました。そこまで青丞が言うのなら、諦あきらめます」

　悔くやしそうな声が出せただろうか。

　青丞に噓をついた罪悪感で、胸がちくりと痛んだ。
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「そろそろ蘇芳が来るはずだ。用意はいいかい？」

　畳たたみの間に用意された御み簾すの中で、白桜は小さく頷うなずく。

　龍陽寮の近くに朱咒が用意した屋敷はこぢんまりとしていたが、掃そう除じが行き届いていてちり一つなかった。朱咒の知り合いの別べつ邸ていで、普ふ段だんは使われていないらしい。

「はい、うまく連れ出してくれてありがとうございました」

　小さな手鏡を懐ふところから取り出して、最終確かく認にんをした。

　鏡に映るのは長い黒くろ髪かみと裳も唐から衣ぎぬを着た〝里桜姫ひめ〟だ。

　青丞に大反対されて諦めるふりをしたが、朱咒に頼たのんでここに連れて来てもらった。

「朱咒、話は変わりますが、青丞の様子が変だと思いませんか？」

　手鏡を懐に戻もどして御簾の向こうに目をやると、そこにいた朱咒が首を捻ひねった。

「うーん。確かに、いつもの彼らしくはないね。何かあったのかな？」

　二人で悩なやんでいると、襖ふすまの向こうから声がした。

「お客様がお見えですが」

　朱咒が部屋の用意をさせる為につれて来た女性の声だ。緊きん張ちようしつつ、気持ちを引き締しめる。

「通してください」

　女性が下がっていく気配がした。朱咒が奥にある戸を静かに開ける。

「青丞の事はまた対策を考えよう。今は蘇芳に探りを入れるのが先だ。私は隣となりの部屋で話を聞いているから、彼の本心をうまく聞き出してくれ。何かあったら助けてあげるから安心して」

「何かあったらって何ですか？　何が起こるかもしれないって思ってるんですか？」

「いやいや、男女が同じ部屋に二人っきりだからね。蘇芳はああ見えて、女性を口説くのがなかなかうまいらしいから。じゃ」

「じゃ、じゃないです！　そういう事は先に言ってください！」

　蘇芳は雅楽の事ばかり話していたから、てっきり女性と親しくするより音楽を奏かなでる方が好きなのだろうと思っていた。しかし、そうでないなら話は別だ。

（いや、きっと大だい丈じよう夫ぶだ。御簾で仕切ってあるし、もし御簾を取り払はらわれてもわたしは噂うわさのような美女ではないから蘇芳博士も興ざめする……あ、そんな事を考える自分に涙なみだが出そう）

　額に手を当てていると、襖の向こうから声が聞こえた。

「失礼」

　声は蘇芳のものだった。びくりとしたが、落ち着けと自分に言い聞かせて静かな声を出す。

「はい、どうぞ」

　なるべく弱々しい声を心がけた。高貴な姫は、はきはきと返事はしないものだ。

　襖がすっと開いて、蘇芳が姿を見せる。口元に湛たたえた笑えみを見て緊張した。

「初めまして、里桜姫。龍陽寮の博士、蘇芳と申します」

「お噂はかねがね。わざわざお越こし頂いてすみません。笙しようがとてもお上手だと伺うかがいました。ぜひ演奏をお聴きかせ願いたいと前々から思っていまして」

「私も里桜姫は琴ことの名手だと伺いました。ぜひ腕うで前まえを披ひ露ろうして頂きたくてはせ参じた次し第だいで」

「まあ、それは申し訳ありません。実は裁さい縫ほうをしていて、針で指を怪け我がしてしまいまして。大した事はありませんが、医師にしばらく琴は弾ひいてはならないと言われております」

　朱咒との打ち合わせで用意していた話をすると、蘇芳が目に見えて落らく胆たんした。

「そうですか。それは仕方ありませんね」

　博士の恰好をした時のように強ごう引いんに演奏しろと言われたらどうしようと思っていたが、さすがに女性相手にはそんな無茶は言わないようだ。蘇芳が御簾の向こうに姿勢良く座った。

「蘇芳様は、その若さで龍陽寮の博士だなんてとても優ゆう秀しゆうでいらっしゃるのですね。そういえば、今度雅楽の会があるとか。行ってみたいですわ」

　蘇芳の表情は変わらなかったが、やや視線がこちらからそれた。

「龍陽寮は女によ人にん禁制ですので、里桜姫がいらっしゃるのは無理かと」

「それは残念です。蘇芳様も演奏なさるのでしょう？　ああ、そういえば、雅楽の会は大学寮と合同だと聞きましたが」

　蘇芳の顔がやや憮ぶ然ぜんとした気がした。それを見み逃のがさずに言葉を選ぶ。不信感をもたれず、彼が雅楽の会をどう思っているか、そこで何をするつもりなのか聞き出したい。

「そうですが、それが何か？」

「弟が大学寮を卒業しております。卒業生は雅楽の会を見に行ってもよいそうで。うらやましいと思いまして」

「ああ、そうですか。では、弟君の恰かつ好こうをされて内密で来られたらいかがですか？」

　どきりとして、身体からだが固まった。幸い御み簾す越ごしなので蘇芳には気付かれなかったようだ。

「……まあ、冗じよう談だんがお上手ですね。そんな事ができるわけないでしょう」

「そうですね。女性が男装して女人禁制の龍陽寮に忍しのび込むなんて、とんでもない話だ。ばれたらそれこそ、処しよ刑けいされてもおかしくありません」

（これって冗談なんだよな？　間ま違ちがいなく冗談だよな？　わたしの事を知っててかまをかけてるとかそんな事はないよな？）

　焦あせって目をきょろきょろさせたが、御簾の向こうの蘇芳は涼すずしい顔だ。

「処刑だなんて、怖こわい事を仰おつしやらないでください」

　わざと恐おそろしげな声を出すと、蘇芳が口元だけで微笑ほほえんだ。

「これは申し訳ありません。私とした事が可愛かわいらしい姫を怖がらせてしまうなんて。私は世の中の美しいものをこよなく愛しています。雅が楽がくはその中でも、もっとも美しいと思うもの。ぜひ里桜姫にも聞いて頂きたくて、つい男装してでもなどと言ってしまいました」

　蘇芳がゆっくりと息をつく。そしてこちらをじっと見つめた。

「私の夢は、この国を音楽で満たす事です。貴族や平民などの身分の差なく、いろんな人達に音楽を楽しんでほしいと思っています」

　それは目標は違ちがえど、自分の夢に似ている気がした。

　白桜の夢も、身分や男女の差なくいろんな人達が学問を習い、希望すればそれを生かして働けるようになる事だ。

「素す晴ばらしい夢ですね。応おう援えんしています。頑がん張ばってください！」

　つい目を輝かがやかせて、興奮した声を上げた。蘇芳が嬉うれしそうに微笑む。

「話が合う方でよかった。いくら姿が美しくても、精神がそれに相反する方なら、私とはあわないのですぐにおいとましようと思っていました。……里桜姫、一曲お聴かせしたいのですがいかがでしょうか？」

「嬉しいです。ぜひお願いします」

「では、さっそく」

「えっ、ちょっと待ってください。どうしてこっちに来るんですか！」

　笙を取り出したのはいいが、蘇芳はそれを持ったまま立ち上がり、御簾に近寄ってくる。

「美しい里桜姫への最初の贈おくり物です。ぜひ御簾の中で面と向かってお聴かせしたい。さあ、恥はずかしがらないで」

　恥ずかしいわけではもちろんない。ここで顔を見られたら、龍陽寮にいる〝白連〟と里桜姫が同じ顔をしていると気付かれるかもしれない。それは非常にまずかった。

　白連として会った事は一度もないが、同じ龍陽寮にいる以上どこで顔を合わせるかもわからないのだ。

「いえいえいえ！　来ないでください。演奏は御み簾すの向こうでお願いします」

　焦って声を上げたが、蘇芳の笑みは深くなるばかりだ。

「里桜姫、あなたにお会いできて、本当に嬉しく思います。私は美しいものを好みます。美しい音楽、美しい着物、美しい精神、そして美しい女性。この国一番の美び姫きだと言われるあなたの花のかんばせをぜひ一度この目で見たいと思っていました」

　声にも艶つやがたっぷりだ。蘇芳がゆっくりと胸に手を当てる。

「美しいものを愛するがゆえに、あなたの身も心も手に入れたいと思うのは、罪だとは思いません。無礼は重々承知ですが、お許しを」

「身も心もって何を言っているんですか！　そんなの許すはずないでしょーっ」

　叫さけんだが、蘇芳は動じる気配すらみせず、御簾に手をかけた。

　慌あわてて御簾の中にあったろうそくの火を消す。

　部屋の明かりは入り口付近にあるろうそくの火だけとなり、御簾の中は目を凝こらしても表情を窺うかがうのが難しいほどの暗さになった。

「おや、積極的ですね。暗い部屋の中で男女が二人。それがどういう意味だか、もちろんわかってらっしゃいますよね」

（しまったーっ。それって色っぽい意味でって事だよな。顔を見られないようにって必死になってて、そこまで頭が回らなかった！）

　御簾を上げて入ってきた蘇芳を見て、息が止まりそうなほど緊張した。

　すぐに立ち上がろうとしたが、さっと伸のびてきた蘇芳の手が肩かたを摑つかむ。

「じっくりお話ししましょう。もちろんもっと進んだ関係になりたいと私は思っていますが」

　暗くて表情はよくわからないが、艶めいた声が聞こえて、これが冗談ではなく本気だと伝わってきた。素す性じようがばれるのもまずいが、貞てい操そうの危機はもっとまずい。

「申し訳ありません。気分が悪いので、失礼します」

　手を振ふり払って立とうとしたが、すぐにまた蘇芳の手が肩を摑み、そのまま座らされる。

「気分が悪いなら、じっとしていた方がいいでしょう。私が看病します。さあ、着物がきついでしょうから、帯を緩ゆるめましょう。楽な姿勢で横になるといい」

　そんな事になったら何をされるかわからないと、いつもは隠かくしている女性の部分が囁ささやいた。

（朱咒！　隣となりの部屋にいるはずなのにどうして来ないんだ。何かあったら助けてくれるって言ってたじゃないかーっ）

　何度も朱咒がいるはずの襖ふすまに目をやったが、一向にそこが開く気配がない。

　あたふたしていると、蘇芳の手が顎あごをそっと摑んだ。

「暗くて顔が見えないのが残念ですが、これも風流と言えるでしょう。さあ、口付けを……」

「ま、待ってください！　わたしは本当にそういうつもりでは……！」

　叫んで逃にげようとしたが、蘇芳の腕うでは力強かった。このままでは女性としての危機だ。

　手足をばたつかせて抵てい抗こうしていると、突とつ然ぜん入り口の襖が派手な音を立てて開いた。

（朱咒！　やっと来てくれたのか……あれ!?）

　目をやると、そこに立っていたのは怒いかりの表情を顕あらわにした青丞だ。

　薄うす暗ぐらいが、入り口にろうそくがあるからか、部屋の状じよう況きようはわかるようだ。鋭するどい視線は、御簾の中にいる自分達に向けられていた。青丞が大おお股またで近づき、乱暴に御簾を摑んで引き上げる。

「蘇芳博士。初めまして。青丞と申します」

　言葉は丁てい寧ねいだが、声は刺とげ々とげしかった。青丞が手を引いてくれたので、慌てて立ち上がる。

「里桜姫ひめは、俺の許婚いいなずけです。連れて帰ります」

　言い切った青丞に、蘇芳が眉まゆ根ねを寄せた。

「許婚？　そんな話は聞いた事がないが」

「俺と里桜姫の間だけで交かわされている約束です。……もしこれ以上彼女に関かかわるのなら、本気であなたと向かい合う事になります。よろしいですか？」

　声に背筋が震ふるえるほどの迫はく力りよくがこもっていた。

　しばらく睨にらみ合っていた二人だが、先に目をそらしたのは蘇芳だ。

「……仕方ありません。帝みかどのご子息と面と向かって張り合うほど、命知らずではありませんから。それにあなたは手て強ごわそうだ。今は大事な時期なので、よけいなもめ事は避さけたい」

　蘇芳が名残なごり惜おしそうに、こちらに目を向けた。

「絶世の美姫、里桜姫は惜しいが、また機会はあるでしょう。その時こそ、私の演奏をお聴きかせしたい」

　艶やかな笑えみを残して、蘇芳が部屋を出て行った。

「────助かったぁぁぁぁぁ」

　完全に姿が見えなくなったのを確かく認にんして、ほっと息をついた。

　途と端たんに力が抜ぬけて、その場にうずくまる。

　ようやく落ち着いて顔を上げると、青丞の怒りの視線とぶつかった。

「危険だからやめろといったはずだ。お前はわかったと納なつ得とくしただろう。噓うそをついたな」

　一難去ってまた一難だ。

　顔は冷静だが、声には今まで聞いた事がないくらいの怒りがこもっている。

「……本当の事を言ったら、止められると思ったので」

「だから噓をついて、勝手に蘇芳に会って襲おそわれそうになったわけだ。俺がこなかったらどうなってたと思うんだ！」

「朱咒が別室で待機しているから、何かあったら助けてくれる手はずに……」

「今襲われそうになっていただろう。それなのに、あいつは来ないぞ」

　確かにと、隣の部屋に続く襖を見やる。するとそこが小さく開いて、朱咒が顔を見せた。

「ちゃんといるよ。本当に危なかったら助けに入るつもりだったさ。だけど、蘇芳からまだ何にも話を聞き出せていなかったから、ぎりぎりまで様子を見ようと思って」

　悪びれる様子もない朱咒に、頭痛がしそうだ。だが確かに蘇芳から大した話は聞き出せなかったので、彼の言い分もわかる。しかし青丞は、簡単には納得しないようだった。

「その言いぐさは何だ。ぎりぎりまで様子を見て里桜姫に何かあったらどうするつもりだ！」

「何かあったらって何があるんだい？　そこにいるのは『里桜姫』ではなくて『白桜』だよ」

　青丞がはっとしたように、息を吞のんだ。

「白桜は男の子だ。最悪襲われたって、男だとわかれば特に被ひ害がいはないだろう。怒おこった相手に殴なぐられるぐらいはするかもしれないけど」

　朱咒は秘密を知っているが、おそらくそれを知らない青丞に話を合わせているのだろう。

　青丞が何か言いたげに口を開いたが、結局言葉は発しなかった。

　怒りの表情はそのままにこちらに向き直り、白桜の手を引っぱる。

「もういい。とにかく連れて帰る。二度とこんな無む謀ぼうな真似まねはさせないからな」

　噓をついた事に怒っているのだろうかとも思ったが、どうもそれだけではないようだ。

　やはり龍陽寮にきてから様子がおかしいと首を傾かしげつつ、強ごう引いんに手を引かれて部屋を出た。
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「青丞、お茶をどうぞ」

　学衣に着き替がえて寄宿舎に戻もどった白桜は、部屋に流れる重たい空気を払ふつ拭しよくしようと明るい声を上げた。目の前にお茶を置いたのに、青丞は書物を読んでいて返事もしない。

「噓をついたのは悪かったです。だけど、あれは捜そう査さの一いつ環かんなんですから」

　こちらも言い分はあるので、それを何度も伝えているが、彼の機き嫌げんが直る事はなかった。

「──二度と俺に隠し事はするな。捜査の状況も必ず報告しろ」

　書物に目を向けたままの青丞に、心の中でため息をつきつつも頷うなずいた。

「はい、わかりました」

　そこで話が終わると、室内に沈ちん黙もくが流れた。息苦しい感じさえして、何だか居い心地ごこちが悪かった。もうすぐ寝ねる時間でもあったし、気分を変えようと思い立つ。

「それでは、わたしはお風ふ呂ろに入ってきますね」

　物入れを探さぐって着替えを取り、背後の青丞に声をかけるとがたっと音がした。

　驚いて目をやると、青丞が読んでいた書物を落としたようだ。

「どうしたんですか？」

「……手が滑すべったんだ。俺はちょっと用事があるから、出かけてくる」

「そうですか。あれ？　そういえば、昨日もその前も、わたしがお風呂に入る時は用事があるからと出かけてますよね？」

「偶ぐう然ぜんだ」

　間かん髪はつを容いれず答えが返ってきた。あまりの速さに目が点になるくらいだ。

（そういえば、着替えようかなと思った時も、いつも青丞がいなくなる気がする。わたしとしては助かるけど、何だか変だな……？）

　不思議に思っていると、青丞が書物を拾って立ち上がった。

「背中に傷があるから見られたくないんだろう。俺の事は気にせず、ゆっくり湯につかれ」

　どうやら気き遣づかってくれているようだ。嬉うれしいとは思うが、どうもおかしい。

　今まで傷を見られたくないと何度も言ってきたが、ここまで配はい慮りよしてくれたのは初めてだ。

「そうですか。ありがとうございます。あの、出て行くとなかなか帰ってこないけど、いつもどこに行っているんですか？　わたしが寝たあとに戻って来ているみたいですけど」

「なりゆきで雅楽の会に出る事になったからな。練習しつつ、雅楽の会に出る学生に探さぐりを入れたりしているんだ」

「だったら世話係とか付き添いとか理由をつけて、わたしも連れて行ってください。捜査を手伝います」

「駄だ目めだ。危険だろう」

　またしても間髪を容れずに答えが返ってきた。

「……青丞、どうしてそう駄目だとか危険だとか言うんですか？　前はそんな事言わなかったじゃないですか」

　青丞がやや目を伏ふせた。そして背を向ける。

「駄目なものは駄目だからだ。いいか、戸と締じまりはしっかりしろ。誰だれが来ても俺がいない時は部屋に入れるな。わかったな」

　返事をする間もなく、青丞が部屋から出て行った。
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　深夜になって部屋に戻った青丞は、鍵かぎを開けて室内にそっと入った。

　窓から月の明かりが差し込んで、薄暗いがどこに何があるかわかるぐらいには部屋が見み渡わたせた。窓まど際ぎわに敷しかれた布ふ団とんからは、小さな寝ね息いきが聞こえてくる。

「眠ねむったようだな」

　足音を立てないよう気をつけながら布団に近づくと、白桜の寝ね顔がおが窺うかがえた。

　どうやらぐっすりと眠っているようだ。瞼まぶたを閉じた顔に昼間見た〝里桜姫〟の顔が重なる。

「ようやく、本物の里桜姫と会えたな」

　思わず口元が綻ほころんだ。里桜姫と会う時はいつも、御み簾す越ごしや暗い所でばかりだった。

　一度だけ御簾をとって会った事があるが、あの時の女性は偽にせ者ものだった。

　やっと今日、本物の彼女に会えた。その時の気持ちは言葉には言い表せない。

　初めて見た本物の里桜姫ひめは、今まで出会ったどんな女性よりも愛らしかった。

　顔立ちだけで言えば、都にはもっとたくさんの美び姫きがいるかもしれない。しかし青丞は、裳も唐から衣ぎぬをまとった彼女の姿に、心臓をわしづかみにされたかのような衝しよう撃げきを受けた。

　これが心を奪うばわれるという事なのだとすぐに悟さとった。この愛いとしい気持ちを伝えたかったが、彼女とは〝白桜〟として接しなければならない。想おもいを口にできないのがもどかしくて、心がもやもやしていた所に、白桜が蘇芳に襲われそうになっている所を目もく撃げきした。

　その途端、理性はふっとんだ。

　特に白桜が里桜姫の姿をしていたからなおさらだ。

　怒いかりは最高潮に達し、つい白桜に冷たく当たってしまった。

　青丞は改めて寄宿舎の部屋を見回し、ため息をつく。

　以前なら同じ部屋にいても何も気にならなかったが、今は違ちがう。

　風呂や着替えの時には、白桜が気を遣つかわないように外出している。

　どうもそれを不自然に思っているようだが、部屋に一いつ緒しよにいるとこちらとしても落ち着かなかった。好きな女性と二人きりなのは嬉しいが、ここにいる間は里桜姫は白桜だ。

　男のふりをしている白桜に、それを知っていると悟られるわけにはいかない。

　そのせいで、白桜に対してどんな態度をとっていいかわからずにいた。

「うーん……」

　ふと寝ね返がえりをうった白桜に目をやって、思わず微笑ほほえんだ。

　寝顔も愛らしかった。柔やわらかそうな白い肌はだと、薄うすく色づいた頰ほお。

　こうしてじっくりと見たら、どう見ても女の子だ。どうして今まで気付かなかったのかと、自分の愚おろかさに呆あきれるばかりだ。小さな赤い唇くちびるに目がとまって、静かに膝ひざを折る。

　そのままゆっくりと引き寄せられるように、白桜の口元に顔を近づけた。

「ううーん。青丞、怒らないで……」

　唇が重なろうとした時、白桜が小さく首を振ふった。青丞ははっとして顔を上げる。

　どうやら起きてはいないようだ。

　愛する人の夢に自分が出ているのかと思うと、自然と笑えみがこぼれた。

「怒ってなどいない。お前が心配なだけだ」

　そっと声をかけると、白桜の眉み間けんのしわがとれた。すこやかな寝顔を見て、苦く笑しようする。

「……あまり、無茶はしないでくれ。俺の心臓がもたない」

　口付けたかったが、寝ている隙すきでは卑ひ怯きようだとも思う。

　青丞は白桜に布団をかけ直し、窓にもたれて夜明けを待った。
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　朝食をとっていた白桜は、食堂の入り口でこちらを見ながら手招いている皐月を見付けた。

　なんだろうと思いつつ、お膳ぜんを片付けて足早に皐月のもとに近寄る。

「おはよう、皐月。何か用？」

「うん。実はちょっと相談があるんだ。ここじゃまずいから、こっちに来て」

　声を潜ひそめた皐月に、思わず眉まゆ根ねを寄せた。何やら不安げな顔をしているのが気になって、彼についていく。寄宿舎を出て、学舎の端はしにある倉庫の前で皐月が足を止めた。

「どうしたんだ？」

「……蘇芳博士の事なんだけど」

　その名を聞いて、思わず視線が鋭するどくなった。なるべく平静を装って、微笑みかける。

「蘇芳博士がどうかしたのか？」

　言いにくい事なのか、皐月が目をきょろきょろさせている。

　だがやがて決意したように、視線をまっすぐこちらに向けた。

「前に蘇芳博士の様子がおかしいって相談しただろう。その事でちょっと気になる事があって。こんな事を相談できるのは君しか思いつかなかった。君はとても勇ゆう敢かんで、僕がいじめられていた所を助けてくれただろう。きっと力になってくれるんじゃないかと思って」

　すがるような眼まな差ざしに、応こたえるように頷うなずいた。

　力になりたいのはもちろんだし、蘇芳の事で何か知っているなら聞きたかった。

「ああ、わたしでよければ話してみてくれ」

「ありがとう。……蘇芳博士がね、雅が楽がくの会に出る学生を何人か集めて、講堂にある小部屋にこもっているんだ。でも何をしているのか聞いても教えてくれなくて。それで何だか妙みように気になって、その小部屋に行ってみたんだ。そしたら……」

　口ごもった皐月に、思わず身を乗り出した。

「そしたら？　どうしたんだ？」

「雅楽の会ではみんなあっと驚おどろくぞとか、雅楽の会に波乱を起こしてやるとか言ってるのが聞こえて。蘇芳博士って大学寮の事をよく思っていないから、もしかしたら雅楽の会で何かするつもりじゃないかと心配になって」

　皐月が唇を嚙かんで、目に涙なみだをためた。

「今度の雅楽の会には雅楽寮の方々が見えるんだ。そこで完かん璧ぺきな演奏ができたら、彼らの目にとまって、卒業後に雅楽寮の楽人になれるかもしれない。僕にとっては雅楽の会は夢を叶かなえる大事な場なんだ。絶対に成功させたい。それなのに、もし蘇芳博士が何かしたら……」

　夢を叶える為ために今まで頑がん張ばってきただろう彼にとって、雅楽の会の開かい催さいに反対していたという蘇芳の動向は気になるものだろう。

「なるほど。皐月の気持ちはよくわかるよ。でも蘇芳博士達はいったい何をしようとしているんだろう？　もう少し手がかりがあるといいんだけど」

　顎あごに手を当て考え込んでいると、皐月が意を決したように顔を上げた。

「あのね、こんな事を言うと、卑怯な奴やつって思われるかもしれないけど、実はさっきの蘇芳博士達の話は、彼らがいる小部屋の隣となりにある物置の壁かべに張り付いて盗ぬすみ聞きしたんだ。だって、彼らが何か隠かくし事をしているみたいで、どうしても気になったから」

「それは卑怯なんかじゃないよ。雅楽の会には皐月の夢がかかってるんだ。それを成功させたくてした行動なんだから。一人で物置に忍しのび込むなんて怖こわかっただろう？」

　皐月の顔が嬉うれしそうに綻んだ。そして思い切ったような表情で口を開く。

「実は、本当に一人だと怖かったんだ。その時ははっきりした事はわからなかったから、もう一度物置に行って、蘇芳博士達の話を聞いてみようと思うんだ。僕の考えすぎならそれでいいし、もし何かしようとしているなら、どうしても止めたい。それで……」

　ちらりと目を向けられた。皐月の言いたい事が、その目を見たらすぐにわかった。

「わたしに一緒に来てほしいんだね。いいよ、行くよ。皐月の夢の実現に協力したい」

　その言葉に噓うそはないが、こちらとしても蘇芳の情報はほしい。これは願ってもない機会だ。

「ありがとう！　やっぱり白連は頼たよりになるな」

　目を輝かがやかせる皐月に頷きつつ、頭には青丞の顔が浮うかんでいた。

　何かする時は必ず報告しろと言われていたが、言えばまた危険だと止められる気がした。

（こっそり盗み聞きをしに行くだけだ。青丞の言う事を聞いていたら、捜そう査さは進まないし）

　危険はもちろん避さけたい。だから最大限の注意は払はらうつもりだ。

　白桜は覚かく悟ごを決めて皐月を促うながし、さっそく講堂へと向かった。
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「……雅楽の会では、大学寮の方々に……」

　ところどころ聞こえてくるのは、間ま違ちがいなく蘇芳の艶つやのある声だった。

　白桜は壁に耳を押し当てて、何を言っているのかもっとよく聞き取ろうとした。

　ここは先日、博士に変装して蘇芳と会った講堂の中にある物置だ。皐月に案内してもらって忍び込んだのだが、古い楽器などが所ところ狭せましと置かれていて、身動きもままならない。

「途と切ぎれ途切れにしか聞こえないな。雅楽の会の話をしているのは確かなのに……」

　壁にすがるようにしながら呟つぶやくと、隣にいた皐月が頷いた。

「講堂の小部屋は、楽器の練習用に作られた部屋だから、壁が厚いんだ」

　さすがに雅楽が盛んな龍陽寮だ。防音対策もきっちりしているようだ。

「……舞ぶ台たいに上がって、君がこうして……。そうそう。雅楽の会が楽しみだな。みんなをあっと驚かせてやる。大学寮の奴らに大きな顔はさせない」

「そうですね！　あいつらに目に物を見せてやりましょう」

　何やら興奮しているのか、学生の声が一段高くなった。

　それに賛同するような声がいくつも上がる。

「待て、騒さわぎすぎるな。気付かれたらこの計画は終わりだ」

　学生を制したのは、蘇芳のようだ。その声に、みんな静まり返る。

「何度も言うが、この計画は内密に進めている。誰だれかに知られては決してならない。雅楽の会まであともう少し。みんな準備を怠おこたるな。そして、誰にもこの事は悟さとられるな」

（計画って何だ？　まさか雅楽の会を中止させようと、何か企たくらんでいるのか？　大学寮の人達に目に物を見せてやるって、いったい何をする気だ？）

　調べれば調べるほど、蘇芳があやしいと感じた。

　何とか決定的な証しよう拠こがほしくて更さらに聞き耳を立てると、ふいに背後でカタッと音がした。

「何だろう、今の……うわぁぁぁぁぁ！」

　皐月の叫さけび声に目を見開く。振り返ると、彼が腰こしを抜ぬかしたようにへたり込んでいた。

「ネズミだよ！　怖いっ」

「ちょっ、静かにして……！」

　すぐに口を塞ふさいだが、遅おそかったようだ。壁の向こうから緊きん迫ぱくした声が聞こえた。

「何だ！　今の声は！」

「隣の物置から聞こえたぞ！　おい、行くぞ！」

（まずい！　こんな所にいるのが見つかったら、言い訳もできないぞ）

　逃にげようと入り口に向かおうとしたが、隣の部屋の戸が開く音がして足を止めた。

　物置の入り口と隣の入り口は隣同士だから、出て行けば見つかるだろう。

　辺りを見回したが、他ほかに出口はなかった。

「隠れよう！」

　皐月と楽器が置いてある棚たなの陰かげに移動すると、入り口の戸が開いて学生が二人入ってくる。

「声が聞こえたのは、確かにここからだった。おい、探せ」

　息さえも止めて、気配を消した。だが狭せまい物置なので、見つかるのは時間の問題だ。

　冷や汗あせがだらだらと流れる中で、学生達の息づかいがすぐそばで聞こえた。

（万事休すだ。どうしたらいいんだ────）

「申し訳ない。今の声は俺だ」

　聞き覚えのある声が、外の廊ろう下かから聞こえた。聞き間違いかと一いつ瞬しゆん目を見開く。確かめる為に声が聞こえた方へ目を向けて、こんな状じよう況きようだというのに安あん堵どして肩かたの力を抜いた。

「お前達はここの学生か？　俺は玄武家の鵬玄だ。主上の命令で、雅楽の会の警護責任者として参った。雅楽の会の進行は、蘇芳博士という方が担当されるそうだな。お目にかかりたいのだが」

　大おお柄がらな鵬玄からほとばしっている威い圧あつ感かんに圧あつ倒とうされたのか、学生達が一歩後ずさった。

　それもそのはず、鵬玄は妖よう鬼き帝ていと呼ばれ、この国一番の武官として名高いのだ。

　その実力は少しでも武芸をたしなんだ者なら肌はだで感じとれるぐらいだ。

　彼を前にして、一いつ介かいの学生が怖おじ気づくのは当然だった。

「と、隣の部屋にいらっしゃいます」

「そうか、では案内を頼たのむ」

　冷静に考えれば、隣の部屋なら案内などいらないとわかるはずだが、学生達は鵬玄の迫はく力りよくに押されるように物置から出て、隣の部屋へ向かう。それに続きながら、鵬玄がそっとこちらに目を向けて小さく頷いた。それだけの仕草でぴんとくる。

（わたしがここにいるってわかっていて、学生達を遠ざけて助けてくれたんだ！　約束通り来てくれたんだな。ありがとう！　鵬玄）

　鵬玄が何気ない仕草で戸を閉める。それを見届けて、全身から力が抜けてへたり込んだ。

「よかった……。見つからなくて。本当に頼りになるな。彼は」

　鵬玄の事を考えようとして一番に頭あたまに浮かんだのは、好きだと告白した時の彼の顔だ。

「どうしたの？　頰ほおが赤くなっているよ」

　皐月に指し摘てきされて、思わず両手で顔を覆おおった。

　今までも気付かなかっただけで、彼はずっとそばにいて助けてくれていた。彼の優やさしさと強さを今いま更さらながらに知った気がして、心臓がばくばくと音を立てるのを止められないでいた。
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　青丞は少し目を離はなした隙すきにいなくなった白桜を探して、広場へと来ていた。

　皐月という学生に呼ばれて寄宿舎を出たようだが、また自分のいない所で何かしているのではと思うと心配でならない。男のふりをしていても、中身は女性だ。

　それなのに、白桜の行動力には目を見張るものがある。

　よくよく冷静になって観察してみたら、白桜と里桜姫ひめは確かに同じようなものの考え方、そして同じ声に話し方で、確かに二人はそっくりだった。

　どうして今までそれに気付かなかったのかと思うぐらいだ。そんなに鈍にぶい方ではないと思っているが、里桜姫の事となると冷静さを失う傾けい向こうがあるから、そのせいかもしれない。

「恋こいする男は愚おろか者か」

　呟いて、まさにその言葉は今までの自分だと思った。恋におぼれるあまり、白桜と里桜姫の秘密に気付かなかったなんて、本当にどうかしていたと思う。

　先日見た裳も唐から衣ぎぬを着た白桜を思い出す。

　初めて見た『里桜姫』としての姿に、一瞬言葉を失った。心に狂くるおしいまでの愛情が吹ふき荒あれて、そのまま青龍家の屋や敷しきに連れ去ろうと考えたぐらいだ。

　それでも、何とかそれを抑おさえて冷静な顔を装った。

　なぜそうしたのかは、実は自分でも不思議だった。白桜に危険な任務なんてさせたくないし、さっさと男ばかりの学舎から連れ出したい。やろうと思えば、白桜がどれだけ嫌いやがっても強ごう引いんにできるのに、顔を見ると躊ちゆう躇ちよする。その理由がよくわからなかった。

「……大だい丈じよう夫ぶだったか、白桜」

　ふいに聞こえた声に耳を疑った。それはできれば会いたくない男のものだった。

「鵬玄……！　どうしてあいつがここに」

　声のした方に顔を向けると、講堂の入り口で鵬玄と白桜が何やら話をしていた。

「白桜、さっきは危なかったな。主上にお前の手伝いの許可をもらった時に、一番に蘇芳という男を探さぐれと命じられたから、彼がいるという講堂に来たんだ。そうしたらお前が入っていくのが見えて。様子を見ていたら、何やら困っていたようだから学生の気をそらしたんだ」

「ありがとう、鵬玄。すごく助かったよ。もう少しで見つかる所だった」

「そうか。これからは俺も協力するから、何でも言ってくれ」

「わかった。じゃあ、あとで作戦会議をしよう。あ、そろそろ講義が始まるから戻もどらないと」

　白桜が足早に学舎の方へと走っていく。その姿を鵬玄が目を細めて見つめていた。

　その表情は、悪党達から妖鬼帝と恐おそれられているいつもの彼からは考えられないほど、穏おだやかで優しげだ。そういえば、いつからか白桜にだけあんな顔をするようになっていた。

　親友同士だからだとずっと思っていたが、そうではなかった。

　それは白桜が〝好き〟だからこそ見せる表情だったのだ。

　彼が白桜に告白する場面を目もく撃げきして、心の中は嫉しつ妬との風が吹き荒れた。

　そして今は、その風が嵐あらしとなって心の中にある冷静さや自制心を吹き飛ばしている。

　白桜を見送ってきびすを返そうとした鵬玄が、木こ陰かげに立っていた青丞を見付けたのか、はっとして足を止めた。

「青丞。──何をしている？」

「こちらの台詞せりふだな。お前こそ、こんな所で何をしている？」

　理性を総動員して、静かな声を心がけた。それなのに出たのは低くてとげのある声だ。

「俺は白桜の捜そう査さの手助けに来た。……ちょうどよかった。お前に聞きたい事がある。大だい内だい裏りで会った時、お前は白桜の行方ゆくえを知らないと言っただろう。それなのに、その次の日にはここに来たそうではないか。あの時、お前は白桜の任務の事を知っていたのではないか？」

　確かに鵬玄には白桜の事を知らないと言った。

　自分でも心が狭いと思うが、恋こい敵がたきにわざわざ教えてやる義理はないと思った。

「だとしたら、どうする？」

　挑ちよう戦せん的な声を放つと、鵬玄の顔つきが変わった。不ふ審しんそうな目をこちらに向ける。

「なぜ、噓うそをついた？」

　いつも寡か黙もくなくせに、白桜の事となるとよく喋しやべる。青丞は口角だけをくっと上げた。

「白桜の『秘密』を、俺も知っている」

　鵬玄が目を見開いて息を吞のんだ。

　しかしさすがに百ひやく戦せん錬れん磨まの強者だけあって、すぐに表情を引き締しめる。

「秘密とは何の事だ？」

「とぼけるな。俺の屋敷で白桜に告白したくせに」

「なるほど。あれを見ていたのか。確かにあれは少々場をわきまえない行こう為いだったな。だがあの時はどうしても気持ちを抑おさえられなかったんだ」

　少しは怯ひるむかと思ったが、態度にも声にも動どう揺ようは見られなかった。

「青丞、はっきり言おう。俺は白桜が好きだ。その気持ちに一いつ片ぺんの曇くもりもない。白桜を守っていきたいと思っている。邪じや魔まはするな……と言っても、その顔からするとそうはいかないようだな」

「ああ、もちろんだ。俺は里桜姫を愛している。俺の気持ちにも一片の曇りもない。龍陽寮に来て、白桜をじっくり観察した。確かに白桜は里桜姫だ。今まで騙だまされていたという気持ちもないではないが、それでも愛する気持ちは変わらない」

　青丞は言葉を句切って、目に力を込めた。

「俺はほしいものは必ず手に入れる。お前に彼女は渡わたさない」

　宣戦布告の声が堂々と響ひびいた。鵬玄の口元がゆっくりと笑えみの形を取る。
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「好きなだけ吠ほえるがいい。俺もお前に白桜を渡すつもりはない。勝負だな、青丞」

　挑戦的な笑みに負けまいと、更さらに視線を鋭するどくしようとすると、ふいに鵬玄が右手を向いた。

「誰だれだ！」

「ああ、待ってくれ。太刀たちは抜ぬかないでおくれ。私だよ」

　木陰から出てきたのは朱咒だった。

　話に集中していたとはいえ、彼がそこにいた事にまったく気付かなかった。

「相変わらず気配を消すのがうまいな。お前は本当に油断ならない」

　声に不審な色が混じった。同じ四神の跡あと取とりではあるが、朱咒は自分達とは何かが違ちがう。

「まったくだ。こんなに近くにいるのに、俺が気付かないとは。俺達には内密でお前が白桜と一いつ緒しよに主上から任務を任されたと聞いて、一つ思った事がある。──お前は何者なんだ？」

　鵬玄に問いかけられても、朱咒は涼すずしい顔だった。

「私は私だよ。朱雀家の朱咒だ。それ以上でも以下でもないさ。それより、こんな所で火花を散らすのはやめてほしいね。誰が話を聞いているかわからないだろう。──特に白桜の『秘密』については、言動に十分注意してもらわないと」

　朱咒が口元に人差し指を当て、片目を瞑つぶった。

「お前も知っているのか？」

　さほど驚おどろきはなかった。朱咒はこの世のすべての情報を知っているような気さえした。

「まあね。その秘密は、白桜の命を危険にさらすものだ。もし世間に知られたら、処しよ刑けいは免まぬかれない。白桜が大事なら、秘密には一いつ切さい触ふれないで沈ちん黙もくを守る事だ」

　それはよくわかっていた。四神の跡取りが女だなんてあってはならない事だ。

　帝みかどと世間を騙した罪は、おそらく白虎家全体にも及およぶ。朱咒がゆっくりと近寄った。

「私は白桜を気に入っているよ。……ああ、君達の好きとはちょっと違うけど。働き者で正直で頑がん張ばり屋で、できたらもっと一緒にいたいと思っている。だから、その秘密が誰にも知られないよう協力しようと思っている。白桜が首を切られて処刑される所は見たくないからね」

　朱咒の言葉に、鵬玄が頷うなずいた。

「それはもちろんだ。俺はずいぶん前から秘密を知っていたが、それを口にしたら白桜がどうなるかわからなくて、ずっと黙だまっていた。聞きかじった話だが、白桜が男だと噓をついているのは、姉の薬の為ためのようだ。本当に田舎いなかに姉がいて、彼女が病気らしい」

　それはもしや、一度だけ見た里桜姫のふりをしていた女性ではないかと、青丞は思った。

　彼女は白桜と顔立ちがよく似ていて、声もそっくりだった。あれだけ似ている女性が他人だとは思えない。そういえばあの女性は線も細くて、あまり顔色がよくなかったように思う。

「その病気を治す薬と引き替かえに、男のふりをして白虎家の跡取りになったようだ。それを知った時、白桜らしい理由だと思った。だから決めた。白桜の秘密は一生心にしまって誰にも話さないと」

「ああ、秘密は守らねばならないだろう。ここだけの話にして漏もらさないようにしなければ」

　顎あごに手を当てて呟つぶやくと、朱咒がたしなめるような目つきをした。

「そうした方がいいね。でも青丞、ここにきてからの君の行動はおかしすぎるよ。白桜に危険な真似まねはするなと言って妙みように過保護になっていたから、君が秘密を知ったとすぐにぴんときた。白桜を強ごう引いんに龍陽寮から連れ出したりしたら、どうしようかと思っていた所さ」

　朱咒が腰こしに手を当てて、大きなため息をついた。

「あんな態度じゃ白桜だって変に思うよ。白桜は、君が秘密を知っているとは気付いていないんだろう？」

　確かに、自分の態度はおかしなものだっただろう。だが、それを改める気はなかった。

「まだ伝えてはいない。今回の捜査については、ある程度は見守ろうと思っている。だが捜査が終わったらすぐに白桜にすべてを告げて、危険が及ばないよう都から連れ出すつもりだ」

　朱咒がやっぱりと再びため息をつき、鵬玄が目を剝むいた。

「そんな事をしたら、白虎家は終わりだぞ。跡取りがいなくなれば一族は都を追われる！」

「だがもし白桜が女だとばれたら、それぐらいの処分ではすまなくなるぞ。下手へたをしたら、連帯責任で全員処刑だ。死ぬよりも、都を追放の方がましだろう。もちろんそうなった場合は、青龍家で一族の面めん倒どうを見るつもりだ。不自由はさせない」

　決意の眼まな差ざしを向けると、鵬玄が再び口を開こうとした。

　だが朱咒が片手を上げて、それを遮さえぎる。

「まあまあ、二人とも落ち着いて。……青丞、そんな事をしたら、白桜に恨うらまれると思うよ。夢だった官かん吏りになれて、頑張っているんだから」

「それでも、このまま噓を突つき通せるはずがない。いずれ綻ほころびが出てくる。もし世間に知られたら、いくら俺でも都から連れ出すのは難しくなる。まだ秘密が漏れていない今のうちでないと。それが白桜の為なんだ」

　言葉は自分にも言い聞かせた。里桜姫ひめが大事だ。処刑なんて絶対にさせない。

　彼女の秘密を丸ごと抱かかえて、それでも彼女を守ろうとするなら、この手しかなかった。

「今回の捜査は協力する。だがこれが終わったら、白桜にすべてを告げて、都から連れ出す。お前達が反対しても無む駄だだ。誰にも邪魔はさせない」

　言い置いて、二人に背を向けた。強引だとわかっているし、白桜の夢を潰つぶす事になるというのもわかっている。だが白桜の安全を一番に考えるならこの方法しかない。

　青丞は自分の考えを肯こう定ていするかのように大きく頷いた。
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「白桜、いるか？」

　寄宿舎の部屋にいた白桜は、戸の向こうから聞こえた声に顔を上げた。

「その声は、鵬玄？」

　立ち上がって戸を開けると、やはり鵬玄が立っていた。

「どうしたんだ？」

　何か用事だろうかと見つめると、彼は珍めずらしく躊ちゆう躇ちよしたように目を伏ふせる。

「いや、何か困った事はないかと思って様子を見に……」

「困った事があったら、俺が対処する。心配せずに帰れ」

　声はすぐ後ろで聞こえた。いつのまにか青丞が来ていて、背の高い二人が頭上で睨にらみ合う。

「青丞と同室だというのは本当だったのか」

（どうして鵬玄が怒おこった顔をしているのかな……？　あ、もしかしてわたしが女だって知ってるから心配しているのかな）

　慌あわてて鵬玄の胸を押して一緒に廊ろう下かに出た。戸を閉めて、辺りに誰もいないのを確かめる。

「心配しなくていいよ。大学寮の時も青丞と一緒の部屋だったけど、秘密はばれなかったし」

　安心させようとそっと話しかけたが、鵬玄は眉まゆ根ねを寄せたままだった。

「だが、あの時とは事情が違う。今からどうにかして、部屋を移動できるよう手配して……」

　そこへ派手な音を立てて戸が開いた。顔を見せたのは青丞だ。

「何を心配しているのか知らないが、今回の捜そう査さが終わるまではある程度見守ると言ったはずだ。よけいな事をしていないで、さっさと帰れ」

「よけいな事とは何だ。大体、どうして同室なんだ。お前は学生じゃないだろう」

「どこで寝ね泊とまりしようと俺の勝手だろう。ちゃんと許可ももらってある」

「ふ、二人とも、どうしてそんなにむきになってるんですか。……というか、どうしてそんなに喧けん嘩か腰ごしで話してるんですか。おかしいですよ」

　知る限り、青丞と鵬玄は互たがいに認め合っているという感じで、特に仲が悪いという印象はなかった。それなのに、今の彼らからは互いを牽けん制せいし合う様子がひしひしと伝わってくる。

　普段はどちらも感情を顕あらわにする事は少ないのに、どういう事かと目を丸くした。

　鵬玄がこちらに目を向けてはっとした顔になる。そして考え込むように目を伏せて頷いた。

「……わかった。俺も雅が楽がくの会までは龍陽寮で寝泊まりする事になっている。だから俺もこの部屋に住む」

「はい？　言っている事がおかしいぞ。それにここは二人部屋でそんなに広くないから鵬玄が寝る所なんてないし」

「座れる場所さえあれば十分だ。……白桜、駄だ目めか？」

　親友にそう聞かれて、嫌いやだとは言いにくかった。

「駄目に決まっている。早く寄宿舎から出て行け」

　どう答えようかと悩なやんでいると、青丞に手を摑つかまれた。そのまま部屋へと引き戻もどされる。

　青丞が戸を閉めようとすると、鵬玄が足を入れてそれを遮った。

「いや、部屋に入らせてもらう。駄目なら廊下で待たせてもらう。かなり目立つがいいか？」

「よくないよ！　二人とも、何だかとっても大人げない言い合いをしているように聞こえますよ。とにかくもめるのはやめてください。目立つのはまずいんですから。……鵬玄、わかったよ。この部屋で寝泊まりすればいい。入って」

　幸い消灯時間をすぎているから廊下に学生の姿はないが、いつ部屋から出てくるかはわからなかった。学生達に、四神の跡取り二人が言い合いをしている所を見られるのはまずい。

「駄目だと言っただろう。俺の部屋だぞ」

「青丞、ここはわたしの部屋でもあります。迷めい惑わくをかけないように、鵬玄にはわたしの布ふ団とんで寝てもらいますから」

「「駄目だー！」」

　二人同時に叫さけばれて、思わず耳を塞ふさいだ。

「何を焦あせっているんですか？　わたしは身体からだが小さいので入り口の方で丸まって寝ればそう邪じや魔まにはなりません。鵬玄は身体が大きいから、わたしの布団を使って寝てもらえばいいかと」

「あ、ああ、そういう事か」

　鵬玄が顔を真っ赤にしながらも、息をついた。

「そうだな、まさか一いつ緒しよに寝る気かと思ったが……」

　青丞の呟きを聞いて、そういうとらえ方もあったかと今いま更さらのように慌てた。

「違ちがいますよ！……鵬玄、誰だれかに見られないうちに早く入って。青丞も何をかりかりしているのか知りませんが、同じ目的を持つ者同士なんですから、協力しあってください」

　腰に手を当てて二人を交こう互ごに見る。鵬玄と青丞は互いに顔をそらして、仏ぶつ頂ちよう面づらをしていた。

　戸を閉めると部屋の空気が重たく感じた。心でため息をつきつつ顔には笑えみを浮うかべる。

「三人で同室なんて大学寮以来ですね。仲良くしましょう」

　明るい声を心がけたのに、返ってくる言葉はなかった。二人はそれぞれ顔を背そむけて、部屋の隅すみと隅に移動する。青丞は書物を読み始め、鵬玄は太刀たちを抜ぬいて手入れを始めた。

（二人ともどうしたんだ。もめている原因はなんだ？　こんな調子では捜査に支障が出るぞ）

　考えてみたが、思い当たるふしがまったくなくて首を傾かしげた。
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　昼は汗ばむほど暑いが、日が暮れると涼すずやかな夜風が吹き始めた。

　白桜はそれを頰ほおに感じながら、辺りを見回す。

　ここは寄宿舎の二階にある露ろ台だいだ。白桜の腹の位置まである手すりに囲まれた露台はかなり広く、五十人ほどの学生達が座ってもまだ余よ裕ゆうがあるぐらいだ。張り出した露台からは正面に広場が見えていて、そこには四日後に行われる雅楽の会の舞ぶ台たいが設営されている。

「学生諸君！　今日は雅楽の会に出る演者と舞まい人びとたちを応おう援えんする為ために、ささやかだが宴うたげを開く。無礼講で盛り上がろうぞ！」

　音おん頭どをとったのは、白桜を最初に案内してくれた寄宿長の泰博だった。

　学生達の歓かん声せいが夜の露台に響ひびいて、大皿に用意された料理がどんどん運ばれてくる。

「美味おいしそうだな」

　目の前の皿には大きな焼き魚がのっている。

　他ほかの皿には強こわ飯いいや、きじなどの肉料理、山菜や野菜がこれでもかというほどのっていた。

　食しよく欲よくをそそられてお腹なかがぐうと鳴ったが、慌てて首を振ふって気を取り直す。

（学生が集まる宴で情報が聞けないかと思って参加したんだ。食べ物につられている場合じゃないぞ。それにしても盛大だな。有志だけでやるって言ってたけど、けっこう集まってるし）

　辺りを見回すと、どうやら酒も用意されているらしく、学生達が盃さかずきを酌くみ交かわしていた。

「おう！　お前は確か、白連だな。寄宿舎には慣れたか？」

　振り向くと、泰博が赤い顔をして近づいてきて、いきなり肩かたを組まれた。

「はい、何とか。……すみません。あまり近づかれるとお酒の臭においが……」

　つい顔をしかめた。酒は苦手だし、臭いもあまり好きではない。

　それなのに泰博は気にした様子もなく、更さらに顔を近づけてくる。

「何を上品ぶってるんだ！　お前は女か！」

　冗じよう談だんに違いないが、心臓が縮み上がった。

　それを顔に出さないようにしながら、それとなく泰博の腕うでをほどく。

「寄宿舎は酒は厳禁ではないのですか？　寄宿長自らそれを破っていいのでしょうか」

「今日は無礼講だと言っただろう。お前も飲め！」

　目の前に酒の入った盃を突き出されたが、両手を振った。

「あまり酒は得意ではなくて……」

「寄宿長の命令だぞ。俺の酒が飲めないというのか！」

（完全に酔よっ払ぱらいだ。しかも酒に吞のまれて冷静さを失う迷惑な方の。何とか断って逃にげよう）

「本当に酒は駄目なんです。あっちで食事を頂いて……うっ」

　泰博の脇わきを通り抜けようとして、ふいにひどい頭痛に襲おそわれた。

　この頭痛には覚えがある。秘薬の効果が消えて髪かみと目の色が戻る時、いつも訪おとずれるものだ。

（まずい……！　こんなたくさん人がいる中で薬が切れたらすぐに素す性じようがばれてしまう！）

　焦ってきびすを返そうとしたが、泰博に腕を摑まれた。

「逃がさないぞ。さあ、じっくり酒を酌み交わそう。今夜は一晩中つきあってもらうからな」

　今すぐにでも髪と目の色がもとに戻るかもしれないのに、酒なんてゆっくり飲めるはずがなかった。頭痛はどんどんひどくなる。痛みを堪こらえつつ、泰博の手を振り払はらおうとした。

「嫌です。放してください！」

（頭が痛い……！　割れそうだ。予備の秘薬が部屋にあるから、戻って早く飲まないと！）

　このままでは学生達に探さぐりを入れるどころではない。

　万一の為に目元を片手で隠かくしつつ、何とか泰博から逃のがれようとした。

「ん？　お前……髪の色が変じゃないか？　白っぽくなっているような……？」

　まずい！　と心の中で叫んで、そのまましゃがみこんで空いている片手で頭を覆おおった。

「おい、ちょっと見せてみろ。髪が……あっ！」

　ふいに頭上で戸と惑まどうような声がして、ようやく泰博の手が腕から離はなれた。

　わずかに顔を上げると、泰博の腕を摑んでいる者がいた。

「何をする─────うっ」

　泰博の腕を握にぎっているのは、夜でも目立つ紺こん碧ぺきの髪と瞳ひとみをした青丞だった。

「学生の無礼講と言っても、限度があるのではないか。嫌がる者に酒を飲ませるな」

　酔いも一気に醒さめるような冷ややかな声だった。

「何を言う！　先せん輩ぱいの酒をありがたく飲むのは、後こう輩はいの務めだ。四神の跡あと取とりといえど、口出しは無用に願おう！　それにこいつはおかしいんだ。髪の色が……」

「何を言っているんだ。酔っ払うと目まで悪くなるようだな」

　さりげなく、青丞が白桜の前に立った。

　ちょうど壁かべ際ぎわにいたので、学生達の目から逃れられて、ひとまずほっとする。

「おい、泰博。やめとけよ。相手が悪いぞ！」

　他の学生達もさすがに止めようとするが、泰博はふらふらしながら青丞と向き合った。

「酔っ払ってなどおりません！　いいですか。我らは雅楽の会を目前にして、酒を酌み交わして学生達の結束を固めようとしているのです。部外者は黙だまっていてもらいましょう」

「なるほど、それは確かに一理あるな」

　そこへ話に割って入ったのは、いつのまにか露台に来ていた鵬玄だ。

　鵬玄は青丞と並んで立ち、白桜を背で隠すようにした。

「ではその酒は、俺がもらおう。そんな小さな盃ではなくて、そこの大皿につげ」

　鵬玄が指し示したのは、両りよう腕うでを拡ひろげたくらいはあろうかという大きさの皿だった。さきほどまではきじ肉がのっていたが、今は学生達の胃い袋ぶくろにおさまったのか何ものっていなかった。

「そ、そんな、こんなに大きな皿で酒を？」

　さすがに学生達が啞あ然ぜんとした。

「ああ、俺は雅楽の会の警護責任者としてここに来たし、青丞は雅楽の会に出る予定だ。成功を祈いのる気持ちはお前達と同じだぞ。俺達も結束の輪に入れてほしいんだ。なぁ、青丞」

「そうだな。学生に混じって酒を酌み交わすのも面おも白しろそうだ。さあ、その大皿に酒をつげ。俺も酒をもらおう」

　長身の二人の背中に隠れるようにしていた白桜は、鵬玄が背に回した手を動かして廊ろう下かに続く戸へ行けと示しているのに気付いた。

（もしかして……いや、もしかしなくても助けてくれたんだ！　ありがとう。二人とも）

　移動すると、さりげなく青丞と鵬玄が身体の向きを変えて、学生達から見えないようにしてくれた。

　白桜は身を低くして戸にたどり着き、こっそりと廊下に入る。背後でおお！　と歓声が上がったので振り向くと、鵬玄が大皿になみなみ注がれた酒を一気に飲み干していた。

「すごい……。あんなに飲んで顔色一つ変えないなんて」

　大皿は青丞にも渡わたされて、彼も注がれた酒を顔色一つ変えずに飲んでいた。

　学生達はそんな二人に釘くぎ付づけで、誰も白桜がいなくなったのに気付かないようだ。

「やあ、すっかりいつもの姿に戻もどったね。学生達に見られなくてよかった。危なかったね」

　声をかけたのは、いつのまにか近くまで歩み寄っていた朱咒だった。

　髪を手にとって見てみると、白銀になっている。おそらく目の色は紅だろう。

　頷うなずいて、再び露台へと目をやった。青丞と鵬玄が学生達相手に話をしている所だった。

「……本当に助かった。学生達に探りを入れられなかったのは残念だけど」

　悔くやしくて唇くちびるを嚙かみしめると、朱咒がふいに表情を引き締しめた。

「実は話があって来たんだ。脅きよう迫はく文の事だ」

「何かわかったんですか？」

　声を潜ひそめると、朱咒が小さく頷いた。

「君が講堂から持って来た蘇芳が書いた雅が楽がくの会の進行表があっただろう。あれと脅迫文の筆ひつ跡せきが一いつ致ちした。どうやら、蘇芳は反対組織の一員だと思って間ま違ちがいないようだな」

　新たな真実を前にして、白桜は息を吞のんだ。

「そう……ですか。主上がお知りになったら悲しまれるでしょう。彼を気に入っていらしたから。ですが証しよう拠こが出た以上、蘇芳博士に焦しよう点てんを絞しぼって捜そう査さを進めた方がいいと思います」

「賛成だ。また秘薬を飲んで姿を変えるんだろう？　私はこの姿では目立つから、君が蘇芳を尾び行こうして動きがあったら知らせてくれ。私は雅楽の会の演者に蘇芳の仲間がいないか調べる」

　白桜は頷いた。雅楽の会はもうすぐだ。

　必ず成功させると心に誓ちかい、再び秘薬を飲む為に急いで自室へと戻った。
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　雅楽の会はもう明日に迫せまっていた。

　脅迫文と蘇芳の筆跡が同じだったと知った白桜は、数日前から青丞や鵬玄と交代しながら蘇芳を尾行していた。

　尾行するといっても、蘇芳は講堂からまったく出る事なく数日がすぎた。

　そして今日も日中はずっと講堂で、夕方になっても彼はそこから出てこない。

　もうすぐ青丞と交代する時刻だ。このまま明日の雅楽の会を迎むかえてしまうのかと焦あせっていると、暗くなってきた頃ころになって蘇芳が講堂から出てくる姿を目もく撃げきした。

「やっと動き出したな。……青丞はまだ来ないし、行き先を確かく認にんしてから知らせよう」

　動きがあったらすぐに連れん絡らくしろと言われているが、知らせに行っている間に蘇芳を見失ってはまずい。何より、雅楽の会まで時間がない。

　反対組織の目的が何なのか、手がかりが少しでもほしかった。

　蘇芳のあとを息を殺してついていくと、寄宿舎の正面にある広場に出た。

　そこには、明日行われる雅楽の会の舞ぶ台たいが作られている。

　広場の隅すみにある木こ陰かげから、野外に作られた舞台を見つめて、改めてその大きさに驚おどろいた。

「完成した舞台をこんなに近くから見るのは初めてだけど、かなり立派だな。これが雅楽の会の為ためだけに作られたのか」

　木造の舞台は、おそらく二、三十人が乗って踊おどってもびくともしないだろう。

　背後には金屛びよう風ぶが置かれ、綺き麗れいに磨みがかれた床ゆかを囲むように、背の低い朱しゆ塗ぬりの柵さくがあった。

　舞台の正面には、いくつもの細長い腰こし掛かけが置かれている。

　当日はこの腰掛けに、数百人の学生達と雅楽寮の楽人達が座る予定のようだ。

（どうしてこんな遅おそい時間に舞台へ来たんだろう。練習なら学生達も来るはずだよな……）

　辺りを見回したが、人の気配はない。舞台に目を戻すと、蘇芳が端はしにある階段を使って舞台へと上がっている所だった。昇のぼりきったのを見届けて、身を低くして近づく。

　幸い暗いせいで、蘇芳には気付かれずに舞台の下までたどり着けた。

　彼は大学寮に敵対心を持ち、雅楽の会で学生達と何かしようと準備をしているようだ。

　そして龍陽寮の頭に送られてきた脅迫文は、彼の筆跡と一致した。

　状じよう況きようだけを見れば、蘇芳はとてもあやしい。

　しかし白桜は、胸に何かがつっかえているような気がして、どうもすっきりしなかった。

（うまく言えないけど、蘇芳博士は悪い事をする人には見えないんだよな）

　里桜姫ひめとして会った時、身分の差なく音楽を楽しめる世の中になればいいと言っていた。

　そう言った時の彼は、とても噓うそを言っているとは思えなかった。

　もし本当にそう思っているのなら、学生達が雅楽の会の準備を一いつ生しよう懸けん命めいやっているのを近くで見ているのに、それを潰つぶすような事はしないのではないか。

　そうは思うものの、やはりこの状況では彼が一番の容疑者である事は間違いない。

　白桜は気配を殺しつつ、そっと背せ伸のびした。

（うっ、けっこう舞台が高いな。目の高さと変わらないから見えるかと思ったんだけど。……あ！　誰だれかの足もとが見える。あれがきっと蘇芳博士だ！）

　博士が着る若草色の狩かり衣ぎぬの裾すそが、かろうじて目に入った。

　だが見えるのはそれだけで、舞台が高すぎて蘇芳の膝ひざから上はどれだけ背伸びしても見えない。これ以上じたばたすると見つかる恐おそれがあるので、そのままじっと裾だけを見つめた。

　すると、蘇芳の足がふいに止まる。彼がいるのは舞台の奥にある金屛風の前のようだった。

　耳をすますと、何やら話し声が聞こえてくる。

「誰か金屛風の裏にいるのかな……？」

　確かめたいが、動けば見つかるかもしれない。

　そのまま必死で耳をすましていると、ふいに蘇芳の興奮したような声が舞台に響ひびいた。

「駄だ目めだ！　やはりそんな事はできない」

　焦ったような怒おこったような声だ。何やら言い争いが始まったようだった。

　声が大きくなったので、どうにか話が耳に届く。あざ笑うような低い声が聞こえてきた。

「今いま更さら何を言う。一度は引き受けた事だろう。雅楽の会を成功させてはならない。何もかも壊こわしてしまえ。明日この火薬を舞台に仕し掛かければいいだけだ」

　火薬、という言葉に息を吞んだ。

「そんな事をしたら舞台にいる学生達はどうなる。怪け我がをするぐらいじゃすまないぞ。いろいろと思う所はあるが、それでも私は雅楽の会の成功を願っている。そんな事はできない」

「断るのもいいだろう。以前にも言ったが、そうなったら舞台にいる学生だけでなく、観覧している学生にも血の雨が降る。覚かく悟ごしておく事だ」

　背筋がぞくりとした。かたかたと震ふるえるのが止められない。声は男なのは確かなようだが、くぐもっていて聞き取りにくく、まるで地じ獄ごくに住む鬼おにのように冷れい徹てつで人間味がなかった。

「いったい、何をする気だ！」

「知りたいなら、何もしなければいい。ただ、明日の今いま頃ごろは龍陽寮には無傷な学生は一人もいないだろう。お前がこの火薬を仕掛けるなら、被ひ害がいは最小限ですむ。────よく考えろ」

　小さな足音が舞台からした。どうやら地獄に住む鬼は去ったようだ。

　白桜は竦すくんだ足に活を入れ、舞台の左奥に作られた階段へと走る。

　急いで駆かけ上がり、空を睨にらんで立ち尽つくす蘇芳へと駆け寄った。

「蘇芳博士！」

　蘇芳がこちらに顔を向けて、身構えるような仕草をした。

「わたしは敵ではありません。龍宝帝から密命を受けて参りました。白虎家の白桜です」

　蘇芳が訝いぶかしむ目をした。視線は、白桜の髪かみと目を交こう互ごに行き来している。

「髪と目の色は、白虎家に伝わる秘薬で変えてあります。噓だと思うなら、朱雀家の朱咒に確かめてもらってかまいません」

　言い切ると、蘇芳が何か考えるように視線を落とした。そしてしばらくの沈ちん黙もくのあと、再びこちらに目を向ける。そこには、何かを決意したような力強さがあった。

「お前の噂うわさは聞いている。大だい内だい裏りで龍宝帝の暗殺が企くわだてられた時に、それを阻そ止ししたそうだな。他ほかの四神の跡あと取とり達が来ているのに、どうして白虎家の白桜だけがいないのかと不思議に思っていたが、お前がそうだったのか。お前達がここにいるのは頭に脅迫文が来たからか？」

「どうして、その事を……？」

「あの脅迫文を書いたのは、私だ」

　思わず目を見張った。筆跡が一致したので、彼が書いた可能性は限りなく高いと思っていたが、自分からそうだと言うとは思わなかった。

「どうして……どうして、あんなものを書いたんですか！」

「仕方なかった。雅楽の会を潰せと脅おどされて。舞台に火薬を仕掛けろ、さもなくば学生全員に血の雨が降ると言われて。他人に話せば即そく座ざに学生に危害を加えると言われ、悩なやんだ末に頭に脅迫文を出した。頭が中止にしてくだされば惨さん劇げきは防げるかもしれないと思って」

「いったい、誰がそんな脅しを？」

　卑ひ怯きような脅しに怒いかりがわいた。思わず身を乗り出したが、蘇芳の目が伏ふせられる。

「…………言えない。最初にこの話をもちかけられた時に断って、あいつの事を主上に訴うつたえようとしたら、寄宿舎に火薬を仕掛けられた。少量だったからぼや騒さわぎですんだが、もしあいつの事を他人に話したら、今度はあの何十倍もの火薬を学舎に仕掛けるぞと脅されている」

　そういえばと思い出す。最初に龍陽寮に来た時、寄宿長の泰博にぼや騒ぎがあったから、火の始末には十分気をつけろと言われていた。

「そんな事ができるなら、どうして雅が楽がくの会でわざわざあなたを脅してまで火薬を仕掛けさせるんでしょう。自分達でやった方が早いし確実だろうに」

　ふと疑問に思った事を口にする。蘇芳は苦しげに顔を歪ゆがめて首を振ふった。

「わからない。ただ、あいつは私が火薬を仕掛ける事に意味があると言っていた。他の誰でもなく、私でなければ駄目だと」

　敵の考えがよくわからなくて混乱したが、まずは落ち着こうと一度深呼吸する。

　気持ちが高ぶっているままでは、冷静な判断力が失われる。

　敵の正体を知りたいが、蘇芳のこの様子ではそう簡単に口を割りそうになかった。

　まずは彼の信しん頼らいを得る事が必要だろう。白桜は言葉を選んで口を開いた。

「あなたは学生を募つのって、秘ひ密みつ裏りに何かを企たくらんでいた。わたしはそれを知って、あなたが雅楽の会の邪じや魔まをしようとしているのではないかと思っていました。あなたはいったい、何をしようとしていたのですか？」

　蘇芳が講堂の方へと目をやった。その目が少しだけ細められる。

「やましい事はしていない。学生と行っていたのは、雅楽の会で発表する特別な演目の練習だ。学生が、自分達にしかできないような演目を披ひ露ろうして、学問ばかりの大学寮に雅楽の素す晴ばらしさを伝えたいと言い出して。みんなにも驚おどろいてもらいたいから内密でと頼たのまれた」

　蘇芳の口元に薄うすく笑えみが浮うかぶ。

「彼らは一生懸命練習していた。あいつに、火薬を仕掛けなければ学生全員に血の雨が降ると言われて、一度は舞ぶ台たいを爆ばく破はさせる事を承しよう諾だくした。だが彼らの努力する姿を見て、やはりできないと思った。もし火薬を仕掛けたりしたら、舞台にいる彼らはただではすまない」

　蘇芳の握にぎった拳こぶしが震えていた。誰も傷付けたくないという気持ちが伝わってくるようだ。

「実は私の父はあまり身分が高いとは言えない。そのせいで私は学力は十分だったが、大学寮の入学試験で落とされた。大学寮は身分もそれなりでないと入学を許可されないからな」

　初耳だった。目を見開くと、蘇芳が苦く笑しようした。

「そんなこともあってあまり大学寮にいい感情は持っていなかった。だから最初は大学寮との合がつ併ぺいに反対していたが、今では違ちがう。二つの学舎が合わさってそれぞれ良い所を伸のばし合っていければいいと思っている」

「それは、わたしも同じ気持ちです。実はわたしも今では白虎家の跡取りですが、もともとは田舎いなかに住む貧びん乏ぼう貴族でした。最近白虎家の血を引いている事がわかって都にきたのです。でも、田舎に住んでいた時は、学問を習いたくてもなかなかそうはいかなくて」

　蘇芳のこちらを見る目つきが少し和やわらいだ気がした。

「そうか。君もいろいろとあったのだな。……私は大学寮の改革に賛成だ。私のように、身分の問題だけで学問に携たずさわれなくて悔くやしい思いをする者をこれ以上増やしたくない」

　真しん摯しな言葉が胸を打った。彼の気持ちは痛いほどわかる。

　白桜も〝女〟だというだけで、それがばれてしまったら二度と学問にも政まつりごとにも携われない。

　それが悔しくて悲しくて仕方ないから、どんなに危険でも改革を実現させる為ために精いっぱいの事をしているのだ。

「わたしもそう思います。わたしも大学寮の改革を成功させたいからこそ、素す性じようを隠かくして今回の事を調べているのです。……さきほど火薬を渡わたされたのではないですか？　だったらそれをこちらにください。龍宝帝に報告して対策を練ります。あとは任せてください」

　手を差し出したが、蘇芳は苦く悩のうの表情を浮かべて、視線を落とした。

「……あいつは恐ろしい奴やつだ。火薬を渡してお前に協力すれば、必ず制裁を加えるだろう。私は何をされてもいい。だが学生に被害が及およぶのは避さけたい。仕掛け方次し第だいでは、学生を巻き込まずにすむかもしれない。彼らは私の大切な教え子だ。守らなければならない責任がある」

　声には大きな決意が宿っていた。

　彼の手が腰こしへと動く。そこにぶら下がっている布ぬの袋ぶくろに、どうやら火薬が入っているようだ。

「これは私が持っておく。…………虫のいい話だが、龍宝帝にはこの事は黙だまっていてくれ。明日はこれを仕掛けるが、学生を巻き込まずに爆ばく発はつさせる方法を考えるつもりだ。何もかも終わったら、火薬を仕掛けた罰ばつも甘んじて受けよう」

「ですが明日はたくさんの学生がここで演奏や舞ぶ踊ようを披露するのです。誰も傷付けずに爆発させるなんて、そんなにうまくいくとは思えません！」

「それでも、もうこの手しかない。もしこれを爆破させなかったら、あいつは学生に直接危害を加えるだろう。みんなの命が大事なら、口を噤つぐんでいてくれ」

　蘇芳が背を向けた。声をかけようとしたが、背中が拒きよ否ひしているのに気付いて口を閉じる。

　きっと彼を説得するのは難しいだろう。以前から脅されていて、彼なりに悩んだ末に出した答えだ。去って行く蘇芳の背中を見つめ、これからどうするべきかと考える。

（蘇芳博士は誰だれも巻き込まないように爆発させるって言うけど、そんなに都合よくいくはずない。犠ぎ牲せい者しやが出ないようにするには、やはりすぐに主上に報告して対策を練るべきだ！）

　ふいに危険な事はするな、何かあったら報告しろと言っていた青丞の顔が頭に浮かぶ。

　彼にこの事を報告するなら、一度寄宿舎に戻もどらなければならない。

　雅楽の会は明日だ。寄宿舎に戻って彼に報告するわずかな時間も惜おしかった。

「まずは主上に報告だ。それが終わってから、青丞達に事情を話そう」

　そう決めて、舞台を降りて外に出る門に向かって駆け出した。
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「あれ、どこに行くの？」

　龍陽寮の門が見えてきた所で、白桜は声をかけられた。

　足を止めて振り向くと、書物を数冊抱かかえた皐月が不思議そうな顔をして立っている。

「ちょっと用があって。……皐月こそどうしてこんな夜遅おそくに外にいるんだ？」

　気持ちは焦あせっていたが、何とか落ち着こうと息をつく。

　騒ぎは起こしたくなかった。こんな時間に外をうろついているだけでも処しよ罰ばつの対象だ。

　何とか皐月を言いくるめて、静かに龍陽寮を出たかった。

「僕は博士に頼まれて、書庫で本を探していたら遅おそくなったんだ。それより用って何？　こんな時間に外に出ると怒おこられるよ」

「わかってる。でも急用なんだ。悪いけど、急いでいるから行くよ」

　再び駆かけ出そうとしたが、いつのまにか近くにきていた皐月に前を塞ふさがれた。

「急用って何？　白桜」

「だから、それは……え、今なんて言った？」

　名前を呼ばれた。それもこの龍陽寮の学生が知るはずのない名だ。

　聞き間ま違ちがいだろうかと皐月を見つめると、彼はゆっくりと微笑ほほえんだ。

「急用って何って聞いたんだよ、白桜」

　今度は間違いがなかった。途と端たんに皐月の笑顔が薄うす気き味み悪わるく見えた。

　そういえば、蘇芳が変な動きをしていると最初に囁ささやきかけたのは彼だ。

　その言葉で蘇芳の存在を知り、疑いを持つようになった。それは果たして偶ぐう然ぜんだったのか。

「────どうしたの？　顔色が悪いよ」

　一歩近寄られて、思わず一歩後ずさる。

　彼と距きよ離りを取りたいと思ったのは、危険を察知した本能のせいだ。

「本当に急いでいるんだ。失礼するよ」

　硬かたい表情でそれだけ言うのが精いっぱいだ。背を向けようとすると、含ふくみ笑いが聞こえた。

「とても芝しば居いが上手だったね。それもそうか。女のくせに、男のふりをしているんだもの。芝居が上手じゃないと務まらないよね」

　動きを止めて、息を吞のんで皐月に目をやる。

　今、彼は何と言っただろうか？

「何を言って……」

「ああ、僕には噓うそをつかなくていいよ。君の秘密は知っている。男ばかりの龍陽寮で君が必死に秘密がばれないように振る舞まっている姿が面おも白しろくて仕方なかったんだ。それにしても、女なのに男のふりをしている気持ちってどんな感じ？　教えておくれよ」

　また一歩近づかれたので、一歩下がった。

　笑みが恐おそろしいと感じた。皐月からは触ふれれば凍こごえてしまうほどの冷たさが伝わってくる。

　人を食くらうあやかしがいるとしたら、きっとこんな邪じや悪あくな笑みを浮かべているに違いない。

　逃にげなければ！　本能が叫さけんだ。このままだと皐月にとって食われてしまうと。

　なぜ彼が秘密を知っているのかはわからない。だけどどうして知っているかなんて聞こうとは思わなかった。そんな事よりも早く彼から離はなれたい。

　恐ろしい気持ちと身体からだの震ふるえを極力表に出さないようにしながら、首を振った。

「何の話をしているのか、まったくわからない」

「そう？　じゃあ、違う話をしよう。さっき、蘇芳博士と舞台にいたでしょう？」

　息が止まるかと思った。皐月は懐ふところから出した布で、口元を覆おおう。

「僕と蘇芳博士の会話を聞いていたね？」

　その声に驚きよう愕がくした。それは、さきほど蘇芳が舞台で話していた相手の声だった。

　布で口を覆ったせいでくぐもっていて、しかもいつもの皐月よりはかなり低い声だ。

「……皐月が？　さっきの？」

　身体がすくみ上がった。舞台で話していた相手は、火薬を仕し掛かけろと言っていた。

　普ふ段だんの皐月からは、そんな恐ろしい言葉を吐はくなんて想像もつかない。

「まさか、大学寮との改革に反対している者って……」

　皐月の笑えみが深くなった。それがすべての答えだと、白桜は思った。

「蘇芳博士がね、教えてくれたんだ。君に話を聞かれたって。止めたけど、きっと龍宝帝に報告に行くだろうってね。だから慌あわてて来たんだよ。ここに来て間もない君は知らないかもしれないけど、広場から正門へ行くには近道があるんだ。それのおかげでどうにか追いついた」

　ここで会ったのは、偶然ではなかったようだ。白桜はすぐさまきびすを返す。

「そう簡単には逃がさないよ」

「うっ……！」

　皐月の声と同時に、背後から布で口を塞がれた。息を吸い込んだ途端、頭がくらりとする。

　遠くなる意識の中で、皐月の冷たい笑みだけが強く頭に焼き付いていた。
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　白桜が目を覚ましたのは、薄うす暗ぐらくて狭せまい部屋だった。

　窓一つなくてほこりっぽい部屋には、雑多に道具入れの箱などが積み上げられている。

「ここは……うっ！」

　起き上がろうとして、ひどい頭痛に襲おそわれた。これは秘薬の効果が切れる時のものだ。

「まさかもとに戻るのか？　この間秘薬を飲んでからそんなにたっていないはずだぞ……！」

　秘薬の効果は十日ほど続くはずだが、時折短い期間でもとに戻ってしまう時もあった。

　懐の手鏡を取ろうとして縛しばられている事に気付き、さきほどの皐月との事を思い出す。

「もう起きたの？　あれ、髪かみと目の色が変わってる。どういう仕掛けなんだい？」

　声は左手からだった。そちらに目をやると同時に、明かりが灯ともる。

　手にろうそくを持った皐月が、入り口らしき戸の前で不思議そうな顔をして立っていた。

「おそらく白虎家の秘薬のせいだ。秘薬の作り方が書かれた古文書があると聞いた事がある」

　皐月の後ろから声がした。その声には覚えがあって、白桜は息を吞む。

「お前は……凌りよう箔はく！」

　氷のような微笑を湛たたえて、凌箔が皐月の背後で腕うでを組んでいた。

　凌箔は白金の緩ゆるやかな長い髪に、切れ長の紅の瞳ひとみをしている。それは白虎家の家長と跡あと取とりだけが持つ髪と目の色だ。実は彼は、白虎家の血を引く正当な跡取りだった。しかし数年前、龍宝帝の命を狙ねらった事がわかり、当主である上総によって都から遠く離れた地に幽ゆう閉へいされた。

　だが凌箔は都へ戻ってきた。そして先日、白桜に白虎家の跡取りの座を譲ゆずれと迫せまったのだ。

　皐月と凌箔を交こう互ごに見る。皐月がなぜ自分が女だと知っていたのかようやくわかった。

　この様子からすると、彼らはおそらく仲間だ。

　凌箔は白桜が女だと知っている。皐月にそれを教えたのも彼だろう。

「しばらくぶりだな。今回の計画の邪じや魔まをされては困るので皐月に見張らせていたが、やはりお前は油断ならないようだ。ここで少し大人しくしていてもらおう」

　凌箔が腕うで組ぐみしたまま、入り口近くの壁かべにもたれた。

　縛られたまま上半身を起こすと、皐月がろうそくを持って歩み寄り、すぐ近くで膝ひざをつく。

「明日あしたまで眠ねむっていればよかったのにね。何もできないでここにいるより、起きたら何もかも終わっていたって方が、よけいな事を考えなくていいでしょ」

「本気で爆ばく破は騒さわぎを起こす気か。そんな事をしたらどれだけ被ひ害がいが出ると思っているんだ！」

「被害は出てもらわないと困るよ。だって大学寮との合がつ併ぺいを邪魔する為ためには、派手に騒ぎが起きないといけないからね。これでも人が死ぬのは最小限にしようと思っているんだよ。だから舞ぶ台たいに火薬を仕掛けるんだ。観客席の方だとみんな死んじゃうからね」

　皐月が白桜の顎あごに手をかけ、ぐいっと押し上げた。

「一応みんな僕の学友だから、気を遣つかっているんだ。でも君が邪魔をすると、もっと被害が大きくなるかもしれないよ。だからここで大人しくしておいで。僕は女の子には優やさしくしたいと思っているんだ。だから君を傷付けたくはないけど、逆らうならそうもいかない」

　にっこり笑う皐月に、震えが走った。彼は本気だ。目がそう物語っている。

「……何で、何でこんな事をするんだ。どうしてわざわざ蘇芳博士を脅おどして火薬を仕掛けさせる。やりたいなら、自分達でやればいいのに」

　それは舞台での会話を聞いてから、ずっと疑問に思っていた事だった。皐月が肩かたを竦すくめる。

「龍陽寮の代表的存在である蘇芳博士が爆破騒ぎを起こした方が、より改革に影えい響きようが出るだろう。それに彼は龍宝帝のお気に入りだ。その彼が事件を起こせば、龍宝帝の面めん目ぼくは丸潰つぶれだ。ただ単に爆破騒ぎを起こして雅が楽がくの会を中止させるより、そっちの方がよほど面白い！」

　まるで子供が楽しいおもちゃを見付けた時のように、手を叩たたいて喜んでいた。

　そんな様子が空そら恐おそろしく感じる。

「いい事を教えてあげる。君に蘇芳博士があやしいって教えたのも、龍宝帝を苦しめる為さ。君を通じて龍宝帝に報告してもらおうと思ってね。そして君は僕の予想通りに行動してくれた。大だい内だい裏りにも僕の仲間がいて、君が来て蘇芳博士の事を話したようだと教えてくれたんだ」

　思わず目を見開いた。龍宝帝への報告は内密に行った。

　その内容を知っている者がいるとしたら、そうとう龍宝帝に近い人物だ。

「驚おどろいているみたいだね。僕達の味方は案外たくさんいるよ。龍宝帝の吠ほえ面づらをみたいって貴族達がね。もし蘇芳博士が雅楽の会を潰そうとしていると知ったら、龍宝帝はどんな顔をするだろうねって彼らと楽しみにしていたんだ。想像するだけで笑いが止まらないってね」

　皐月がくすくすと笑った。心から楽しんでいるその様子に、背筋がぞっとした。

「蘇芳博士があやしいって君に思わせる為に、いろいろと苦労したんだよ。雅楽の会の練習を秘密裏にやっている彼らの事を利用して、何か企たくらんでいるように思わせたりさ。講堂で盗ぬすみ聞きさせたのもその為だよ」

「講堂の物置に二人で行った時か？　でもあの時君は騒ぎを起こしただろう。あれでもし捕つかまって、蘇芳博士がただ練習しているだけだってわかったら、どうするつもりだったんだ？」

　そんな事になったら、皐月の苦労も水の泡あわだろう。だが彼は余よ裕ゆうの表情を崩くずさなかった。

「いいや、そうはならないよ。あの時はわざと騒ぎを起こしたんだ。蘇芳博士は頭に脅きよう迫はく文を送って、雅楽の会を中止させようとしていた。彼が学生達と小部屋に閉じこもっていたのは、僕を避さける為さ」

　それだけでぴんときた。蘇芳は皐月に雅楽の会で火薬を仕掛けろと早くから脅されていた。

　龍宝帝に皐月の事を訴うつたえようとしたようだが、学生達に危害を加えられそうになって、仕方なく口を閉とざすしかなかったようだ。

　考えた末に死傷者が出る前に雅楽の会を中止させようと、龍陽寮の頭に脅迫文を出したらしい。そして皐月との接せつ触しよくを避けようと、講堂の小部屋にこもっていたのだろう。

「蘇芳博士は賢かしこいからね。脅迫文を送った事で、龍宝帝の息がかかった者が来るのは予想していたはずだ。こそこそ雅楽の会について調べたり盗み聞きする奴やつがいたら、そいつが帝みかどからの使者だと気付くだろう。そいつが僕と一いつ緒しよに現れたら、彼はどう思うかな？」

　思わず答えに詰つまった。彼の思考は理解できない。だけど、問いの答えは想像がついた。

「驚くと思う。そして……どんなに隠かくれて助けを求めても、君はお見通しだと気付く」

　皐月が満面に笑みを浮うかべて手を叩いた。

「その通り。だからあの時騒ぎを起こして、わざと捕まろうと思ったんだ。それなのに、玄武家の跡取りが助けにきちゃってさ。おかげで蘇芳博士をびびらせられなかったよ。まあ彼にお仕置きするのはただの暇ひまつぶしだから、失敗してもいいんだけどね。目的は龍宝帝だし」

「どうしてそんなに主上を苦しめようとしたり、雅楽の会の邪魔をしたりしようとするんだ。皐月、凌箔に何を吹ふき込まれているのか知らないが、このままだとお前まで罪を問われる事になるんだぞ。人が死んでからではもう後あと戻もどりはできないんだ！」

　喉のどがからからになっていた。それでも黙だまってはいられなかった。

　皐月の表情が一変した。楽しげだった顔が、冷たい無表情へと。

「後戻りしようなんて思っていないよ。それに僕は凌箔にそそのかされているわけでもない。これは僕の意志なんだ」

　眼まな差ざしに一いつ片ぺんの曇くもりもなかった。息を吞のんで、凌箔と皐月を交互に見やる。

「いいかい、最終的な僕の目的は、龍宝帝を殺す事だ。だけど、そう簡単に殺すつもりはない。死んだ方がましだと思うまで痛めつけて苦しめてから殺したいんだ」

　いつも気弱そうだった皐月の口から語られる言葉とは、とうてい思えなかった。

　凌箔も龍宝帝に恨うらみを抱いだいていると祖父から聞いていた。おそらく彼らの共通点はそれだ。

「どうしてあなた達はそこまで主上を恨む。主上が何をしたと言うんだ」

　皐月が背後に目をやった。そこにいた凌箔がこちらに一歩近づいて、やや目を伏ふせる。

「それは私が話してやろう。お前も知るべきだ。龍宝帝がどれだけ卑ひ怯きような男かという事を。……数年前の事だ。私は白虎家の跡取りとして、都に連れて来られた。白虎の像に触さわり、髪と目の色を変え、跡取りとしての教育を受けた」

　それは祖父に聞いていた。とても優ゆう秀しゆうで、跡取りの素質は十分だったらしい。

　凌箔は自分の白金の髪を触る。

「まだあの時は私も子供だった。慣れない都で白虎家の跡取りだと特別視され、髪や目の色が違ちがう事を好こう奇きな目で見られて辛つらい思いをした。そんな時だ。私の教育をする為に大学寮の優秀な学生がやってきた。それが叢むら雲くもだ」

　初めて聞く名だった。白桜はじっと凌箔の話に耳を傾かたむける。

「叢雲は、都の事を何も知らない私に、いろんな事を教えてくれた。私の髪と目の色は特別な者だけが持つ素す晴ばらしいものだとも言ってくれた。当時、みんなと違う姿になったと悩なやんでいた私にとって、この姿を肯こう定ていしてくれた叢雲は大切な存在となった。彼は、親友だった」

　すべて過去形での話に嫌いやな予感がした。以前祖父に、親友が死んでから凌箔の様子がおかしくなったと聞いた事がある。白桜は思い切って、口を開いた。

「その親友は、もしかして亡なくなったのですか？」

　凌箔は表情一つ変えなかったが、ほんのわずか唇くちびるが震ふるえた気がした。

「そうだ、彼は死んだ。自害したのだ。官かん吏りになって国の為に尽つくそうとしていた矢先、龍宝帝に無実の罪を着せられてな」

　衝しよう撃げき的な言葉だった。頭をがつんと殴なぐられたような気さえする。

「それは本当の話ですか？　何かの間ま違ちがいでは……」

　龍宝帝の事はよく知っている。ひょうひょうとしていて何を考えているのかわからないが、そんな卑怯な事をする人物ではないと断言できる。

　龍宝帝は国の為、そして民たみの為に心を砕くだいてくれる名君だ。

「間違いなんかじゃない！」

　叫さけんだのは皐月だ。さきほどまでとは打って変わり、怒いかりに顔を染めて詰め寄ってきた。

「兄さんは龍宝帝に命じられてある貴族の不正を調べたんだ。そうしたら、横領に衛兵の私物化に、民の富ふ裕ゆう層からの賄わい賂ろと次々に悪事が露ろ見けんした。それを報告しただけなのに、いつのまにか兄さんがぜんぶその不正をやった事にされてた！」

　話の内容にも驚きだが、皐月が叢雲の事を兄と呼んだのに目を見開いた。

「兄さんはそんな不正をする人じゃない！　清せい廉れん潔けつ白ぱくで僕の自じ慢まんだった。側室の子だった僕を可愛かわいがってくれた。────あれは龍宝帝の策略だ。あいつが、本当に不正をした貴族を庇かばって兄さんにすべての罪を押しつけたんだ。兄さんはそのせいで自殺した！」

　信じられない話だった。聞けば聞くほど龍宝帝がそんな事をするとはとても思えない。

「落ち着いて。何か誤解があるのかもしれない。あの方がそんな……」

「いいや、お前は騙だまされているんだ。龍宝帝は血も涙なみだもない奴だ。政まつりごとの為ためなら平気で人を陥おとしいれる。兄さんが罪を着せられて自殺したあと、残された僕達家族がどんな目にあったと思う？　都を追放されてのたれ死にする所だった。それを助けてくれたのは凌箔だ」

　興奮して乱れた息をどうにか整えながら、皐月が凌箔に目をやった。

「家族は凌箔が用意してくれたお金で都落ちして静かに暮らすと言ったけど、僕は違う。兄さんの敵かたきを討うつと凌箔と約束した。龍宝帝をただ殺すだけでなく、生きているのが辛いと思うほど苦しめて、信しん頼らいしていた帝に裏切られて自殺した兄さんの気持ちを味わわせてやるんだ」

　目には、強い意志が宿っていた。皐月は胸に手を当てて、白桜を見み据すえる。

「何かの間違いだと言うけど、龍宝帝が裏切った証しよう拠こはある。正義は僕達にあるんだ」

　言い切った皐月に、白桜は躊ちゆう躇ちよしつつも首を振ふった。

「たとえそれが真実でも、関係ない人を巻き込んだら正義とは言えない。考え直してくれ！」

「確かに関係ない人は巻き込みたくない。だけど龍宝帝を苦しめる為なら、多少の犠ぎ牲せいは仕方ないよ。お気に入りの蘇芳博士が火薬を仕し掛かけて、そのせいで自分の名前を入れて名付けるほど思い入れのある龍陽寮の学生が死ねば、さぞかし龍宝帝は悲しむだろう」

　うすら笑いが歪ゆがんで見えた。おそらく何を言っても、復ふく讐しゆうに燃える彼を改心させられない。

「白桜、君はとても正義感が強くて優やさしい。僕がいじめられていた時も助けてくれたね。目的の為に大人しくしていただけだけど、君が助けてくれた時は嬉うれしかったよ。君は女の子でもあるし、僕を助けてくれたから傷付けたくはない。だから、僕達の言う事を聞くんだ」

　皐月が優しい手つきで頰ほおを撫なでた。手はひんやりしていて、身体からだが凍こごえるような気がした。

　凌箔が膝ひざをついて目線を合わせる。顔立ちは整いすぎていて、寒気がするほどだ。

　赤くて薄うすい唇が、笑えみの形を取る。

「明日まで眠ねむっているならそれでもよかったが、話を聞いた以上、こちらに協力してもらう。──白桜。ここから逃にがしてやろう」

「本当に……？」

　突とつ然ぜんの言葉に、半信半疑の声を出した。凌箔がゆっくり頷うなずく。

「ああ、本当だ。その代わり、龍宝帝に噓うその報告をしろ。明日の雅が楽がくの会であやしい動きはないと言うんだ。調べたが何か企たくらんでいるような奴らは見つからなかったと」

「何を言っている！　そんな噓をどうしてわたしが……！」

「嫌ならいい。では白虎家の跡あと取とりの座を私に譲ゆずれ。どちらかの条件を吞めば出してやる」

　とんでもない話だった。怒りすらこみ上げてきて、すぐに首を振った。

「どっちもできるわけがないだろう。謀む反ほんを起こそうとしているお前達を放ほうっておけない！　主上には本当の事を報告するし、白虎家の跡取りの座も渡わたさない！」

「そうか、どちらも嫌だと言うなら、お前が『女』だと世間にばらしてやる」

　その一言に、全身が凍こおり付いた。

「そもそも女のお前には跡取りでいる資格はない。私は白虎家の血を引いていて、跡取りにふさわしい年ねん齢れいの男子だ。本来私が白虎家を継つぐべきなのだ。お前の秘密をすぐに暴ばく露ろしてもいいが、今までの頑がん張ばりに免めんじて条件を出してやる。感謝しろ」

「ふざけるな！　白虎家は陽真乙国を守護する四神の一族。帝みかどに従い、国の為に尽くすのが使命のはず。その帝に反旗を翻ひるがえすあなたを白虎家の跡取りだとは認められない！」

　強い意志を込めて放った言葉に、凌箔が眉まゆ根ねを寄せた。

「ほう、女のくせによくもそこまでご立派な事を言うな。お前は国の為に尽くすのが四神の一族の務めだと言う。だが臣下に濡ぬれ衣ぎぬを着せて死に追いやるような帝を守るのも、四神の跡取りの務めだと言うのか？」

　ぐっと言葉に詰つまった。もしそれが本当だとすれば彼らの言い分もわからなくはないのだ。「帝が間違った行いをしたのなら、それを正すのも臣下の務めだ。私達はそれを実行しようとしているだけだ。世間から見れば、謀反を起こしているように見えるかもしれないが、これは私達の正義に基もとづいて行っている。どうだ、これでも私は跡取りにふさわしくないか？」

　真実がわからない以上、彼らの言っている事が噓だと断言はできなかった。

　何より、皐月と凌箔の目は真しん剣けんで、噓を言っているようにはとても思えない。

　だけど、白桜の知っている龍宝帝はそんな事をする人物ではなかった。

（凌箔達の話だけでは、真実は見定められない。いったい、どうすれば……）

　考え込んでいると、凌箔が息がかかるほど近くに顔を寄せた。

「人生は選せん択たくの連続だという。その時々で正しいと思った選択をして、私達もお前もここにいる。龍宝帝に噓の報告をするか、私に白虎家の跡取りの座を譲るか、もしくはどちらも拒きよ否ひして女だと世間に知られて一族もろとも処しよ刑けいされるか。さあ、お前は三つのうちどれを選ぶ？」

　凌箔はなぜか楽しそうだ。睨にらみつけたが、笑みは深くなるばかりだった。

「どれを選んでも、面おも白しろい展開になりそうだ。お前とは他人ではない。遠いながらも血の繫つながりもある。だから考える時間をやろう。期限は、夜が明けるまでだ」

　凌箔が顔を離して、背を向けた。そして皐月を伴ともなって、戸へと向かう。

「よく考えろ。お前の選択で、お前の周りにいる人達のこれからの人生が変わるのだから」

　その言葉を残して、凌箔は皐月とともに部屋を出て行った。

　白桜は究極の選択を前にして、呆ぼう然ぜんとするしかなかった。
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　蘇芳の見張りを交代する為に講堂へ出向いた青丞は、そこに白桜の姿がない事に気付いて愕がく然ぜんとした。講堂にいた学生にそれとなく聞くと、どうやら蘇芳が外出したらしい。

　おそらく白桜は彼のあとをついていったのだろうと察しはついた。

「蘇芳が動いたら、すぐに知らせろと言ったのに……！」

　何かあったのではないかと考えると、いてもたってもいられなかった。

　もうすでに外は暗くなっていて、みんな寄宿舎に戻もどったのか学舎や広場に人の気配はない。

　学生から聞いた情報をもとに広場に向かっていると、ふいに背後から声がした。

「青丞！　講堂に様子を見に行ったら、白桜がいなかったぞ。どこに行ったんだ」

　見ると、青い顔をした鵬玄だ。青丞は足を止めて、彼に向き直る。

「蘇芳が外出したようだ。おそらく白桜はそのあとをついていったんだろう。……雅楽の会は明日だ。時間がない事に焦あせって無茶な捜そう査さをしてないといいが。やはり、最初の時に無理にでもここから連れ出すべきだった！」

　白桜はいざという時には驚おどろくほどの行動力を見せる事もあった。またそうやって無茶をして危険な目にあっているのではと思うと、心配で胸が張り裂さけそうだ。

「無理に連れ出したりなどしたら、白桜に一生恨うらまれるぞ」

「何を悠ゆう長ちような事を言っている。里桜姫ひめに何かあったらどうするんだ！」

　声を荒あららげると、鵬玄が眉根を寄せた。

「……青丞。男の恰かつ好こうをしている時は、あいつは白桜だ。里桜姫ではない」

「何が違ちがうと言うんだ。里桜姫も白桜も同じ人物だろう」

「いいや、白桜は身体は女だが心は立派な男だ。夢の為に官かん吏りになって、改革の為に命も身体も張っている。それなのに、お前は白桜を里桜姫だと言って、全力で守ろうとする。守りたい気持ちは俺も一いつ緒しよだが、俺はあいつの夢を潰つぶすような事はしない」

　静かな声に、衝撃が走った。

　鵬玄の言い分はよくわかった。理解もできた。そして正しいとも思う。

　だからこそ、こんなに衝撃を受けたのだと、頭の片かた隅すみに残っている冷静な自分が囁ささやいた。

　それでも強い意志を込めて鵬玄に目をやった。

「どれだけ男として努力していようと、里桜姫と白桜が同じ人物だという事実は変えられない。好きな女性をどんな些さ細さいな危険からも遠ざけたいと思うのは、男としては当たり前だ。白桜としての夢も大事だろうが、その為に命が危険にさらされるような状じよう況きように置いておけない」

　自分が言っている事も間ま違ちがいではないはずだ。それなのに、心がざわつく。

　本当にそれでいいのか、と。

　鵬玄が小さく息をついた。

「わかった。それがお前の考えだな。────異論はあるが、あとにしよう。まずは白桜の安全を確かめるのが先だ。探すぞ」

　鵬玄の言葉に頷いた。一緒に走り出したものの、心の中がもやもやとして、うまく考えがまとまらない。青丞は一つ深呼吸して、そのもやもやを追い払はらう。

　今は鵬玄の言う通り、白桜を探し出すのが一番の優先事じ項こうだった。







「鵬玄、蘇芳は雅楽の会の準備で舞ぶ台たいへ行くと言って講堂を出たそうだ。それを尾び行こうしたとしたら、白桜もそこにいるかもしれない。行ってみよう」

　頷いた鵬玄と一緒に、広場に作られた舞台へと急ぐ。

　大きな舞台が見えてきた所で、楽器を抱かかえた学生数人がそちらへ向かっているのが見えた。

「こんな時間まで何をしているんだ」

「おそらく明日の準備だ。用意が遅おくれているから、演目に出る学生は徹てつ夜やらしい」

　雅楽の会の警備という名目でここに来た鵬玄には、いろんな情報が入ってくるようだ。

　青丞は学生の中に、見知った顔を見付けた。彼に駆かけ寄って、肩かたを摑つかむ。

「おい、お前は確か……皐月と言ったな」

　白桜と親しげに話している所を、何回か見かけた事があった。

　まるで少女のような可か憐れんな雰ふん囲い気きを持っていて、声をかけると目に見えてびくりとする。

「せ、青丞様、何でしょうか？」

　気が弱いのか、皐月がおどおどした態度を見せた。

「白連を探しているんだが、見かけなかったか？」

　白桜の龍陽寮での名前を出すと、皐月が首を傾かしげた。

「いえ、見てませんけど。白連がどうかしたんですか？」

「何でもない。もし見かけたら俺が探しているから、すぐに部屋に戻れと伝えてくれ」

「はい」

　大人しそうな学生だ。身体からだも小さくて、こちらをまともに見ようともしなかった。俯うつむき加減の少年に背を向けようとして、ふと目の端はしに映ったものにかすかな違い和わ感かんを覚えた。

　皐月が、笑った気がしたのだ。

　しかも、弱々しそうな見かけとはほど遠い、口角をニィッと上げた邪じや悪あくな笑えみだった。

　今まで陰いん謀ぼう渦うず巻まく大だい内だい裏りで、いろんな人物を見てきた。その経験が囁く。

　彼は、見かけ通りの少年などではないと。

　青丞は素知らぬふりで、鵬玄を促うながして皐月から離はなれた。

　そのまま学舎の近くにある大きな木の陰かげに隠かくれて、そっと皐月に目をやる。

「どうした？　青丞」

「うまく言えないが、あの皐月という学生は何かを知っている気がする」

「あいつが？　そうは見えなかったが」

　鵬玄は半信半疑の顔をしていた。それでも青丞は視線を鋭するどくする。

「俺の勘かんだから、絶対とは言えない。だが……」

「その勘は当たっているかもしれないね」

　背後から声をかけられて、すぐに振ふり向いた。そこには朱咒が腕うで組ぐみして立っている。

「探したよ。二人とも。白桜も君達もいないし、何かあったのかと思ってね」

　肩を竦すくめた朱咒を思わず睨みつけた。

「気配を殺して近づくな。今度やったら、ただじゃおかない」

　背後をとられるのは致ち命めい的てきだ。たとえ知り合いだとしてもいい気分ではなかった。

「殺気立ってるね。そう怒おこらないでおくれよ。それはそうと、あの皐月って学生だけど、白桜とやたら仲良くしていたから気になって調べたんだ。そうしたら面白い事がわかった。彼はある貴族の養子として龍陽寮に入学したけど、その貴族は養子などとった覚えはないらしい」

　鵬玄がぐっと眉まゆ根ねを寄せた。そして広場にいる皐月をじっと見つめる。

「何だと？　そんな身元の不確かな学生が入学していたのか？」

「ああ。身元を証明する書類は揃そろっていたけど、よく調べたら偽ぎ装そうされたものだった。──彼はいったいどこの誰だれで、どんな目的でここにいるんだろう。そしてどうして白桜に近づいたんだろうね」

　背筋がぞっとしたのは、初めての経験かもしれない。

　もし皐月が白桜の素す性じようを初めから知っていて、近づいたのだとしたら────。

「皐月が動くぞ」

　鵬玄の声で我に返った。

　見ると楽器を舞台に置き終えたのか、皐月が手ぶらで学生達とは違う方向に歩いて行く。

「朱咒。蘇芳と白桜の行方ゆくえがわからない。あいつが何か知っているかもしれない。行くぞ」

　気配を消して、夜の闇やみに紛まぎれて皐月のあとをつける。ひたすら、白桜の無事を祈いのりながら。







　青丞は朱咒と鵬玄と一緒に、皐月のあとをつけていた。

　彼が龍陽寮の端に位置する、小さな木造の建物に入っていくのを確かく認にんして、足を止める。

「あそこは何だ？」

　背後にいる朱咒が、同じ方を見つめて声を潜ひそめた。

「倉庫だよ。博士達がすぐには使わない物を入れておく倉庫だから、学生が入るような所ではないね。それもこんな夜遅おそくに」

「見ろ、倉庫の周りに人がいる、二人だ。しかも学舎には不釣つり合いな人種のようだ」

　右みぎ隣どなりから鵬玄の緊きん迫ぱくした声が聞こえて、目を凝こらす。確かに倉庫の両りよう脇わきに男達がいた。

　腰こしには大きな太刀たちを差していて、殺気を放っている。どう見ても学生ではなかった。

「どうやら見張りのようだね。あの倉庫に見張らなければならない何かがあるようだ」

　朱咒の言葉に頷うなずいた。勘だが、その何かとは探している人物の可能性が高いと思う。

「皐月が出てきた」

　朱咒の声に、息を殺して気配を消した。

　皐月は乱暴に戸を閉め、見張り達に何か言っている。

　さきほどまでの弱々しい様子とは打って変わって、気の強そうな態度と表情だった。

　皐月が寄宿舎に向かっていくのを見届けて、鵬玄が耳元で囁いた。

「俺が右にいる見張りをやる。青丞、左の方を頼たのむ」

「おや、では私は？」

「朱咒、お前はいざという時の為ためにここで待機してろ」

「そんなぁ。私もかっこよく白桜を助ける役目がいいな。そうしたら、あとで白桜にお礼をしてもらえるかもしれないし」

　こんな状況でもふざけている朱咒は無視して、青丞は鵬玄と頷きあい、左右に分かれた。

「何だ……！　うっ」

　倉庫に近づき、見張りに立つ男の背後に忍しのび寄る。それなりに手て練だれのようだが、敵ではなかった。口を塞ふさぎ、後頭部に一いち撃げきを加えると、その場で頽くずおれる。

　倉庫の向こう側からも同じように何かが倒たおれる音が聞こえた。

　恋こい敵がたきではあるが、鵬玄の武官としての腕うでは青丞も認めている。

　腹に一発入れて声も出させずに見張りを気絶させた彼を見て、さすがだと思った。

「白桜！　いるのか」

　鵬玄と一いつ緒しよに入り口に駆け寄り、戸を開けて中を見回した。薄うす暗ぐらいがろうそくが灯ともっているので、どうにか中の様子がわかる。いくつも積み上げられた荷物の隙すき間まから声が聞こえた。

「その声は……青丞？」

　顔は見えないが、愛いとしい人の声だ。里桜姫ひめとして御み簾す越ごしに会っていた時の声だった。

　青丞は荷物の隙間を縫ぬって、声が聞こえた奥の方へと急いだ。

「無事でよかった……！」

　奥の壁かべ際ぎわで、白桜が縛しばられたまま座っていた。見た所怪け我がはないようだ。

　青ざめてはいたが、ほっとしたように笑みを浮うかべている。

　嬉うれしかった。怪我でもしていたら、何かあったらと悪い事ばかりが頭に浮かんでいた。

「え？　ちょっ、ちょっと、青丞？」

　白桜の声で我に返った。気付くと、白桜の首筋に顔を埋うずめて、強く身体をかき抱いだいていた。

　以前、御簾を取り払はらって里桜姫を抱だきしめた事がある。

　あの時は暗くて顔はわからなかったが、その時の身体の感かん触しよくは今でも覚えている。

　腕に伝わる感触が、白桜は間ま違ちがいなく里桜姫だと教えてくれた。
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「おい、青丞！」

　肩を摑んだのは鵬玄だ。怒いかりを顕あらわにしている彼を見て、状じよう況きようを思い出す。

「……ああ、すまない。心配していたからつい」

　突とつ然ぜんの事に驚おどろいたのだろう白桜が、目を何度も瞬またたかせている。

　すぐに身体を拘こう束そくしている縄なわを解いて、落ち着く為にも一つ深呼吸した。

「無事か？　白桜」

　鵬玄の問いかけに、白桜が頷いて立ち上がる。その表情がずいぶんと硬かたい事に気付いた。

「ああ、見つかったみたいだね、よかった」

　様子を見に来たのか入り口から顔を出した朱咒に、白桜が駆け寄った。

「朱咒、凌箔が絡からんでいました」

　その名に聞き覚えがなかったが、朱咒には通じたようだ。目に宿った光が鋭くなる。

「なるほど。つまり、あいつが皐月とぐるだったわけだ。これはやっかいだね」

「おい、凌箔とは誰だ？」

　気になって声をかけたが、朱咒が落ち着けとばかりに片手を上げた。

「あとで説明するよ。それよりまずは白桜を安全な所へ……」

「わたしは大だい丈じよう夫ぶです。それより主上にお目にかかって聞きたい事があります。今すぐに」

　声には緊きん迫ぱく感かんがあった。何か摑つかんだのだろうとすぐにわかる。青丞は一歩前に出た。

「それなら、俺が大だい内だい裏りに連れて行く」

「いいえ、青丞には鵬玄と一緒に別の事をお願いしたいのです。実は……」

　白桜が話し始めた内容は、青丞を驚きよう愕がくさせるのに十分だった。
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　夜よ更ふけに大内裏を訪おとずれるなんて、本来なら無礼だと言われて門もん前ぜん払ばらいされる所だ。

　だが内ない偵てい官かん吏りの朱咒が直接龍宝帝に話を通してくれたおかげで、白桜はすぐに紫し宸しん殿でんの広間に通された。ほどなくして、夜中だというのに身なりを整えた龍宝帝が姿を見せる。

「こんな遅おそくに何用だ？　よほどの事が起こったのか？」

　御み帳ちよう台だいに座った龍宝帝に頭を下げて、白桜は口を開いた。

「どうしてもお聞きしたい事があって参りました。時間がないので、単刀直入に伺うかがいます。──叢雲という男をご存じですか？」

　龍宝帝の顔色が変わった。

　いつもなら、ひょうひょうとしていて腹のうちが読めないのに、今は動どう揺ようが顔に表れている。

「どこから、その名前を聞いた？」

「雅が楽がくの会を潰つぶそうとしている反対組織の一員が誰なのか、突つき止めました。それが、その叢雲の関係者のようです」

　龍宝帝の顔つきが鋭するどくなった。その顔を隠かくすように、扇せん子すを拡ひろげる。

「……それは誰だ？」

「叢雲の弟です。彼は、主上が兄に無実の罪を着せたと話しています。その復ふく讐しゆうの為に、主上が進める改革の邪じや魔まをし、最終的に主上のお命を狙ねらうと」

　龍宝帝は眉まゆ一つ動かさなかった。しばらくの沈ちん黙もくが流れる。

　白桜は大きく息を吸って、どうしても聞きたかった事を口にした。

「それは、本当ですか？」

　何かの間違いか、それとも誤解があると信じたかった。直接龍宝帝に否定してほしかった。

　そうしてくれれば、誰が何と言おうと、主君を信じるつもりだ。

「────本当だ」

　だが、答えは予想に反していた。息を吞のむと、龍宝帝がやや目を伏ふせる。

「そんなっ。主上がそんな事をするなんて……。何か事情があったのでしょう？　不正を行っていた貴族を叢雲に調べさせて、その罪を彼に着せたと聞きました。ですが、主上がそんな事をするはずがない」

「いいや、事情があろうがなかろうが、叢雲に無実の罪を着せたのは事実だ。その不正を行っていた貴族はかなり大きな権力を持っていた。だから罪を不問に付す事を条件に、大学寮の改革に協力させる事を約束させた」

　いつもまっすぐに相手を見る龍宝帝だが、今は紺こん碧ぺきの瞳ひとみがさまようように揺ゆれている。

「だが、罪は罪。誰だれかがその責を負わなければならなかった。そして、私は叢雲にその罪を着せた。言い訳はしない。政まつりごとをする上では、誰かが犠ぎ牲せいにならなければならない時もある」

　声は淡たん々たんとしていたが、龍宝帝の握にぎった拳こぶしが震ふるえていた。

（悔くやしいって、全身が叫さけんでいる。話だけを聞いたら、なんてひどい事をしたのだろうと思うけど、こんなに苦しんでいる様子を見るのは初めてだ。何か他ほかにも事情があるのかも……）

「本当にそれが真実ですか？」

　問いかけに、龍宝帝が目を閉じた。そして小さく頷く。

「そうだ。叢雲は、政の駆かけ引きの犠牲になった。その責任は私にある。どんな罰ばつでも受けよう。ただし、改革が成じよう就じゆしてからだ。その後なら私は、どんな目にあってもかまわない。叢雲の弟が私を殺したいと言うなら、この身を差し出そう」

　潔いさぎよい声だった。何もかもを受け入れている様子を見て、白桜は一度目を閉じた。

（主上の言っている事は本当だろうか。勘かんだけど、何か隠しているような気がする。でもそれを問い詰つめた所で、簡単に話してくれるような人ではない）

　龍宝帝の人ひと柄がらはよく知っている。だからこそ、どうしても彼がそんな事をしたとは思えなかった。何か自分には言えない事情が隠れているような気がしてならない。

　目を瞑つぶったまま、これからどうするべきかと考えを巡めぐらせた。

　今までの話を合わせると、確かに正義があるのは皐月の方かもしれない。

　無実の罪で自害した兄の敵かたきを討うちたいという気持ちもよくわかる。

　だが、自分が見聞きした話はすべて真実なのだろうか。

（いいや、もし真実だとしても、関係ない学生を巻き込んで復讐させるわけにはいかない！）

　頭の中には、凌箔に言われた三つの選せん択たくがある。

　一つ目は、雅楽の会について、龍宝帝に噓うその報告をする。

　二つ目は、凌箔に白虎家の跡あと取とりの座を譲ゆずる。

　そして三つ目は、どちらも拒きよ否ひして女だという秘密をばらされる。

　どれを選ぶと、彼は迫せまった。

　どれを選んでも、未来は波乱に満ちている。だけど、決めなければならない。

　凌箔の言う通り、人生は選択の連続だ。立ち止まっている暇ひまはない。

　考えに考えた末、目を開けた。

「主上、お話があります」

　この選択が正しいかはわからない。これを選んでこれから先がどうなるのかもわからない。

　しかしこの選択が一番後こう悔かいしないと、白桜は思った。
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　快晴の空の下、雅楽の会は盛大に始まった。

　髪かみと目の色が戻もどってしまった白桜は、目立たないよう学生達がいる観客席からやや離はなれた木こ陰かげにいた。緊きん張ちようの面おも持もちで見つめているのは、広場に作られた舞ぶ台たいだ。

　そこには昨日はなかった日輪を表す大おお太だい鼓こが左側の奥に、月輪を表す大太鼓が右側の奥に置かれている。鮮あざやかな色しき彩さいの大太鼓の前で、舞まい人びと達が演えん舞ぶを披ひ露ろうしていた。

　演目は『青せい海がい波は』。優美典てん麗れいな舞だというのは、聞いた事があった。

　舞台で舞まう二人の学生は、赤を基調とした装束を身につけている。

　その後ろに笙しようと横笛、そして太鼓を打ち鳴らす演者が正座していた。

　白桜は舞台で笙を奏かなでている蘇芳から目を離さずにいた。

「ここにいたのか、白桜」

　声をかけたのは朱咒だった。辺りに誰もいない事を確かく認にんして、声を潜ひそめる。

「皐月は見つかりましたか？」

「まだだ。昨夜から手を尽つくしているけど、影かげも形もない。どうやら龍陽寮にはいないようだ。皐月は雅楽の会に出る予定だったから、学生達の中でも混乱が起きているよ。急きゆう遽きよ代役を立てたりして、舞台裏はちょっとした騒さわぎになっているみたいだ」

「そうですか……。頼たのんでいたもう一つの件はどうなりましたか？」

「あれならもう手はうっておいた。みんな君の頼みならと二つ返事で了りよう承しようしてくれたよ」

「ありがとうございます。できればこの手は使いたくないですが、最後の手段として用意はしておいた方がいいと思ったので。……あ、青丞は？　彼も雅楽の会に出る予定でしょう？」

　朱咒が舞台の方へと目をやった。そこには正座して笙を吹ふく蘇芳の姿がある。

「ああ、だけど出番は最後の方らしいから、今は君に頼まれた通り、鵬玄と一いつ緒しよに蘇芳を見張っているよ。今の所、蘇芳が舞台に火薬を仕し掛かけた様子はないようだ。……白桜。蘇芳を捕つかまえて火薬を取り上げた方が早いんじゃないか？」

　それは何度も考えた。そして思い悩なやんだ末に出した結論は、否いなだった。

「いいえ、蘇芳博士が火薬を仕掛ける事を拒否した場合、皐月は学生に危害を加えると言っていました。おそらく本気でしょう。わたしが主上に命じられたのは、反対組織の者達が誰で何をしようとしているのか調べる事。そして大学寮の改革の為ために雅楽の会を成功させる事です」

　舞台での素す晴ばらしい舞と優ゆう雅がな演奏に、観客席は興奮に包まれていた。

　彼らは何も知らない。そしてこれから先も、彼らには何も気付かせたくなかった。

「蘇芳博士を早めに捕とらえれば皐月が黙だまっていない。雅楽の会を成功させる為にも、騒ぎは起こしたくありません。ですから、火薬を仕掛ける直前まで蘇芳博士を泳がせた方がいいと思います。その間に皐月を捕らえられれば、蘇芳博士も火薬を仕掛けたりしないでしょうし」

　この選択が間ま違ちがっていない事を祈いのるばかりだ。白桜は改めて、朱咒を見つめた。

「皐月は必ずここにくるはずです。……実はさきほど思い出した事があって。皐月がいる場所に心当たりがあるんです。ただの勘なので自信はありませんが、わたしはそこに行ってみるので、朱咒にはやってほしい事があります」

　耳打ちすると、彼の目が驚おどろきに見開かれた。

「おや、この私を伝でん書しよ鳩ばと代わりにするようだね。このお代は高くつくよ」

「お代はあとでいくらでも。あちこちへ伝言をお願いして申し訳ないですが、お願いします」

　一礼すると、朱咒がふっと笑った。

「いいだろう。任せておいてくれ。でも、君一人で行動するのは危険だよ」

「大だい丈じよう夫ぶです。その為の最後の手段ですから」

　朱咒がようやく納なつ得とくしたように頷うなずいて、舞台の方へと走っていった。

　極限の緊きん張ちよう感かんの中で選択をしていくのは、逃にげ出したいくらいに怖こわい。

　一つでも選択を間違ったら、たくさんの人が傷付くかもしれない。

　そして人生を賭かけて願った夢も、儚はかなく散ってしまうかもしれない。

　もしかしたら、大切な人を失ってしまうかも。

　それでも仲間達を信じて前に進もうと決意し、広場の端はしを駆け抜ぬけた。
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　白桜が息を切らしながら向かったのは寄宿舎だった。

　中に入ると、みんな舞台を観に行っているのか、辺りは静まり返っている。

　外からはかすかに演奏が聞こえてきていた。それを耳にしながら、階段を駆け上がる。

　寄宿舎の二階には、張り出した露ろ台だいがある。かなり広さがあって、舞台がある広場に面していた。そこで行われた酒盛りに参加して、秘薬の効果が切れて危あやうく素す性じようがばれそうになったのは数日前だ。白桜の予想では、皐月はそこにいるはずだった。

　階段を上ると、露台に出る大きな戸が目に入る。そこは開け放たれていて、奥に誰かいた。

　露台の手すりにもたれて、舞台の方をじっと見ているのは、間違いなく探している人物だ。

「皐月！」

「お前……どうしてここが？」

　振ふり向いた皐月が眉まゆ根ねを寄せた。どうやら彼は一人のようだ。辺りに人の気配はなかった。

　白桜は肩かたで息をしながら一歩近づく。

「舞台や学生の動きを一度に見み渡わたせる場所はそう多くない。邪じや魔まが入らない場所ならなおさらだ。ここなら広場全体の動きを見られるし、学生はみんな広場にいるから今は無人だ」

　露台からの光景に目をやる。想像した通り、雅が楽がくの会のすべてがここから見渡せた。

「……それに、君は絶対に自分の目で蘇芳博士が苦しみながら火薬を仕掛けるのを、そして雅楽の会がどうなるのかを確かめたいだろうと思ったんだ。それにはここが一番の特等席だ」

　舞台で笙を吹く蘇芳を見つめながら、走ったせいで乱れた呼吸を整えた。

「皐月、復ふく讐しゆうなんてやめるんだ。気持ちはわかるけど復讐は何も生まない。────主上に君の事を報告した。君が何をしようとしているのかも。関係ない学生を巻き込まないでくれ」

　皐月が意外そうに目を見開いて、そして薄うすく笑った。

「へぇ、それを選択したんだ。龍宝帝は兄さんの事をなんて言ってた？」

　どう答えていいかわからなくて言葉に詰まる。だが、噓をつくべきではないと思った。

　耳に心地ここちいい言葉を並べても、皐月は噓だとすぐに見み抜ぬくだろう。

「……主上は、君のお兄さんに濡ぬれ衣ぎぬを着せたと認められた。改革を進める為に必要だったと。でも、わたしは主上が何か隠かくしているような気がしてならない。きっと深い事情が……」

「深い事情って何？　龍宝帝が何を隠しているの？　たとえ何かとてつもなく高こう尚しような理由があったからって、兄さんを陥おとしいれた罪が消えるのかな」

　あざ笑うような表情だが、目には強い怒いかりが灯ともっている。それを見て言葉を失った。

「いいかい、どんな事情も、龍宝帝が兄さんを陥れて自害するまで追い詰めた罪を正当化はできないんだ。龍宝帝には罪をあがなってもらう。邪魔するなら君もただではすまないよ」

　皐月は両手を拡ひろげて、舞台へと目をやった。

「黙って見てなよ。もうすぐ大きな花火が上がるんだ。多少の犠ぎ牲せい者しやは出るかもしれないけど、龍宝帝が苦しむ為だから仕方ないよね。あ、ほら見て、蘇芳博士がそろそろ動き出すよ」

　皐月の声に驚いて舞台を見つめた。演奏が終わり、舞人達が舞台から降りようとしている。

　楽器を持った演者もそれに続こうとしているのに、蘇芳はまだ座ったままだ。

「蘇芳博士のすぐ後ろに、日輪を表しているっていう大太鼓があるでしょ。あれに火薬を仕掛けてってお願いしたんだ。ほら、彼が大太鼓に回り込んだ。いよいよだよ」

　皐月がわくわくしたように声を上げた。大太鼓は人の倍ほどの大きさがある。

　そこにすっぽり隠れるようにして姿を消した蘇芳に、観客席の学生もざわついていた。

　しかし、しばらくたっても爆発は起きず、蘇芳が太鼓の裏側から出てくる気配もなかった。

　皐月が眉根を寄せて、露台の手すりに摑つかまって身を乗り出す。

「どうしたんだ。火薬を仕掛けて火をつけたらすぐに爆ばく発はつするはずなのに！」

「……いいや、爆発は起きないよ。青丞達が蘇芳博士の見張りをしている。不ふ審しんな行動をとったら止める手はずになっているんだ。おそらく彼らが蘇芳博士を捕まえてくれたんだと思う」

　さきほど朱咒に頼んだ通り、青丞達は行動してくれたようだ。学生達は突とつ然ぜん大太鼓の裏に消えた蘇芳を見て驚いたようだが、次の演目が始まると、すぐに静けさを取り戻した。

「何だって！　そんな事をして、僕の怒りを買ったらどうなるかわかっているのか」

「ああ、もちろんだ。だけど舞台で爆ばく破は騒さわぎなんか起こして、学生に被ひ害がいを出すわけにはいかない。……もう諦あきらめろ、皐月」

　鼻白んだような顔をした皐月だが、すぐにこちらを睨にらみつけた。

「そう。そんな事をするんだ。だったら、僕も強きよう硬こうな手段に出ないといけないな。……まずは君から排はい除じよしよう。凌箔も言っていたけど、本当に邪魔な奴やつだ！」

　皐月が腰こしにぶら下げている横笛を手に取った。それに口をつけて、甲かん高だかい音を出す。

　途と端たんに背後から人の気配がした。慌あわてて振り向くと、室内と露台との境にいくつかある開け放たれた戸の周りに、いつのまにか数十人の武装した男達が集まっていた。

「言っただろう。血の雨が降ると。みんな広場に行ってて学舎が無人だったから、寄宿舎の中に待機させていたんだ。土ど壇たん場ばで蘇芳博士が怖おじ気づくかもしれないから、そうしたら彼らを学生のいる広場に放とうと思って」

　皐月はにんまりと笑って、男達に目をやった。

「彼らはかなりの手て練だれで、お金を払はらえば何でもやってくれる。四十人ほどだから数では学生に負けるけど、雅楽や学問ばかりのひ弱な彼らがどれだけ束になったって敵じゃない」

「皐月、馬ば鹿かな事はやめるんだ。考え直してくれ！」

「自分の状じよう況きようをよく見てごらん。そんな悠ゆう長ちような事を言っている場合かい？　君は本当に邪魔な奴だ。学生達の前に、まず君の命からもらおうかな」

　正面は露台で、背後の寄宿舎に入る戸の前には、敵が詰つめかけている。

　このままでは逃げ場はなかった。白桜は唇くちびるを嚙かみしめる。

「わたしの説得に応じてはくれないのか……。皐月、君が考え直してくれると信じたかった。でも、事は一刻を争う。雅楽の会は成功させなければならないんだ。……許してくれ」

　露台に身を乗り出して片手を上げた。皐月が小こ馬ば鹿かにしたようにあざ笑う。

「何を言っているんだか、さっぱりわからないよ。この状況を覆くつがえせるような要素が君にあるとでも……うっ、何だ、この足音は！」

　皐月が呻うめいたのは、階段の方から地面を揺ゆらすようなたくさんの足音が聞こえたからだ。

「な、何だ！　兵士達が階段を上がってくるぞ。いったいどういう事だ！」

　荒あらくれ者どもが露台へと慌てて出てきた。その向こうから武装した兵士達が姿を見せる。

　兵士達の先頭に立つ細身の男が、腰の太刀たちに手を当てて口角を上げた。

「我らは白珠隊。白桜隊長の呼びかけにはせ参じた。……なかなかやりがいのある相手のようだ。みんな、用意はいいか？」

「おう、瑠る比ひ人と隊長！」

　返事したのは健けん成せいだ。相変わらずの赤ら顔で、こちらに手を振っている。

　白桜は久々に見る仲間達に、思わず顔を綻ほころばせた。

「お久しぶりです。健成さん。頼より宗むねも雷らい人とも来てくれてありがとう！」

「困った事があったら、いつでも手を貸すって言ったでしょう。荒あら事ごとは任せてください。隊長は根性はあっても、体力と腕わん力りよくはないからさ」

　ふざけたような調子の雷人に、頼宗が頷うなずいた。

「そうそう、喧けん嘩かなら俺達の領分だ。今は瑠比人さんが白珠隊の隊長だけど、あなたは終身名めい誉よ隊長ですからね。いつでも命令してください」

　その言葉に胸が熱くなる。彼らは白桜が隊長を務めた白珠隊の面々だ。最初は誤解もあって白桜を認めてくれなかったが、徐じよ々じよに理解し合い、今では全員が友だと言えるほどになった。

　彼らを呼んだのは白桜だ。朱咒に頼たのんでここまで連れてきてもらっていた。

　皐月は雅楽の会がどうなるのかを見届けに、龍陽寮に戻もどってくると予想していた。

　その時はこの露台の事は頭になかったので、しらみつぶしに学舎を探すつもりだった。

　捜そう索さくするなら一人でも多い方がいい。信用できて腕うでも立つ彼らは適役だ。

　雅楽の会を成功させる為ためにも、騒さわぎは起こしたくなかった。

　だからできれば彼らの出番はない方がいいと思って、露台の事を思い出し確かめに行く間、人目につかない所で待機していてくれと朱咒に伝言を頼んでいた。

　皐月がこんなにたくさんの荒くれ者どもを集めているとは予想していなかったが、念の為に白珠隊に武装して来てくれと伝えてもらったのは正解だったようだ。

「瑠比人だと……疾しつ風ぷう太刀の瑠比人か！」

　敵がざわついた。顔色を悪くしている者さえいる。瑠比人は身分が低いせいで長い間一兵士に甘んじていたが、かなり頭が切れて腕が立つ。都の悪党にもその名が知られる存在だった。

「何をしている。さっさとあいつらを殺せ！」

　皐月が叫さけぶと、敵がはっとしたように腰の太刀に手を当てた。

「抜ぬいたら、こちらも容よう赦しやしないぞ。いいんだな」

　無表情で淡たん々たんと語る瑠比人に敵が怯ひるんだ様子を見せた。

　だが皐月の無言の圧力に押されるように太刀を抜く。それが合図だった。

　瑠比人達も一いつ斉せいに太刀を抜く。もちろん、白桜も持ってきていた太刀を構えた。

「絶対に寄宿舎から誰だれも出すな！　学生に騒ぎを気取られないように注意してくれ！」

　白桜が叫ぶと、瑠比人達がおう！　と一斉に返事した。







　寄宿舎の廊ろう下かと露ろ台だいで、男達の競せり合いは続いていた。人数は敵の方が多いが、瑠比人の的確な指示のもと、訓練を重ねた白珠隊の方が圧あつ倒とう的に有利だった。

　白桜は瑠比人と背中をあわせながら、敵に向かって太刀を向ける。

「はぁっ！」

　振ふり下ろした太刀が鎖くさり帷子かたびらに当たり、敵がふらついた。その隙すきを逃のがさず体当たりする。

　男に比べると身体からだは小さいが、全身全ぜん霊れいの力を込めた体当たりに、敵がよろめいて倒たおれた。

「おっ、白桜隊長。やるようになったな」

　近くにいた健成の声に、薄く笑って頷いた。

「白珠隊との合宿で鍛きたえてもらいましたから」

　敵との間合いを取りながら、さっと辺りに目をやる。敵を捕つかまえて縄なわを打っている姿があちこちで窺うかがえた。なるべく生け捕どりにという指示に、みんな従ってくれているようだ。

　戦いは白珠隊の面々の活かつ躍やくで、こちらに軍配が上がりそうだった。

　白桜は右手の方に目をやって、探していた人物の後ろ姿を見付けた。

「皐月、待て！　うっ……！」

　追いかけようとして、敵に前を塞ふさがれた。

　太刀を構えようとすると、背後にいた瑠比人が前に回り込んで、敵を威い嚇かくする。

「白桜隊長、ここは任せてください」

「ありがとう。あとは頼みます！」

　すぐにあとを追って廊下に入った。階段を下りている所を見ると、外に出るつもりのようだ。階段を二つ三つまとめて飛び降りて、どうにか入り口の近くで追いつき、皐月の肩かたを摑む。

「皐月、これ以上、雅が楽がくの会の邪じや魔まはさせない！」

「放せ！……白桜、お前はどうしてそんなに龍宝帝の肩を持つんだ。あいつがどれだけひどい男かお前もわかったんだろう？」

「……わたしは叢雲という人には会った事がない。その当時その場にいなかったから、何が真実なのか判断もつかない。だけど主上がどういう方かはわかっている。あの方がそんな事をしたからには、絶対に何か事情があるはずなんだ」

　皐月の目をじっと見つめた。

「わたしは必ずそれを突つき止めてみせる。だから、少しだけ復ふく讐しゆうは待ってくれ」

　真しん摯しな言葉を向けると、皐月が一いつ瞬しゆん逡しゆん巡じゆんするように目を動かした。

「事情……？　そんなものが本当にあるのか……？」

「騙だまされるな、皐月」

　寄宿舎の出入り口の戸から、低い声が聞こえた。開け放たれたそこからは、びゅうっと髪かみを揺らすほどの風が吹ふいてくる。目をやると、そこには白い狩かり衣ぎぬを着た〝鬼おに〟が立っていた。

「凌箔！」

　金色の鬼として世間を騒がしているのは、鬼の面を被かぶった凌箔だった。

　彼は右手を差し出し、左手で面を取った。

　面の下から現れたのは、凄すごみのある美しい顔だった。整いすぎていて、震ふるえが来そうだ。

「皐月、叢雲の無念を忘れるな。白桜は所しよ詮せん龍宝帝の子飼いだ。事情を調べるなどと言って、お前を騙そうとしているだけだ」

「そんな事はない！　わたしは公平に物事を見たいだけだ。皐月側からの話だけでは、公平とは言えないだろう。だからいろんな話を聞いて調べて、そして正しい判断をする。それでもし、お前達の言う通り、主上が叢雲を陥おとしいれて何とも思っていないような人なら……」

　そこで言葉を句切った。次の言葉を発するのは、さすがに勇気がいった。

「わたしが責任を持って主上を諫いさめよう。皐月の気持ちを伝えて、謝罪するよう説得する。凌箔、前にお前が言った通り、間ま違ちがった道を進む主君を止めるのも、四神の跡あと取とりの務めだ。もし本当に主上だけが一方的に悪いというなら、諫めるのもわたしの務めだ」

　言い切ると、皐月が呆ぼう然ぜんとした顔でこちらを見つめた。

「み、帝みかどに謝罪させるなんて、できるわけないだろう」

「いいや、もし皐月達が言っている事が真実なら、必ず主上には謝罪して頂く。白虎家の跡取り、白桜の名にかけて約束しよう。だけど、まずはわたしが真実を見み極きわめてからだ。それまで少し待ってほしい。お願いだ。皐月」

　皐月が戸と惑まどうように目を泳がせた。そしてそっと俯うつむく。

「僕は……」

「皐月」

　凌箔の呼びかけに、皐月の肩がびくりと震えた。

「もう一度言う。騙されるな。お前の味方は私だけだ」

　皐月が一度目を瞑つぶった。そしてそのまま両手で白桜を突き飛ばす。

「うっ……！」

　油断して派手に転んでしまった。慌あわてて上半身を起こすと、皐月は凌箔のすぐ隣となりにいた。

「僕は兄さんの恨うらみを晴らす。お前が何と言おうと、龍宝帝にどんな事情があろうともだ」

「待て！　皐月、話を聞いてくれ……！」

　立ち上がろうとすると、皐月を片手で抱だきしめるようにして、凌箔が正面に立った。

「しつこく食い下がっても我らの気持ちは変わらない。それより、自分の心配をしたらどうだ。私はお前に三つの選せん択たくを提示したぞ。お前はそのうちの一つを拒こばんで龍宝帝に本当の事を報告した。残りはあと二つ。選べるのはどちらかだけだ。どちらにするかよく考えておけ」

　凌箔が薄うすく笑って片手を上げた。その手が振り下ろされると同時に、煙けむりが舞まい上がる。

「皐月！　凌箔！」

　立ちこめた煙に、視界が奪うばわれる。そして煙えん幕まくが消えた時には、もう二人の姿はなかった。
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「白桜、見事だったな。雅楽の会は滞とどこおりなく終しゆう了りようした。お前を信しん頼らいして任せてよかった」

　雅楽の会から三日たち、白桜は大だい内だい裏りへと赴おもむいていた。

　御み帳ちよう台だいに座る龍宝帝からお褒ほめの言葉を頂いたが、心はすっきりとしない。

「ですが、皐月に逃にげられました。このままではまた彼が何をするかわかりません」

「わかっている。皐月とやらの探たん索さくは私の方で行う。しかし、叢雲の弟が反対組織の者だったとはな。目的はやはり、私への復讐か……」

　本当は凌箔も首しゆ謀ぼう者しやの一人だが、龍宝帝にはまだ伝えていなかった。

　凌箔は数年前も龍宝帝を狙ねらったが、祖父の上総がすんでの所で止めて、死んだ事にして幽ゆう閉へいした。その凌箔がなぜ都にいるのか調べる為ため、上総は彼を幽閉していた富士山へ行っている。白桜は凌箔の事を知っている朱咒と相談して、上総が帰ってくるまで龍宝帝には報告を控ひかえる事にした。

（凌箔は白虎一族だ。その彼がまた帝の命を狙ったとなれば、一族全体が連帯責任でその罪を負う事になるだろう。そんな事になったら、関係ない父上や姉様まで処しよ刑けいされてしまうかもしれない。それだけは絶対に避さけなければ……！）

　隠かくし事をするのは心苦しかったが、大切な家族を守る為だった。できればこのまま龍宝帝には知らせず、凌箔を説得して復讐をやめさせたかった。そうすれば誰も傷付かずにすむ。

　龍宝帝が憂うれい顔をこちらに向けた。

「白桜。巻き込んですまなかったな。だがお前の活躍で大学寮と龍陽寮、二つの学舎の交流も深まったようだ。これで改革がぐっと進みやすくなるぞ」

　それは大切な夢への大きな前進だった。素す直なおに嬉うれしいとも思う。

「蘇芳博士はどうなるのですか？」

「蘇芳は脅おどされていただけでもあるし、爆ばく破はは未み遂すいに終わった。だから罪には問わないでおこうと思っていたが、本人がそうはいかないと言い出してな。だからそれなりに罰ばつは与あたえるが、いろんな事情は加味するつもりだ」

　心の中でほっとした。任務は達成したし、改革に向けて一歩進んだ。

　それでも心が晴れなくて俯く。頭には、皐月の顔が浮うかんでいた。

（皐月の言い分が正しいなら、罰せられるべきは龍宝帝だ。だけど……）

　目だけを上げると、龍宝帝の穏おだやかな視線が迎むかえてくれた。

「……主上、一つどうしてもお聞きしたい事があります。本当に叢雲を陥れたのですか？」

　龍宝帝が表情を変えず、静かに頷うなずいた。

「それは本当だ。言い訳はしないと前にも言っただろう」

「言い訳をしないというのは、したくないという時と、事情があってできないからしないという時があると思うのです。もし言い訳がしたくても事情があるからできないというのなら、それが何か教えて頂きたいのです」

　龍宝帝の目がやや鋭するどくなった気がした。もしや今の言葉は、核かく心しんをついたのではないかと思う。真実を知りたくて、そのままたたみかけた。

「当時の事を主上の口から話してください。わたしは皐月からは話を聞きましたが、主上からは端たん的てきにしか話を聞けませんでした。これではどちらが正しいかなんてわかりません」

「叢雲の事は私に全面的に非がある」

「……まるで筋書きでもあるみたいに、いつも同じ調子で自分が悪いと言い続けるんですね。しかもいつも詳くわしい話はして頂けないし」

　龍宝帝は何も言わなかった。しばらく流れた沈ちん黙もくのあと、扇せん子すで口元を隠す。

「……白桜。世の中には知っていい事と悪い事がある。これ以上は何も聞くな」

　それがどういう意味かはわからなかった。ただ、叢雲の話には触ふれてほしくないというのだけは伝わってきた。罪悪感があるから思い出したくないだけなのか、それとも……。

「わかりました」

　渋しぶ々しぶと頭を下げる。聞きたい事はやまほどあるが、きっとこれ以上は何も答えてはくれないだろう。龍宝帝が一つ息をついて、白桜を見み据すえた。

「……今回の事で私に失望したなら、これ以上命令に従う事はない。ただ、お前の知ち恵えと勇気は、帝としての私の財産だと思っている。これからも改革の為、そしてこの国の為に、お前のその才能を生かしてほしいとも思っている。だから選ぶがいい。お前はどうしたいのかを」

　また選択を迫せまられた。白桜は一いつ瞬しゆん目を閉じたが、すぐに深く礼をする。

「これまでもこれからも、わたしは主上の忠実な臣下です。叢雲の事は、主上にもきっと事情があられたはずと信じています。ですから主上に従って改革のお手伝いをしたいと思います」

　この選択が果たして正しいのかはわからない。

　それでも、今はこれが一番自分の気持ちに正直な答えだった。

　白桜は龍宝帝に礼をして広間をあとにした。廊ろう下かを歩きながら、皐月と見た事のない叢雲について考える。寄宿舎で最後に皐月と話をした時、説得したら彼は悩なやむ様子を見せた。凌箔が来たせいでそれ以上説得はできなかったが、じっくり話し合えばわかりあえる気がした。

「それにはまず、叢雲の事を調べて、詳しい事情を知る必要があるな。龍宝帝は話したがらないけど、何かを隠している気がする。絶対に突き止めて、皐月をもう一度説得しなくては！」

　白桜は決意して、大内裏の廊下を足早に進んだ。
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　大内裏の廊下を歩いていた白桜は、正面からやってくる青丞の姿を見付けて足を止めた。

「青丞、雅が楽がくの会の時はありがとうございました。学生に気付かれず蘇芳博士をうまく捕とらえてくれたおかげで、滞りなく雅楽の会は行えましたし」

「ああ、大おお太だい鼓こで姿が隠れたから、この隙すきにと思ってな。あのあと俺の出番が来て演奏したが、学生達は最後まで舞台に夢中だった。騒ぎに気取られず、無事に終わって本当によかったな。……それより、主上への報告はすんだのか？」

「はい、皐月の行方ゆくえは主上が捜そう査さされるようです」

「そうか。……白桜、ちょっと話がある。こっちに来てくれ」

　青丞の表情が珍めずらしく硬かたかった。なんだろうと思いつつ、彼に続いて廊下に面した庭へと下りる。無言の青丞についていくと、紫し宸しん殿でんの裏手にある小さな庭に連れて行かれた。

　辺りは静かで人の気配はなかった。青丞が立ち止まり、こちらに向き直る。

「……今回は大変だったな」

　いつもまっすぐに相手を見るのに、今日はなぜかあらぬ方へと目が向けられていた。

　まるで何か言いたい事があるけれど、言いあぐねているような様子だ。

　いつでも冷静ではっきりしている彼にしては、珍しかった。

「ええ、でも龍陽寮と大学寮の絆きずなは深まったようですし、主上もこれで改革を進めやすくなったと言っておられました。夢に向かって一歩進めたので嬉しいです」

　微笑ほほえむと、青丞が眩まぶしそうに目を細めた。

「夢……か。危険だとわかっていても今回の任務に関かかわったのは、その夢の為か？」

「はい、前から身分や男女の差に関係ない世の中になってほしいと思っていたんです。身分が低くても優ゆう秀しゆうな人達はたくさんいますからね。もちろん、女性の中にも」

　青丞がはっとしたように目を見開いた。

「女性……？」

「ええ、たとえば、青丞のいとこの胡こ蝶ちよう姫ひめとか」

　大内裏で暮らす胡蝶は、女性初の官かん吏りになるのが夢だと常々公言していた。

　彼女はその言葉に見合うだけの努力もしている。同じ女性として尊敬できる存在だった。

（女に戻もどったら、こうして青丞と話す事もままならなくなる。国の為に働く事もだ。じっと御み簾すの中に座ってばかりの人生を送るなんて、絶対に嫌いやだ！）

　白桜として得た経験は宝物だ。それなのに女に戻った途と端たん、その宝物はなくなってしまう。

　何より、白桜として出会った人々と二度と会えなくなるのは絶対に嫌だった。

「女性が官吏になるなんて、夢物語かもしれません。だけど、わたしはそんな世の中になってほしいと思っています。その為には努力を惜おしまないつもりです。危ない事をするのは怖こわいと正直思いますが、夢の為ならどんな事でも耐たえられる気がします」

　決意の声は、庭に堂々と響ひびいた。青丞に目をやると、呆ぼう然ぜんとした顔をしている。

「す、すみません。いきなり熱くなってしまって。驚おどろきましたか？」

「いや……お前の気持ちはわかった」

　青丞が気を取り直したように息をつく。

　何か言いたげに口を開こうとしたのでじっと見つめると、ふいにその口が閉じられた。

「夢に向かっているお前は、まっすぐな目をしているな……」

　再び開いた口からこぼれた呟つぶやきが風にのった。目を瞬またたかせると彼がようやくこちらを向く。

「もう帰れ」

「え？　話があったんじゃないんですか？」

「いいや、今はいい。俺も少し考えたい事がある」

　背を向けて去って行く姿を見つめ、やはり最近の青丞は様子がおかしいなと首を傾かしげた。
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　白桜と別れて青龍家の屋や敷しきに戻った青丞は、庭に面した廊下に座って考え事をしていた。

「おや、氷の貴公子殿どのの悩める顔は、なかなか麗うるわしいね」

　ふざけたような声に顔を上げると、庭に朱咒と鵬玄が立っていた。

「失礼するよ。ちょっと話があってね」

「ちょうどよかった。俺も聞きたい事がある」

　青丞は二人を促うながして、広間へと移動した。辺りに人の気配がないかを念の為ために確かく認にんして襖ふすまを閉め、二人と向き合うようにして腰こしを下ろす。

「今回はみんな大変だったけど、何とか事件が解決してよかったよ」

　にこやかな朱咒に、鋭い視線を向けた。

「朱咒、捕まっていた白桜を助け出した時、あいつは凌箔が絡からんでいると言った。お前はその名を知っているようだったな。あれからいろいろあって話を聞く暇ひまがなかったが、そろそろ教えてもらおうか。凌箔というのは、いったい誰だれなんだ」

　鵬玄が朱咒に向き直る。

「それは俺も気になっていた。凌箔と名を出した時、白桜の様子がずいぶんおかしかった。そいつはいったい、白桜の何なんだ」

　二人で問い詰つめると、朱咒が一度目を伏ふせた。

　そしてしばらくしてから目線を上げて、青丞と鵬玄を交こう互ごに見つめる。

「────凌箔は、白虎家の正当な跡あと取とりだ」

　朱咒が重い口を開いた。その言葉に驚きよう愕がくしていると、鵬玄が身を乗り出す。

「正当な跡取りとはどういう意味だ？　白虎家の跡取りは白桜だろう」

「数年前の事だ。白虎家の跡取りとして、遠とお縁えんの男子を上総様が引き取った。それが凌箔だ。彼は白虎一族の血を引く男子だ。年ねん齢れい的にも跡取りになる資格は十分だ。実は、彼は白桜の〝秘密〟を知っていて、跡取りの座を譲ゆずれと迫った事もあるらしい」

　鵬玄と二人で同時に息を吞のんだ。朱咒が腕うで組ぐみをする。

「彼はある事件のせいで主上に深い恨うらみを抱いだき、お命を狙ねらった。未み遂すいに終わったが、そのせいで跡取りから外されたんだ。これはまだ主上には報告していないから、内密にしてほしいんだが、今回の事にも凌箔が関わっていた。主上の改革を邪じや魔ましようと事件を起こしたようだ」

　朱咒が憂うれいに満ちた顔をした。ふざけてばかりの彼がこんな顔をするのは珍しかった。

「凌箔は白虎一族だ。彼が主上に反旗を翻ひるがえしている事が公おおやけになれば、白桜にも責任が及およぶだろう。だからできたら主上には知らせず、内々に処理したいと思っているんだ。もちろん手に負えなくなったら、報告しないといけないけどね」

　青丞は拳こぶしを握にぎり締しめた。まさかそんな事態になっているとは思いもよらなかった。

「その凌箔は、どこにいる？」

「行方はわからない。だが皐月と凌箔は仲間だ。白桜は秘密を知られているから、今後彼らの出方によってはまずい立場に追い込まれるかもしれない」

　胸が苦しくて息がしづらいなんて経験は初めてだった。それほど、白桜の事が心配だった。

　青丞はそっと胸に手を当てて、一つ息をつく。今はまず、冷静にならなければ。

「わかった。では白桜の秘密を守る事に全力を尽つくそう」

　朱咒と鵬玄が驚いたようにこちらに目をやった。

「どうしたんだい？　君は今回の事が終わったら、白桜を連れて都を出ると言っていただろう。だから私達はもう少し待ってくれと君を説得しに来たんだが」

「やはりお前達が揃そろって来た理由はそれか。──安心しろ。白桜の事はしばらく見守る事にした。あいつに秘密を知っているとはまだ伝えていない。本当はすぐにでも連れ去ろうと大だい内だい裏りで声をかけたのだが」

　大内裏で話をした白桜を思い出す。

　女性でも、官吏になれる世の中になってほしい、そう言っていた。それは女に戻っても、今と同じように国の為民の為に尽くしたいという気持ちからくるものだと察しはついた。

　青丞が愛した里桜姫ひめは、女性とは思えぬ自由なものの考え方をしていた。その彼女の考えに、強く惹ひかれた。夢を語っていた時の白桜は眩しくて、愛する里桜姫と姿が重なって見えた。

「白桜の夢を聞いた。その夢は応おう援えんしたいと素す直なおに思えるものだった。危険にさらしたくない気持ちは変わらないし、安全な場所に連れて行きたい。だが、それでは白桜の……里桜姫の夢は叶かなえられない」

　愛する里桜姫も大事だが、友としての白桜も大事だ。白桜の話を聞いて、頑がん張ばっている姿を目まの当たりにして、青丞の心の中で何かが動いた。そして考えた末、心を決めた。

「だから白桜を見守って夢を応援する事にした。危険な時は守ればいい。俺がこの手でな」

　拳を握り、目は鵬玄へと向けた。彼に負けるつもりはない。

　その気持ちが伝わったのか、鵬玄がふっと笑った。

「夢を応援したい気持ちは同じだが、白桜を守るのは俺だ。お前には、負けない」

　やはり鵬玄とは相あい容いれないようだ。睨にらみ合っていると朱咒が肩かたを竦すくめる。

「まあまあ、二人とも、落ち着いて。凌箔はかなり手て強ごわいよ。これからは総力戦になる。白桜を守りたかったら、まずは私達が団結して白桜に協力する必要があるだろう」

　朱咒の言う事ももっともだと思った。その為にはどうすればいいかもわかっている。

「……鵬玄。俺もお前に負けるつもりはない。だが一番大切なのは白桜とその秘密を守る事だ。心強い味方は多い方がいい。そしてお前は、俺が知る中でもっとも勇ゆう敢かんで頼たよりになる男だ」

　不承不承の声を上げると、鵬玄が口元を綻ほころばせた。

「奇き遇ぐうだな。青丞、俺もお前をこの世でもっとも冷静な判断ができる頼れる男だと思っている。そして白桜を守る為には、お前のその判断力が必要だという事も、よくわかっている」

　互たがいに火花は散らしたままだが、愛する女性の為に一いつ旦たん休戦できるぐらいの余よ裕ゆうはあった。

　青丞は薄うすく笑って右手を出す。

「そうか。では、俺の提案を聞け。俺は凌箔の件が解決するまでは、白桜に秘密を知っている事を打ち明けないつもりだ。もし話したらきっと混乱するだろう。今はよけいな事で煩わずらわせたくない。今まで通り、友として接する。だからお前もその間は抜ぬけ駆がけをするな」

　鵬玄がやや目を見開いたが、やがて息をついて青丞の手を握り締めた。

「……仕方ないな。白桜によけいな負担をかけさせたくないのは俺も同じだ。約束しよう。俺もこの件が解決するまでは、これ以上白桜に好きだとは言わない」

　互いに頷うなずきあう。まずは白桜をおびやかす凌箔という男を見つけ出す事が先決だ。

　青丞は愛する人の為、まだ見ぬ凌箔という男を、必ず捕とらえると心に誓ちかっていた。
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　夜も更ふけた紫し宸しん殿でんでは、見回りをする衛兵の足音がかすかに耳に届いていた。

　龍宝帝は衛兵が自室から遠ざかっていくのを確認して、側近の如月に話を続けた。

「……これが事件のあらましだ。白桜はよく頑張ってくれた。おかげで表面上は無事に雅が楽がくの会は行われた。大学寮と龍陽寮のわだかまりも解けてきたようだから合がつ併ぺい話も進むだろう」

「そうですか。ではさっそく大学寮と龍陽寮の頭をお呼びして、合併についての細かい話し合いの場を設けましょう。やれやれ、また私の仕事が増えますね」

　如月はため息混じりだ。優ゆう秀しゆうな側近は無茶な命令をしても必ず期待に応こたえてくれる。内ない偵てい官かん吏りとして裏で動く朱咒と、中なか務つかさ省しようの少輔しようとして表で働く如月は、かけがえのない存在だ。

「主上。話は変わりますが、あの件で白虎家へ使者を送りますが本当によろしいのですか？」

「ああ、考えた末の決断だ。せいぜい派手に準備しろ」

　自然と出たのは含ふくみ笑いだ。如月が頷いて立ち上がり、部屋を出ようとして背を向けた。

「……一つお聞きしたい事があります。皐月の行方ゆくえはまだわからないのですよね？」

　こちらに顔を向けぬまま話しかけるのは、礼れい儀ぎにうるさい如月にしては珍めずらしかった。

「ああ、探させてはいるがな。……如月、もし皐月が見つかったらどうする？　彼は〝叢雲〟の敵かたきを討うとうとしているようだぞ」

　その名を口にするのはためらわれた。もう二度と口にする事のない名だと思っていた。この件に関しては皐月の気持ちもよくわかるので、捕つかまえたあと処分をどうするか悩なやんでいた。

「決まっているでしょう。彼はこの国に仇あだをなす存在です。相応に処分するのが当然かと」

　声には抑よく揚ようがなかった。その言葉に、思わず目を見開く。

「しかし、彼は叢雲を……」

「叢雲はもうこの世にはいません」

　如月は背を向けたまま、淡たん々たんと話を続ける。

「どんな事情があろうと、皐月は死んだ者をいつまでも思って、生きている者を危険にさらすような真似まねをしたのです。その罪を許すわけにはいきません。今回も白桜の調べが間に合わなければ、たくさんの死傷者が出たかもしれません。見付け次し第だい確保し、処しよ罰ばつするべきです」

　それが正しいと頭ではわかっていたが、六年前の真実を知る如月なら、皐月を助けてほしいと言うかと思っていた。驚おどろきを隠かくせないでいると、如月が音も立てずに襖を開ける。

「主上は以前、国の未来の為にすべてを捨てて非情になりきると仰おつしやった。私はそれを聞いて、一生ついていこうと決意しました。ですからそれを実行してください。下手へたな仏心を出してはいけません」

　言い切って部屋をあとにした如月に、かける言葉が見つからなかった。
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　当主のいない白虎家の屋や敷しきはひっそりと静まり返っていた。

　白桜は自室で書物に目を通しながら、祖父の上総の事を考えていた。

「おじいさま、いつになったら戻もどってこられるのだろうか」

　上総は、田舎いなかに幽ゆう閉へいしていた凌箔がどうして都に現れたのかを調べる為ため、富士山へと旅立っていた。何の連れん絡らくもないのが心配で、不安が心を支配する。

　考え込んでいると、ふいに風が頰ほおを撫なでた気がした。

　襖ふすまは閉めてあるはずなのにと振ふり向いて、驚きよう愕がくして身を竦ませた。

「凌箔！……どうしてここに」

　開いた襖の向こうに、白金の髪かみと紅くれないの瞳ひとみをした凌箔が立っていた。

　近くに置いていた太刀たちを取ろうとすると、凌箔がさっと何かを投げる。

　床ゆかに突つきささったのは短刀だ。思わず手を引っ込めて、部屋に入ってきた凌箔を睨んだ。

「選せん択たくの答えを聞きに来た。お前は龍宝帝に、蘇芳が雅楽の会で火薬を仕し掛かけると報告しただろう。お前がそれを選択したという事は、白虎家の跡あと取とりの座を譲ゆずる気になったのか？」

　身体からだがびくりと震ふるえた。凌箔からある選択を迫せまられていた。

　一つ目は、雅楽の会について噓うその報告をする事。

　二つ目は、白虎家の跡取りの座を凌箔に譲る事。

　そして、そのどちらも断るなら、女だという秘密を世間に暴ばく露ろすると言われていた。

　白桜は凌箔を見み据すえた。彼は間ま違ちがいなく、白虎家の血を引く男子だ。

　本当なら喜んで跡取りの座を譲る所だが、彼の心は復ふく讐しゆうで黒く染まっている。

　目に力を込めて大きく息を吸い込み、立ち上がった。

「白虎家の跡取りはわたしです」

「お前は女だろう」

「ええ。ですが、国を思う気持ちも民たみを思う気持ちも、あなたには負けません。あなたに白虎家の跡取りの座は渡わたさない！」

　言い切ると、凌箔の目に鋭するどい光が宿った。

「それは私への宣戦布告ととっていいのだな」

「はい。力の限り戦います。そして絶対にあなたと皐月の復讐を止めてみせる……！」

　恐おそろしかったが、目はそらさなかった。決意の眼まな差ざしを受けて、凌箔がふいに口元を緩ゆるめた。
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「なるほど。その選択を選んだのか。正直に言おう。それを選ぶのを期待していた」

　思わず眉まゆ根ねを寄せた。凌箔は心から楽しんでいるような表情だ。

「どういう意味だ？」

「私の提案をどちらも断った場合、どうなると言ってあったか覚えているか？」

　びくりと身体が震えた。彼は自分の大切な秘密を知っている。

「お前がその選択をした場合が、一番面おも白しろい状じよう況きようを生むだろう。──白桜、最高の舞ぶ台たいでお前の秘密を世間に明らかにしてやろう。楽しみにしていろ」

　覚かく悟ごしていたとはいえ、その言葉に息が止まりそうになる。思わず足の力が抜けて頽くずおれた。

「安心しろ。今すぐではない。最高の舞台はそれなりに時間をかけて作り上げなければならないからな。では、またその時に会おう」

　慌あわてて顔を上げると、もう凌箔の姿はそこにはなかった。

　まるで夢か幻まぼろしの出来事のようだったと思う。白桜は床に両手をついて、唇くちびるを震わせた。

「とうとう、わたしの秘密がばれてしまう。青丞や主上がそれを知ったら……」

　不安で心が潰つぶれてしまいそうだ。こんな時に相談できる上総も今は屋敷にいない。

（もし秘密が世間に知られたら、白虎家は終わりだ。一族は全員処しよ刑けいされてもおかしくない。やはり、この選択は間違いだったのだろうか……）

　心によぎった考えを吹ふき飛ばすように頭かぶりを振った。そして意を決して顔を上げる。

「しっかりしろ！　今までも何度も危険な目にはあってきたけど、そのたびに乗り越こえて来たんだ。今度も何か手はあるはず。絶対に凌箔の好きにはさせない……！」

　きっと噓をついていたとわかったら、青丞や都で親しくなった人達は怒いかりを顕あらわにして、二度と口も利きいてくれなくなるだろう。そう考えると怖こわくて怖くて仕方ない。

　だがその気持ちをどうにか抑おさえ込み、これからどうするべきかと考えを巡めぐらせた。

　秘密を巡る最大の危機が、もうすぐそこまで足音を立てて迫っていた。







「一大事でございます！　白桜様っ」

　白桜は、橘の声に目を瞬またたかせた。凌箔に秘密を明らかにすると言われて、衝しよう撃げきのあまり呆ぼう然ぜんとしていたようだ。彼が消えてどのくらいたったのかもよくわからなかった。

　足音が聞こえたので、慌てて背後に顔を向ける。するとそちらにある襖が開いて橘が駆かけ込んできた。珍しく取り乱しているようで、息を荒あららげたまま目の前に正座する。

「橘、今はちょっと待ってくれ。わたしもいろいろとあって……」

「待てませぬ。帝みかどからの御ご使者がいらっしゃっているのです！」

「何だと？　わたしに何か用事か？」

　さすがに帝からの使者は無視できない。何とか気を取り直すと、橘がぶんぶんと首を振る。

「いいえ。里桜姫ひめへの御使者です。文を持参なさって、贈おくり物にと衣装を持っていらして」

「贈り物？　文に衣装だなんて、まるで結けつ婚こんの申し込みのようだな」

　笑おうとして、顔が引きつった。橘が真しん剣けんな顔で肯こう定ていするように何度も頷うなずいているのだ。

「そうなのです！　帝からご子息の青丞様と里桜姫の『結婚の儀ぎ』を執とり行いたいとの文を持った使者が参っているのです」

「はい!?　青丞と里桜姫が結婚？　いったい、いつのまにそんな話が出たんだ。この間会ったけど、主上も青丞も一言もそんな事は言っていなかったぞ！」

「でも使者がいらっしゃっているんです。白桜様、どうしましょう。文を受け取ったら、結婚を受け入れた事になります。ですが帝からの文を受け取らないわけにはいきません！」

　さあっと血の気が引いた。正式な結婚の申し込みをしにきた帝からの使者を、追い返すわけにはいかない。しかし、青丞と里桜姫の結婚なんて受け入れられるはずがなかった。

（ようするに、青丞とわたしが結婚するって事だよな。そんなの絶対に無理だ！　何とか使者を追い返さないと。しかも帝の顔を潰さないようにって……いったいどうやればいいんだ！）

　混乱した頭に、ふいに陰おん陽みよう師じとして大だい内だい裏りで活かつ躍やくしていた草くさ薙なぎの言葉が浮うかんだ。

『近々、あなたの秘密を脅おびやかす重大な事件が起きるでしょう。恋こいの嵐あらしが旋せん風ぷうを巻き起こし、国中を巻き込んで、更さらに拡大します。それを乗り切れるかどうかはあなた次し第だいです』

「もしかして、あの予言はこの事か？　どうしよう、とんでもない事になったぞ。秘密を暴露されそうになっているのに、この上結婚の儀だなんて……」

　愕がく然ぜんとするあまり、身体から力が抜ぬけてその場にへたり込む。

　白桜として、そして里桜姫としての試練という名の旋風が大嵐を巻き起こそうとしていた。









　あとがき







　こんにちは。伊藤たつきです。

『白桜四神　七なな夜よ月づきの運命の選択！』をお送りしました。

　今回は男子校第二弾だんです。

　二巻で大学寮りようを舞ぶ台たいにして書かせてもらいましたが、もう一回学校を舞台に書きたい～とずっと思っていて、今回チャンスを頂いてうきうきしながらお話作りをしました。

　二巻から比べると白桜も成長して、青丞や鵬玄など周りにいる人達にもいろいろと変化があったので、また前回とは違ちがう感じで楽しく書かせてもらいました。

　皆みなさんにもこの楽しい気持ちが伝わるといいなと思います。







　イラストを描えがいてくださった硝音あや先生。

　今回は初めて朱咒が表紙という事で、飛び上がって喜んでおります。

　華はなやかで色っぽくて、とっても素す敵てきです！

　口絵のカラーも、青丞と鵬玄のダブルでにやにやしてしまいました。

　どうもありがとうございました！







　子育てをしながらの執しつ筆ぴつで、家族や担当さんにたくさん協力してもらってお仕事を続けさせて頂いています。

　特に担当さんには、打ち合わせやスケジュールなどとても気をつかってもらっていて、本当に助かっています。この場を借りて、お礼を申し上げます。







　毎回頭を悩なやませるサブタイトルですが、今回もうんうん唸うなりながら考えつつ、もう七巻まできたんだなと改めてびっくりしました。

　ここまで続けられたのも、読んでくださる皆さんのおかげです。

　これからも白桜達の活かつ躍やくを見守ってもらえると嬉うれしいです。

　それでは、また次の機会にお会いできる事を祈いのって。





伊藤たつき　　




















カバー・口絵・本文イラスト／硝音あや

デザイン／アフターグロウ











白はく桜おう四し神じん




七なな夜よ月づきの運うん命めいの選せん択たく！








伊い藤とうたつき
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